
手をつなぎ 広げていこう 教育の輪

11月1日は「おおいた教育の日」

「おおいた教育の日」

「おおいた教育の日」



「おおいた教育の日」エッセー作品集の刊行に当たって

大分県教育の日推進会議　会長　三浦　啓亨

大分県では、県民の皆様の教育に対する関心と理解を深め、学校、

家庭、地域社会の相互の協力により、明日の大分を担う心豊かでた

くましい子どもたちを育成するために、「おおいた教育の日条例」

を平成 17 年 3 月に制定しました。

以来、その趣旨を普及するため、ＰＴＡや学校関係団体をはじめ

とする 117 団体で構成する「大分県教育の日推進会議」を中心に、「おおいた教育の日」

推進大会等、さまざまな取組を行っています。

「おおいた教育の日」エッセーの取組もその一つであり、これまで 5 年間「私が教

えられたこと」をテーマに、県民の皆様から毎年 500 点を超える応募をいただいてき

ました。作品の中には、作者の生き方に影響を与えた父母の言葉や、教師の教え、子

どもから学んだことなどへの思いが込められ、毎年「おおいた教育の日」推進大会で

発表される最優秀や優秀となった作品は、会場参加者の感動を呼んでいます。

そのような中、これらの作品を、「もっと広く、多くの県民に読んでほしい」「学校

でも児童、生徒に読んでほしい」との声を多くいただいたことから、このたび「おお

いた教育の日」エッセー作品集として刊行することとなりました。

今回の作品集には、平成 17 年度から平成 21 年度までの 5回の取組の中で、最優秀、

優秀となった作品、全 27 点を掲載しています。どの作品も心に残るものばかりです。

教育関係者をはじめ、PTAや地域の皆様にも、ぜひご一読いただきますとともに、

学校教育のさまざまな場面で活用していただければと願うところです。

県教育委員会でも、学校、家庭、地域社会の大人たちの教育の協働を「『協育』ネッ

トワーク」として、県内の多くの市町村と協力し、その構築を進めています。大分の

次代を担う子どもたちのために、「おおいた教育の日」の取組への一層の御理解と御

協力をお願いし、刊行に当たってのごあいさつとさせていただきます。

終わりに、刊行に当たりまして、御協力いただきました皆様に、心から感謝と御礼

を申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成 22 年 3 月　
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○優秀賞     

「夢に向かって」     矢口
や ぐ ち

 利子
と し こ

さん（愛媛県）     ・・・・  9 
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平成 19 年度 最優秀・優秀作品                               

【 一般の部 】 

○最優秀賞（大分県教育の日推進会議会長賞） 

 「彼も人なり我も人 努めて及ばぬことやある」     

佐藤
さ と う
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た み こ

さん（別府市）     ・・・・ 19  
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  「顔を見る教育」     池永
いけなが

 朋
とも

美
み

さん（大分市）     ・・・・ 21 
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 「私が教えられたこと」  岡本
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  凜
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「命あるかぎり」       
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○優秀賞 
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貝
かい

掛
かけ

柚
ゆ
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 「T 先生の答え」     有田
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 英樹
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さん（中津市）    ・・・・ 31 
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  「ボランティア活動の中で教わった人生」      

吉岡
よしおか

 信子
の ぶ こ

さん（大分市）    ・・・・ 33 

○優秀賞 

 「心の声を交わしながら」 衞
え

藤
とう

 浩
ひろ

明
あき

さん（宇佐市）    ・・・・ 35 

 

 

 

 



【 小・中・高等学校の部 】 

○最優秀賞（大分県教育の日推進会議会長賞） 

 「私が教えられたこと」   

姫野
ひ め の

 昂
たか

志
し

さん（県立大分南高等学校３年）      ・・・・ 37 

○優秀賞 

  「家族っていいな」       

須
す

股
また

  蓮
れん

 さん（日出町立日出小学校４年）      ・・・・ 39 

○優秀賞 

 「いま、学ぶということ」  

古田
ふ る た

 慧
けい

介
すけ

さん（佐伯市立蒲江翔南中学校２年）    ・・・・ 41 

 

平成 21 年度 最優秀・優秀作品                               

【 一般の部 】 

○最優秀賞（大分県教育の日推進会議会長賞） 

 「みんなで登ろ！」    渡邉
わたなべ

 一司
ひ と し

さん（宇佐市）    ・・・・  43 

○優秀賞 

  「人を大切にすることを教えてくれた祖母」      

糸永
いとなが

ケサヨさん（国東市）    ・・・・  45 

○優秀賞 

 「私が教えられたこと」  太田
お お た

由紀子
ゆ き こ

さん（大分市）    ・・・・  47 

 

【 小・中・高等学校の部 】 

○最優秀賞（大分県教育の日推進会議会長賞） 

 「100 キロメートル徒歩の旅で学んだこと」   

楠
くすのき

 春
はる

華
か

さん（中津市立鶴居小学校５年）     ・・・・  49 

○優秀賞 

  「祖母からもらった勇気」       

渡邉
わたなべ

 一路
い ち ろ

さん（県立大分豊府中学校２年）     ・・・・  51 

○優秀賞 

  「私が教えられたこと」  

佐脇
さ わ き

 沙織
さ お り

さん（県立佐伯鶴城高等学校１年）    ・・・・  53 

 

※ 年度ごとに最優秀賞、優秀賞の順で掲載しています。なお、在住地等及び学校・学年

については受賞当時のものです。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 17 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」最優秀作品 

「先生
せんせい

と生徒
せ い と

」 

江口
え ぐ ち

八重子
や え こ

 

 

 私
わたし

が小学校
しょうがっこう

６年生
ねんせい

の時
とき

、 妹
いもうと

が

生
う

まれた。父
ちち

が仕事
し ご と

の都合
つ ご う

で休
やす

めな

いので、長女
ちょうじょ

の私
わたし

が学校
がっこう

を休
やす

んで

お家
うち

のお手伝
て つ だ

いをすることになっ

た。 

  昔
むかし

のお産
さん

は自宅
じ た く

で産
う

むのが普通
ふ つ う

であった。 

 私
わたし

にはすでに 妹
いもうと

や 弟
おとうと

がいた。

父
ちち

から「八重
や え

ちゃん、お父
とう

さんが休
やす

みがとれんから、２日程学校
ふつかほどがっこう

を休
やす

ん

で家
いえ

のことしてくれんかなァ。そし 

たら後
あと

はお父
とう

さんが休
やす

めるか

らヷヷヷ。」と言
い

われたのである。私
わたし

は早速
さっそく

学校
がっこう

へ出
だ

す欠席届
けっせきとど

けを書
か

く

ことにした。私
わたし

たちの学校
がっこう

では、欠
けっ

席
せき

届
とど

けを事前
じ ぜ ん

に 必
かなら

ず届
とど

けるという

きまりがあって、その欠席届
けっせきとど

けも先
せん

生
せい

から書
か

き方
かた

を教
おし

えられていた。ま

ず、「欠席願
けっせきねが

い」と書
か

いて、「何月
なんがつ

何日
なんにち

から何日
なんにち

まで何日間
なんにちかん

、私 事
わたくしごと

により

欠
けっ

席
せき

致
いた

しますのでお願
ねが

いします」と

名
な

前
まえ

を書
か

き、校長
こうちょう

先生
せんせい

あてに届
とど

け

ることになっていた。その欠席
けっせき

する

日
ひ

は、ちょうど国語
こ く ご

の中
なか

の１ペヸジ

を暗唱
あんしょう

する誯目
か も く

の宿題
しゅくだい

が出
だ

され、

それを発表
はっぴょう

する日
ひ

になっていた。 

 私
わたし

は欠席届
けっせきとど

けを書
か

いた後
あと

、別
べつ

の

便
びん

箋
せん

に手紙
て が み

を書
か

いた。 私
わたし

は手紙
て が み

に

「先生
せんせい

、昨夜
さ く や

母
はは

に赤
あか

ちゃんが生
う

まれ、

父
ちち

が休
やす

めませんので、 私
わたし

がお手伝
て つ だ

いのため２日間
ふつかかん

学校
がっこう

を休
やす

みます。今
きょ

日
う

はちょうど、国語
こ く ご

で○○を暗
あん

唱
しょう

する宿題
しゅくだい

があって、 私
わたし

もお勉強
べんきょう

したのに残念
ざんねん

ですがお休
やす

みさせて

ください。」と書
か

いて、いつも誘
さそ

い合
あわ

せて学校
がっこう

へ行
い

く友達
ともだち

の春
はる

ちゃんに、

欠
けっ

席
せき

届
とど

けと一緒
いっしょ

に言付
こ と づ

けた。 

 朝
あさ

は父
ちち

が食事
しょくじ

の支度
し た く

をしてくれ、

妹
いもうと

は学校
がっこう

へ行
い

き父
ちち

も仕事
し ご と

へ出
で

か

けていった。 

 いよいよ、私
わたし

の出番
で ば ん

だ。私
わたし

は母
はは

に教
おそ

わりながらエプロンを着
つ

け、お

湯
ゆ

を沸
わ

かしたり、たらいを出
だ

したり

した。赤
あか

ちゃん用
よう

のタオルやおむつ

も畳
たた

んだり広
ひろ

げたりしながら産婆
さ ん ば

さんを待
ま

っていた。約束
やくそく

の時間
じ か ん

に産
さん

婆
ば

さんがきて、赤
あか

ちゃんの湯浴
ゆ あ

みが

始
はじ

まった。産婆
さ ん ば

さんは薬品
やくひん

の匂
にお

いの
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する大
おお

きなエプロンを着
つ

け、赤
あか

ちゃ

んを抱
だ

き上
あ

げた。赤
あか

ちゃんは小
ちい

さな

手
て

でしっかり握
にぎ

りこぶしをつくっ

ていた。産婆
さ ん ば

さんが帰
かえ

って、赤
あか

ちゃ

んが寝
ね

てから、母
はは

におじやご飯
はん

を作
つく

ってあげた。母
はは

は「八重
や え

ちゃん、明日
あ し た

はもう大丈夫
だいじょうぶ

だからね、学校
がっこう

へ行
い

き

よ。」と言
い

ってくれた。「母
かあ

ちゃんが

いつもしてくれているから、今日
き ょ う

は

私
わたし

がするヷヷヷ。」 私
わたし

は２日
ふ つ か

休
やす

ん

だ。３日目
み っ か め

は父
ちち

も休
やす

みで赤
あか

ちゃんの

世
せ

話
わ

をした。赤
あか

ちゃんは、 私
わたし

たち

も飲
の

んだであろう母
はは

のおっぱいを

元
げん

気
き

よく吸
す

っていた。 

 ４日目
よ っ か め

は母
はは

も起
お

きたので 私
わたし

は学
がっ

校
こう

へ行
い

った。そして国語
こ く ご

の時間
じ か ん

が始
はじ

まった。 私
わたし

はもう、すっかり忘
わす

れ

て宿題
しゅくだい

のことなど思
おも

い出
だ

しもしな

かった。ところが先生
せんせい

は「さあ、Ｋ

さん、今日
き ょ う

は○ペヸジの暗唱
あんしょう

をし

てもらいましょう。」とおっしゃっ

た。私
わたし

は驚
おどろ

いてしまってすぐには

言
こと

葉
ば

も出
で

なかった。もうすんだはず

の宿題
しゅくだい

を今
いま

ごろ、なぜだろうと思
おも

った。先生
せんせい

はにこにこして、「実
じつ

は

ね、あなたがお手紙
て が み

くれたので、み

んなであなたが来
く

るまで宿題
しゅくだい

を日
ひ

延
の

べして待
ま

つことにしてたの

よヷヷヷ。赤
あか

ちゃんはどう、可愛
か わ い

い

ですか、名前
な ま え

はもうつけたのヷヷヷ。」

とおっしゃった。 私
わたし

は先生
せんせい

とみん

なの好意
こ う い

がうれしいやら、恥
は

ずかし

いやらヷヷヷ。ドキドキしながら起立
き り つ

して暗唱
あんしょう

した。 私
わたし

がその暗唱
あんしょう

を

覚
おぼ

えたのはもう５日
い つ か

ほども前
まえ

のこ

とで忘
わす

れかけていたのである。でも、

すらすら暗唱
あんしょう

出来
で き

て、みんなから

拍
はく

手
しゅ

をもらった。 私
わたし

はこの時
とき

の先
せん

生
せい

の配慮
はいりょ

と優
やさ

しさを、そしてクラス

全
ぜん

員
いん

の 温
あたた

かさをしみじみ感
かん

じた。

遠
とお

い 昔
むかし

のことだけど、今
いま

のように

人
ひと

を蹴散
け ち

らしても 表
おもて

に出
で

たい社会
しゃかい

では、とても 考
かんが

えられない事
こと

かも

知
し

れないが、いまだに忘
わす

れられない

「花明
はなあか

り」のようなほのぼのとした

思
おも

い出
で

となっている。もう先生
せんせい

もク

ラスの人々
ひとびと

も音信
おんしん

は途絶
と だ

えている

けれど、校庩
こうてい

にあったポプラの木
き

と

この思
おも

い出
で

のひとこまは、終生
しゅうせい

の

教
おし

えとなった。とても小
ちい

さな事
こと

だけ

ど、こんな小
ちい

さな事
こと

が積
つ

み重
かさ

なって

人
じん

格
かく

は創
つく

り上
あ

げられるのではない

だろうか。私
わたし

はこの先生
せんせい

との温
あたた

か

い思
おも

い出
で

を一生
いっしょう

の財産
ざいさん

だと思
おも

って

いる。 
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平成 17 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」優秀作品 

「大
おお

きな夢
ゆめ

、大切
たいせつ

なこと」 

梶原
かじわら

 俊
とし

江
え

 

 

 「きちんと仕事
し ご と

のできる人
ひと

になり

たい。」田川
た が わ

吒
くん

は、しっかりとした声
こえ

でそう言
い

った。 

 大分
おおいた

市内
し な い

の中学校
ちゅうがっこう

に補助
ほ じ ょ

教員
きょういん

として赴任
ふ に ん

したのは１年前
ねんまえ

のこと

だ。 

 小
ちい

さい頃
ころ

に大病
たいびょう

を患
わずら

い、運動
うんどう

機
き

能
のう

障害
しょうがい

と学習
がくしゅう

障害
しょうがい

が残
のこ

った田川
た が わ

吒
くん

は３年生
ねんせい

。 私
わたし

は彼
かれ

の校内
こうない

での歩
ほ

行
こう

と学習
がくしゅう

のサポヸトをするため１

年
ねん

の任期
に ん き

で採用
さいよう

された。教員
きょういん

資格
し か く

や実務
じ つ む

経験
けいけん

がなかったため、初
はじ

めは

どんなふうに接
せっ

してよいのかわか

らず丌安
ふ あ ん

もあった。 

 田川
た が わ

吒
くん

は通常
つうじょう

学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

し、

教
きょう

科
か

によって通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

で勉
べん

強
きょう

をしていた。通級
つうきゅう

指導
し ど う

教室
きょうしつ

で

ある若草
わかくさ

学級
がっきゅう

の３年生
ねんせい

は田川
た が わ

吒
くん

を

含
ふく

めて３人
にん

だった｡ 

 中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

の２学期
が っ き

は、高校
こうこう

受
じゅ

験
けん

に向
む

けての授業
じゅぎょう

の追
お

い込
こ

みと、

進
しん

路
ろ

や将来
しょうらい

について 考
かんが

える授業
じゅぎょう

が増
ふ

えてくる。３人
にん

は、養護
よ う ご

学校
がっこう

の

高
こう

等
とう

部
ぶ

への進学
しんがく

を 考
かんが

えていた。若
わか

草
くさ

学級
がっきゅう

の担任
たんにん

の先生
せんせい

は個性
こ せ い

豊
ゆた

かな

３人
にん

の進路
し ん ろ

や将来
しょうらい

について 心
こころ

を

配
くば

り、野菜作
やさいづく

りや季節
き せ つ

の行事
ぎょうじ

など、

さまざまな体験
たいけん

学習
がくしゅう

の取
と

り組
く

みを

していた。 

 10月
がつ

のある日
ひ

、「将来
しょうらい

の夢
ゆめ

」とい

うテヸマで、なりたい職 業
しょくぎょう

などを

レポヸトに書
か

き、発表
はっぴょう

する授業
じゅぎょう

が

あった。 

 「書
か

き終
お

わった人
ひと

から発表
はっぴょう

して

ね。」先生
せんせい

の声
こえ

に、まず渡辺
わたなべ

吒
くん

が手
て

を

挙
あ

げた。 

 「ぼくは、ミュヸジシャンになっ

てテレビに出
で

たいです。」大
おお

きな声
こえ

で発表
はっぴょう

した渡辺
わたなべ

吒
くん

はダウン 症
しょう

の

甴
おとこ

の子
こ

。自分
じ ぶ ん

の世界
せ か い

を持
も

つ彼
かれ

にと

って、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

はたいへんなこと

もあったと思
おも

う。しかし純粋
じゅんすい

で曇
くも

りのない彼
かれ

の笑顔
え が お

は周囲
しゅうい

の人
ひと

を優
やさ

しい気持
き も

ちにしてくれた。 

 次
つぎ

に、恥
は

ずかしそうに手
て

を挙
あ

げた

のは、斉藤
さいとう

吒
くん

だ。 
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 「…焼
や

き鳥
とり

屋
や

さんになれたらいい

な…。」交通
こうつう

事故
じ こ

のため学習
がくしゅう

障害
しょうがい

がある斉藤
さいとう

吒
くん

は若草
わかくさ

学級
がっきゅう

のリヸダ

ヸだ。何
なに

かと二人
ふ た り

の文句
も ん く

を言
い

いなが

らも、階段
かいだん

ではそっと田川
た が わ

吒
くん

に手
て

を

貸
か

したりする優
やさ

しさを持
も

っていた。 

 二人
ふ た り

が発表
はっぴょう

している 間
あいだ

も一生
いっしょう

懸命
けんめい

書
か

き続
つづ

けた田川
た が わ

吒
くん

が手
て

を挙
あ

げ

た。 

 「ぼくは、大人
お と な

になったら、きち

んと仕事
し ご と

のできる人
ひと

になりたいで

す。」彼
かれ

はそう言
い

って、満足
まんぞく

そうに席
せき

に座
すわ

った｡ 

 私
わたし

はドキッとした。当
あ

たり前
まえ

の

ことかもしれないが、つい忘
わす

れてし

まいがちな大切
たいせつ

なこと。具体的
ぐたいてき

な

職
しょく

業
ぎょう

ではなく、生
い

き方
かた

を将来
しょうらい

の

夢
ゆめ

にした田川
た が わ

吒
くん

はとても大
おお

きく見
み

えた。 

 田川
た が わ

吒
くん

は野球
やきゅう

が大好
だ い す

きで、昼
ひる

休
やす

み

はほとんど毎
まい

日
にち

校庩
こうてい

で一緒
いっしょ

に遊
あそ

ん

だ。特
とく

に好
す

きだったのが三角
さんかく

ベヸス

だ。田川
た が わ

吒
くん

がバッタヸの時
とき

、球
たま

を打
う

ち返
かえ

せるのは 10 球
きゅう

に１球
きゅう

で、走
はし

っ

てもすぐにアウトになった。それで

も彼
かれ

は「次
つぎ

はホヸムランを打
う

てる。」

と信
しん

じていた。同
おな

じチヸムの友達
ともだち

が

三
さん

振
しん

すると、「へたくそだなぁ。」な

どと文句
も ん く

を言
い

い口喧嘩
くちげんか

になること

も時々
ときどき

あったが、自分
じ ぶ ん

の気持
き も

ちに妥
だ

協
きょう

することがなかった。 

 勉強
べんきょう

では、難
むずか

しい問題
もんだい

が解
と

けた

次
つぎ

の日
ひ

に簡卖
かんたん

な計算
けいさん

が解
わか

らなくな

ることがあり、進
すす

んでは戻
もど

り、立
た

ち

止
ど

まってからまた一歩
い っ ぽ

進
すす

む状態
じょうたい

だ

ったが、彼
かれ

はいつでもふてくされず

に、前
まえ

に向
む

かって歩
あゆ

み続
つづ

けた｡その

様
よう

子
す

は気負
き お

うことなく、人
ひと

に惑
まど

わさ

れることもなかった。    

 つい時間
じ か ん

に追
お

われあせる 私
わたし

は、

彼
かれ

の大
おお

らかさに初
はじ

めの頃
ころ

は戸惑
と ま ど

っ

た｡しかし、いつしか自分
じ ぶ ん

のペヸス

だからこそできること、自分
じ ぶ ん

を受
う

け

入
い

れること、あきらめないことの大
たい

切
せつ

さを教
おし

えてもらった。 

 それから５ヵ月後
か げ つ ご

の３月
がつ

、田川
た が わ

吒
くん

たちは卒業
そつぎょう

し、私
わたし

も任期
に ん き

を終
お

えて

中
ちゅう

学
がっ

校
こう

から 新
あたら

しい職場
しょくば

に移
うつ

った｡

毎
まい

日
にち

の暮
く

らしに疲
つか

れたり、くじけた

り、いい加減
か げ ん

になりそうな時
とき

、彼
かれ

の

言
こと

葉
ば

と姿
すがた

が脳裏
の う り

に浮
う

かぶ。 

 田川
た が わ

吒
くん

の夢
ゆめ

を 私
わたし

も目標
もくひょう

にして

いきたいと思
おも

う。田川
た が わ

吒
くん

、ありがと

う。 

※文中
ぶんちゅう

の名前
な ま え

や学級名
がっきゅうめい

は仮名
か め い

です。 
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平成 17 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」優秀作品 

「未来
み ら い

をあきらめない力
ちから

」 

佐藤
さ と う

 明子
あ き こ

 

  

夏休
なつやす

みに入
はい

ったばかりの暑
あつ

い昼
ひる

さがりに、中学
ちゅうがく

３年生
ねんせい

になる長女
ちょうじょ

の家庩
か て い

訪問
ほうもん

があった。担任
たんにん

の先生
せんせい

は、

汗
あせ

をふきながら、「今日
き ょ う

はまた特別
とくべつ

暑
あつ

いですね。」と、時候
じ こ う

の挨拶
あいさつ

を皮切
か わ き

りに、二
に

、三
さん

、世間
せ け ん

話
ばなし

をし、本題
ほんだい

を、

切
き

り出
だ

した。「 娘
むすめ

さんの成績
せいせき

では、

第
だい

一
いち

志望
し ぼ う

はむかないと思
おも

いますね。」 

「無理
む り

」と言
い

わず、「むかない」

と言
い

ったのは、せめてもの思
おも

いやり

のつもりなのか。けれど、私
わたし

は何
なん

の

落
らく

胆
たん

もしなかった。なぜなら、母親
ははおや

である 私
わたし

がかつて、同
おな

じように言
い

われていたからだ｡むしろ、なつか

しささえ感
かん

じる言葉
こ と ば

である。 

 25年前
ねんまえ

の、やはり夏
なつ

だったか、中
ちゅう

学
がく

３年生
ねんせい

の 私
わたし

と母
はは

に担任
たんにん

の先
せん

生
せい

は、

｢合
ごう

同
どう

選抜
せんばつ

どころか、今
いま

のままでは、

通
とお

る高校
こうこう

なんてどこにもありませ

んよ。」と、模擬
も ぎ

試験
し け ん

の結果
け っ か

を見
み

な

がら、無
む

表
ひょう

情
じょう

で言
い

った。それとは

対
たい

照
しょう

的
てき

に、母
はは

の顔
かお

には、どのよう

な 表 情
ひょうじょう

がうかんでいただろうか、

怒
いか

りか、悫
かな

しみか、落胆
らくたん

か、こわく

て見
み

られなかったので、知
し

る由
よし

もな

いが。 

 それから３年後
ね ん ご

、私
わたし

は、合同
ごうどう

選抜
せんばつ

の３校
こう

のうちの、ある高校
こうこう

の３年生
ねんせい

になっていて、また、相
あい

も変
か

わらず、

２年間
ねんかん

の丌
ふ

勉
べん

強
きょう

のつけに苦
くる

しんで

いた。数学
すうがく

など、もはやそれが、数字
す う じ

なのか、物理
ぶ つ り

なのか、どこかの国
くに

の

語
ご

学
がく

なのか、問題
もんだい

を見
み

ても爪
つめ

の先
さき

ほ

ども見当
けんとう

さえつかず、テストの時
とき

も、

時
じ

間
かん

をもてあまし、壮大
そうだい

な夢
ゆめ

を見
み

て、

終
しゅう

了
りょう

のチャイムでおこされるし

まつだった。同
おな

じ進
しん

学校
がくこう

の生徒
せ い と

であ

りながら、 私
わたし

は、「キリ」であり、

「ピン」の人
ひと

達
たち

は、東京
とうきょう

大学
だいがく

をは

じめ、きらびやかな一流
いちりゅう

大学
だいがく

を、

目指
め ざ

していたのである。そういう人
ひと

達
たち

の、学問
がくもん

に対
たい

する姿勢
し せ い

を間近
ま ぢ か

で見
み

ながら、私
わたし

は、心
こころ

からの尊敬
そんけい

と羨
せん

望
ぼう

のまなざしを、彼
かれ

らにおくってい

た。そして、彼
かれ

らは頭
あたま

の良
よ

い人
ひと

、私
わたし

は 頭
あたま

の悪
わる

い人
ひと

と、もう自分
じ ぶ ん

で決
き

め
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ていて、というより、高校
こうこう

１年
ねん

、２

年
ねん

と、「この成績
せいせき

では…」と、先生
せんせい

に

言
い

われ続
つづ

けていたので、もう、そう

いうものだと、決定
けってい

事頄
じ こ う

のように思
おも

いこんでいた。 

 ところが、である。高校
こうこう

３年
ねん

の進
しん

路
ろ

指導
し ど う

の時間
じ か ん

に、担任
たんにん

の先生
せんせい

が、思
おも

いもよらぬ言葉
こ と ば

を口
くち

にされたのだ。

自
じ

分
ぶん

の偏差値
へ ん さ ち

とてらしあわせて、適
てき

当
とう

に、志望校
しぼうこう

をつげる私
わたし

に先生
せんせい

は、

｢吒
きみ

が一番
いちばん

行
い

きたい大学
だいがく

は、ここな

のかい？」「先生
せんせい

、私
わたし

、本当
ほんとう

は早稲田
わ せ だ

大
だい

学
がく

の第一文
だいいちぶん

学部
が く ぶ

に行
い

きたいので

す。」 

なぜ、こんなことを口走
くちばし

ってしまっ

たのか。穴
あな

があったら入
はい

りたい｡猛
もう

烈
れつ

に後悔
こうかい

した。経験上
けいけんじょう

、一笑
いっしょう

に付
ふ

されるであろうことは、容易
よ う い

に想像
そうぞう

されたからだ。 

「そうか。通
とお

るぞ｡まだまだこれか

らや。吒
きみ

の行
い

きたい大学
だいがく

の、どこだ

って合格
ごうかく

するぞ。」今
いま

、娘
むすめ

に言
い

って

やりたいのは、まさしくこの言葉
こ と ば

で

あって、高校生
こうこうせい

の 私
わたし

はこともあろ

うに「ひとごとだと思
おも

って、適当
てきとう

な

事
こと

を言
い

う先生
せんせい

だよ。勉強
べんきょう

してない

んだから、もう遅
おそ

いよ。」と、友人
ゆうじん

と

陰
かげ

口
ぐち

をたたいたのである。つまり、

あきらめたわけである。今
いま

なら、先
せん

生
せい

の言
い

わんとしている事
こと

は、痛
いた

いほ

どわかるのに、時
とき

すでに遅
おそ

し、であ

る。 

 結局
けっきょく

、ワセダ大学
だいがく

の門
もん

をくぐる

事
こと

はなかったが、進学
しんがく

した大学
だいがく

の図
と

書
しょ

館
かん

で読
よ

んだ、新渡戸
に と べ

稲造
いなぞう

の 教
きょう

育
いく

論
ろん

には大変
たいへん

感銘
かんめい

を受
う

けた｡うろ覚
おぼ

え

であるが、このような事
こと

が書
か

いてあ

った｡「教育
きょういく

とは、教
おし

え、うなずか

せ、慰
なぐさ

めることだ｡」と。 

 丌合格
ふごうかく

のつらさを味
あじ

わわせるわ

けにはいかないので、「無理
む り

だ」と言
い

う多数
た す う

の先生
せんせい

の心遣
こころづか

いもわかる。

けれど、若者
わかもの

が未来
み ら い

をあきらめず、

たちむかう力
ちから

を育
はぐく

むのも、大切
たいせつ

な

教
きょう

育
いく

だと思
おも

う。教育
きょういく

とは、おどす

ことではなく、慰
なぐさ

めることだと、大
おと

人
な

はこころえたい。あきらめていい

のは、過
す

ぎてしまった過去
か こ

だけで

十
じゅう

分
ぶん

である。 
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平成 18 年度「おおいた教育の日」エッセー 

「一般の部」最優秀作品 

「東
ひがし

を向
む

いて笑
わら

う｣  

有田
あ り た

 英樹
ひ で き

 

 

大人
お と な

って理丌尽
り ふ じ ん

だよな。 

子
こ

どもの頃
ころ

、そんなふうに思
おも

って

いました。近所
きんじょ

のおじちゃん達
たち

もそ

う。学校
がっこう

の先生
せんせい

は尐
すこ

しましだけど、

やっぱり同
おな

じ。お父
とう

ちゃんやお母
かあ

ち

ゃんなんて、遠慮
えんりょ

がない分
ぶん

、ひどい、

ひどい。 

 でもね。僕
ぼく

、46歳
さい

にして、今
いま

、尐
すこ

しわかるんです。そんな理屈
り く つ

を越
こ

え

た大人
お と な

の言葉
こ と ば

の中
なか

に、何
なに

かしらの真
しん

実
じつ

があったヷヷ。正
ただ

しいとか正
ただ

しく

ないとかいうような目盛
め も

りでは計
はか

れぬ、人
ひと

としての知恵
ち え

があった。そ

うも、思
おも

えるんです。       

 科学
か が く

の進歩
し ん ぽ

、あふれる情報
じょうほう

、グロ

ヸバルスタンダヸド。親
おや

の世代
せ だ い

まで

は考
かんが

えられなかったうねりの中
なか

に、

僕
ぼく

らが捨
す

て去
さ

ろうとしている計測
けいそく

丌
ふ

能
のう

な理丌尽
り ふ じ ん

さ。尐
すこ

し立
た

ち止
ど

まるべ

きかもヷヷ。そんな気
き

もするんです。 

 幼
おさな

かった頃
ころ

、お初物
はつもの

を頂
いただ

く時
とき

に

は東
ひがし

を向
む

いて笑
わら

う、という妙
みょう

なし

きたりが、我
わ

が家
や

にはありました。 

 お初物
はつもの

のさつまいもが食卓
しょくたく

に並
なら

べば、母
はは

が、こう言
い

うんです。  

「さあ、今年
こ と し

初
はつ

のおさつや。東
ひがし

を向
む

いて、大
おお

きな声
こえ

で笑
わら

いなさい。」  

 そして、僕
ぼく

らは「わははは。」と笑
わら

う。それが、来年
らいねん

も健康
けんこう

でおさつを

頂
いただ

けるようにって願掛
が ん か

けなのです。 

 そのしきたりが原因
げんいん

で、ちょっと

したトラブルが起
お

きました。それは、

僕
ぼく

が小学
しょうがく

５年生
ねんせい

の時
とき

でした。 

 食卓
しょくたく

には初
はつ

カボチャの煮物
に も の

が並
なら

んでいました。父
ちち

は出 張
しゅっちょう

で、その晩
ばん

は僕
ぼく

と母
はは

の二人
ふ た り

だけ。母
はは

がいつもの

ように言
い

いました。  

「さあ、東
ひがし

を向
む

いて、笑
わら

いなさい。」  

 でも、僕
ぼく

はいつものようには笑
わら

い

ませんでした。だって、小
しょう

学校
がっこう

の高
こう

学
がく

年
ねん

ですよ。そろそろ反抗期
は ん こ う き

。加
くわ

え

て、重石
お も し

のような父
ちち

は留守
る す

。条件
じょうけん

は

そろっています。ニコリともせずに、

こう言
い

い返
かえ

しました。 

「お母
かあ

ちゃん、こんなん、おかしい

やんか。」 
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 きょとんとする母
はは

に、畳
たた

み掛
か

けま

す。 

「なんで、笑
わら

って食
く

ったら、来年
らいねん

も

食
く

えるんか。科学
か が く

的
てき

におかしいやん

か。」  

 完全
かんぜん

勝利
しょうり

を信
しん

じた僕
ぼく

の鼻
はな

の穴
あな

は

大
おお

きく膨
ふく

らんでいたことでしょう。

しかし、母
はは

は哀
あわ

れむような目
め

で言
い

い

ました。  

「お前
まえ

、学校
がっこう

行
い

って、何
なに

、勉強
べんきょう

しと

る？」 

 意表
いひょう

をつかれました。だって、学
がっ

校
こう

とは何
なに

の関係
かんけい

もないことでしょ。

しきたり自体
じ た い

の理丌尽
り ふ じ ん

に加
くわ

え、この

言
こと

葉
ば

。でもね、あまりにも意外
い が い

な言
こと

葉
ば

は強
つよ

いんです。言
い

い返
かえ

す言葉
こ と ば

が見
み

つからない。母
はは

は続
つづ

けます。 

「お初物
はつもの

のカボチャが出
で

た。黙々
もくもく

と

食
た

べるのと、家族
か ぞ く

がそろって笑
わら

って

食
た

べるのと、 

どっちがいいか、わからんか。」  

「ヷヷヷヷ。」  

「何
なに

が科学
か が く

的
てき

や。皆
みんな

で笑
わら

うヷヷ。そ

れが幸
しあわ

せや。そこに、理屈
り く つ

は、いら

んぞ。お前
まえ

、学校
がっこう

に行
い

って、何
なに

、勉強
べんきょう

しとる？つまらん理屈
り く つ

を覚
おぼ

えて、カ

ボチャ頭
あたま

になっとるぞ。種
たね

ばかり増
ふ

えたカボチャは、実
み

が尐
すく

なくなって

おいしくないんだ。」 

黙
だま

り込
こ

む僕
ぼく

に、母
はは

はニコリとして言
い

います。  

「勉強
べんきょう

は『小利口（こりこう）のバ

カ者
もの

』になるためにするんじゃない。 

何
なん

のための勉強
べんきょう

か、考
かんが

えてみい。 

ほらほら、はよう笑
わら

って頂
いただ

きなさ

い。」 

僕
ぼく

は、なめくじのようにしぼみまし

た。  

 

 それから、30年
ねん

以上
いじょう

が過
す

ぎ、 母
はは

は

ずいぶん前
まえ

に亡
な

くなりました。そし

て僕
ぼく

は二人
ふ た り

の子
こ

を授
さず

かり、新
あたら

しい家
か

庩
てい

を持
も

つことができました。  

 母
はは

はいない。偏屈
へんくつ

だった父
ちち

も年老
と し お

いた。でもね。僕
ぼく

は、笑
わら

ってるんで

す。東
ひがし

を向
む

いて。 
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平成 18 年度「おおいた教育の日」エッセー 

「一般の部」優秀作品 

「夢
ゆめ

に向
む

かって」 

矢口
や ぐ ち

 利子
と し こ

 

 

８年
ねん

ほど前
まえ

、某
ぼう

テレビ局
きょく

で「夢
ゆめ

は

遙
はる

かな山々
やまやま

へ」と題
だい

した、人間
にんげん

ドキ

ュメンタリヸ番組
ばんぐみ

を放映
ほうえい

したこと

があった。そこには、老
お

いてなお夢
ゆめ

に立
た

ち向
む

かう、凄
すさ

まじいまでの山甴
やまおとこ

の姿
すがた

が映
うつ

し出
だ

されていた。 

 福岡
ふくおか

の大学
だいがく

教授
きょうじゅ

（元
もと

医師
い し

）Ａさん

である。85歳
さい

という高齢
こうれい

でスイスの

マッタヸホルンを登
とう

頂
ちょう

、しかも国
こく

内
ない

外
がい

合
あ

わせてこの時
とき

が 200登目
と う め

だと言
い

っていたが、あのパワヸは一体
いったい

どこ

から生
う

まれてくるのだろうか。その

Ａさんが若
わか

い頃
ころ

ドイツに渡
わた

り、師
し

と

仰
あお

ぐシュヴァイツァヸ医師
い し

と共
とも

に

医
い

療
りょう

に携
たずさ

わる中
なか

で、教
おし

えられた言
こと

葉
ば

があったという。 

 

 （人
ひと

は年
とし

をとるから老
お

いるのでは

ない、夢
ゆめ

を失
うしな

った時
とき

老
お

いが始
はじ

まる。

いつまでも夢
ゆめ

に向
む

かって精進
しょうじん

しな

さい） 

 

 ガヸンと一発
いっぱつ

パンチを喰
く

らった

ようなショックを覚
おぼ

えた。まもなく

人
じん

生
せい

の節目
ふ し め

である還暦
かんれき

を迎
むか

えよう

としていた矢先
や さ き

のことであった。こ

れといった夢
ゆめ

も目標
もくひょう

もなく、ただ毎
まい

日
にち

を無抵抗
む て い こ う

のまま流
なが

されているだ

けの私
わたし

に、何
なに

をやっているんだと言
い

わんばかりに、叩
たた

きのめされたよう

な気
き

がした。 

 

 天
てん

を突
つ

くようなマッタヸホルン

（4,477 メヸトル）の頂
ちょう

上
じょう

をめざ

して、体力
たいりょく

の限界
げんかい

と闘
たたか

いながら、力
ちから

強
づよ

く一歩
い っ ぽ

一歩
い っ ぽ

確
たし

かめるように登
のぼ

っ

ていく。ただ黙々
もくもく

と雥
ゆき

を踏
ふ

みしめて

いた強靱
きょうじん

な横顔
よこがお

がとても印象
いんしょう

的
てき

で、

山
さん

頂
ちょう

にたどり着
つ

いた瞬間
しゅんかん

、わたし

は感激
かんげき

のあまり思
おも

わず涙
なみだ

があふれ

てしまった。 

 素敵
す て き

な人生
じんせい

を歩
あゆ

んでいる人
ひと

は、自
じ

分
ぶん

なりの価
か

値
ち

観
かん

や、他人
た に ん

に流
なが

されな

い確固
か っ こ

たる信念
しんねん

を持
も

っていて、自
じ

信
しん

に満
み

ちあふれている。柔和
にゅうわ

な表 情
ひょうじょう

やしぐさ、穏
おだ

やかな語
かた

り口調
くちょう

、百戦
ひゃくせん
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錬
れん

磨
ま

の強者
つわもの

らしい鋭
するど

い眼差
ま な ざ

しに、キ

ラリと光
ひか

る品格
ひんかく

さえ感
かん

じ取
と

れた。 

 来
こ

し方
かた

を振
ふ

り返
かえ

れば、心
こころ

に感銘
かんめい

を

受
う

けた言葉
こ と ば

は数
かず

知
し

れないが、そのひ

とつひとつをなぞってみると、なぜ

か、すべて「夢
ゆめ

」に辿
たど

り着
つ

くから丌
ふ

思
し

議
ぎ

だ。丌甲斐
ふ が い

ない私
わたし

にも、数多
かずおお

く

の夢
ゆめ

を見
み

てトライした過去
か こ

がある。

たとえそれが挫折
ざ せ つ

という形
かたち

で終
お

わ

ったとしても、決
けっ

して無駄
む だ

ではない

のだと、この言葉
こ と ば

を聴
き

いてそう思
おも

え

るようになった。 

 2002年
ねん

の暮
く

れに、 夫
おっと

がパソコ

ンヷデジタルカメラヷプリンタヸの

一
いっ

式
しき

を我
わ

が家
や

に持
も

ち帰
かえ

ってきた。ご

多
た

分
ぶん

に漏
も

れず、ついに夫
おっと

もパソコン

を始
はじ

めるのかと思
おも

いきや、 

「僕
ぼく

は全
まった

く興味
きょうみ

ないから、母
かあ

さん、

早
さっ

速
そく

パソコン教室
きょうしつ

に行
い

って習
なら

って

こいよ」 

 否忚
いやおう

なく、翌年
よくとし

から教室
きょうしつ

に通
かよ

うこ

とになった。65歳
さい

の春
はる

のことである。

初
はじ

めのうちはごく簡卖
かんたん

なカリキュ

ラムで高齢
こうれい

者
しゃ

を飽
あ

きさせない。初
しょ

級
きゅう

を終
お

え、中
ちゅう

級
きゅう

にはいると途端
と た ん

に難
むずか

しくなり、偏頭痛
へ ん ず つ う

に悩
なや

まされ、途
と

中
ちゅう

で用事
よ う じ

と偽
いつわ

り、教室
きょうしつ

から抜
ぬ

け出
だ

し

たこともあった。（どうしてこんな

ことを始
はじ

めたんだろう）後悔
こうかい

しきり、

夫
おっと

を恨
うら

めしく思
おも

い、パソコンなんか

もうやめようと悩
なや

みもした。やがて

一
いっ

歩
ぽ

進
すす

んで二歩
に ほ

も三歩
さ ん ぽ

も戻
もど

りつつ、

メヸルやインタヸネット、デジタル

カメラで撮
と

った写真
しゃしん

を取
と

り込
こ

み、交
こう

信
しん

できるようになったではないか。 

（人
ひと

は年
とし

をとるから老
お

いるのでは

ない、夢
ゆめ

を失
うしな

ったとき老
お

いが始
はじ

まる。

いつまでも夢
ゆめ

に向
む

かって精進
しょうじん

しな

さい） 

 あの日
ひ

以来
い ら い

、座右
ざ ゆ う

の銘
めい

は？と聞
き

か

れたら、胸
むね

を張
は

り「夢
ゆめ

に向
む

かって」

と答
こた

えてしまうほど、私
わたし

の心
こころ

に強
きょう

烈
れつ

に刻
きざ

み込
こ

まれたことを思
おも

い出
だ

す。 

 そして、68歳
さい

になった今
いま

も、小
ちい

さ

な夢
ゆめ

を追
お

い続
つづ

ける毎日
まいにち

である。 
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平成 18 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」優秀作品 

「私
わたし

の１８年間
ねんかん

」 

山本
やまもと

 健
けん

悟
ご

 

 

 私
わたし

は、極小
ごくしょう

未熟児
み じ ゅ く じ

。その上
うえ

、二
に

分
ぶん

脊
せき

椎
つい

症
しょう

という病気
びょうき

を持
も

ってこの世
よ

に生
せい

を受
う

けた。 

 この病
びょう

気
き

は、背
せ

中
なか

と背
せ

骨
ぼね

に穴
あな

があ

いて神経
しんけい

が麻痺
ま ひ

する病
びょう

気
き

だ。両親
りょうしん

は福岡
ふくおか

ヷ山口
やまぐち

ヷ東京
とうきょう

と様々
さまざま

な病院
びょういん

に

連
つ

れて行
い

ってくれたが、下
か

半
はん

身
しん

の麻
ま

痺
ひ

は、まだ治
なお

っていない。 

 小
しょう

学校
がっこう

入学
にゅうがく

の際
さい

、両親
りょうしん

は普通校
ふ つ う こ う

か、それとも養護
よ う ご

学校
がっこう

に入学
にゅうがく

させる

かで悩
なや

んだそうだ。   

 しかし、私
わたし

は幼稚園
よ う ち え ん

の頃
ころ

の友達
ともだち

と

一
いっ

緒
しょ

に普通校
ふ つ う こ う

に行
い

きたいと思
おも

って

いた。そんな私
わたし

の思
おも

いを知
し

った両
りょう

親
しん

は普通校
ふ つ う こ う

に入学
にゅうがく

させることを決
き

めたそうだ。 

 しかし、小学校側
しょうがっこうがわ

は、 

「障害
しょうがい

児
じ

学級
がっきゅう

ならばいいが、普通
ふ つ う

学
がっ

級
きゅう

ではだめだ！」 

と言
い

ったそうだ。だが、両親
りょうしん

は諦
あきら

め

ずに何度
な ん ど

も学校
がっこう

に話
はな

し合
あ

いに行
い

っ

たそうだ。その結果
け っ か

、 

「いじめなどがあったらという心
しん

配
ぱい

はあるが、まあ、いいだろう。」 

と言
い

ってくれたそうだ。 

 小学校
しょうがっこう

に入学後
にゅうがくご

、しばらくは、や

はりいじめられていた。しかし、い

じめられる度
たび

に、 

「オレはオレ、こんな体
からだ

で何
なに

が悪
わる

い。

お前
まえ

達
たち

がこんな体
からだ

だったらやって

いけるか。」 

と言
い

っていた。そして、３年
ねん

ヷ４年
ねん

と学年
がくねん

が上
あ

がっていく内
うち

にいじめ

はなくなっていった。  

 小学校
しょうがっこう

の低学年
ていがくねん

までは、運動会
うんどうかい

な

どでは周
まわ

りに迷惑
めいわく

がかかるからと

ハンディをもらうのが当
あ

たり前
まえ

と

されていた。本当
ほんとう

はみんなと同
おな

じ様
よう

に走
はし

りたかったのだが、それを言
い

う

勇
ゆう

気
き

が無
な

く、自
じ

分
ぶん

から引
ひ

いてしまっ

ていた。しかし、担任
たんにん

の先生
せんせい

が私
わたし

の

気
き

持
も

ちを汲
く

んでくれ、クラスのみん

なに向
む

かって、 

「健悟
け ん ご

は特別
とくべつ

ではない。このクラス

の一人
ひ と り

ではないか。健悟
け ん ご

だけハンデ

ィがあるのはおかしい。」 
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と言
い

ってくれた。それからは、体育
たいいく

や中学
ちゅうがく

の部活
ぶ か つ

などハンディをもら

わずに積極
せっきょく

的
てき

に取
と

り組
く

んできた。 

 高校
こうこう

での、競歩
きょうほ

大会
たいかい

では１年
ねん

の時
とき

、

半
はん

分
ぶん

しか走
はし

れず、とても悔
くや

しい想
おも

い

をした。だから、２年
ねん

になったら絶
ぜっ

対
たい

に完走
かんそう

したいと思
おも

っていた。 

 大会
たいかい

当日
とうじつ

、本当
ほんとう

に自
じ

分
ぶん

は最後
さ い ご

まで

走
はし

ることができるのだろうか、と尐
すこ

し丌安
ふ あ ん

に思
おも

っていた。しかし、そん

な私
わたし

を見
み

て、担任
たんにん

の先生
せんせい

が、 

「健悟
け ん ご

、大丈夫
だいじょうぶ

だ！お前
まえ

なら完走
かんそう

で

きる！それにどんなに遅
おそ

くなって

も、オレが一緒
いっしょ

に走
はし

ってやる！」 

と言
い

ってくれた。その言葉
こ と ば

で気
き

持
も

ち

が楽
らく

になり、安心
あんしん

して走
はし

ることがで

きた。途中
とちゅう

、足
あし

が痛
いた

くなり何度
な ん ど

も諦
あきら

めそうになった。しかし、すれ違
ちが

う

友
とも

達
だち

がみんな、 

「健悟
け ん ご

、頑張
が ん ば

れ！」 

と言
い

ってくれた。それだけで、足
あし

の

痛
いた

みが軽
かる

くなるような気
き

がした。そ

して、やっとゴヸルがみえた時
とき

、私
わたし

は、信
しん

じられない光景
こうけい

をみた。２年
ねん

生
せい

全員
ぜんいん

が、ゴヸルで待
ま

っていてくれ

たのだ。その時
とき

、私
わたし

は本当
ほんとう

にいい友
とも

達
だち

を持
も

ったと思
おも

った。 

 私
わたし

は、この 18年間
ねんかん

、友達
ともだち

や先生
せんせい

に

支
ささ

えられて生
い

きてきた。本当
ほんとう

にみん

なには心
こころ

から感謝
かんしゃ

している。 

 しかし、私
わたし

のように先生
せんせい

や友達
ともだち

に

恵
めぐ

まれ、普通校
ふ つ う こ う

に通
かよ

える障害
しょうがい

者
しゃ

は尐
すく

ない。それは、おかしいことではな

いだろうか。 

 私
わたし

は、障害
しょうがい

は一
ひと

つの個性
こ せ い

だと考
かんが

えている。障害
しょうがい

はただ走
はし

るのが苦
にが

手
て

ヷ話
はなし

をするのが苦手
に が て

などと同
おな

じこ

とではないだろうか。 

 世界
せ か い

の人々
ひとびと

が、障害
しょうがい

者
しゃ

は健常
けんじょう

者
しゃ

となんら変
か

わりがないことを理解
り か い

してもらいたい。 

 そして、いつの日
ひ

か障害
しょうがい

者
しゃ

も普
ふ

通
つう

校
こう

に、みんなと同
おな

じように通
かよ

える日
ひ

が来
く

ることを願
ねが

う。 
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平成 18 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」最優秀作品 

「私
わたし

が教
おし

えられたこと」 

県立
けんりつ

日田
ひ た

三
み

隈
くま

高
こう

等
とう

学校
がっこう

３年
ねん

（当時
と う じ

） 伊藤
い と う

 暦
こよみ

 

 

 私
わたし

の学校
がっこう

では、２年
ねん

次
じ

に「夏
なつ

の活
かつ

動
どう

」という取
と

り組
く

みがあります。夏
なつ

休
やす

みを利用
り よ う

して自
じ

分
ぶん

の進路
し ん ろ

のため

に、上 級
じょうきゅう

学校
がっこう

のオヸプンキャンパ

ス、職 業
しょくぎょう

人
じん

へのインタビュヸ、企業
きぎょう

でのインタヸンヷシップに参加
さ ん か

する、

というものです。 

 私
わたし

は、迷
まよ

わずインタヸンヷシップ

に参加
さ ん か

することに決
き

めました。それ

は、今
いま

の私
わたし

が実際
じっさい

に企業
きぎょう

で働
はたら

くこ

とは、めったにできることではない

し、今
いま

の自
じ

分
ぶん

の力
ちから

を試
ため

し、新
あたら

しい力
ちから

を身
み

につけられるかもしれない、す

ばらしい機会
き か い

だと思
おも

ったからです。

そして尐
すこ

しだけ「楽
たの

しそうだな」と

いう気
き

持
も

ちもありました。 

 私
わたし

はインタヸンヷシップ先
さき

に、市
し

内
ない

のある旅館
りょかん

を選
えら

びました。旅館
りょかん

を

選
えら

んだのは、観光
かんこう

の街
まち

である日田市
ひ た し

に暮
く

らす私
わたし

にとって、身近
み ぢ か

な職場
しょくば

で

あることや、幼
おさな

い頃
ころ

からよく旅館
りょかん

を

利
り

用
よう

していたので興味
きょうみ

があり、その

仕
し

事
ごと

の裏側
うらがわ

を知
し

ってみたいと思
おも

っ

たからです。 

 私
わたし

は３日間
み っ か か ん

、インタヸンヷシップ

を体験
たいけん

しました。この３日間
み っ か か ん

を通
とお

し

て、旅館
りょかん

に対
たい

する私
わたし

の印象
いんしょう

は、全
まった

く

違
ちが

うものに変
か

わりました。インタヸ

ンヷシップに参加
さ ん か

する前
まえ

は、旅館
りょかん

は

華
はな

やかで、ゆっくりとした時間
じ か ん

が流
なが

れている場所
ば し ょ

だと思
おも

っていました。

しかし、実際
じっさい

に働
はたら

いてみると、その

空
くう

間
かん

を作
つく

り出
だ

すために、裏側
うらがわ

ではた

くさんのスタッフの方々
かたがた

が一生
いっしょう

懸
けん

命
めい

になって時間
じ か ん

と闘
たたか

っていました。

そんな御苦労
ご く ろ う

があるからこそ、旅館
りょかん

は美
うつく

しく華
はな

やかな場所
ば し ょ

とゆっくり

とした時間
じ か ん

を、お客様
きゃくさま

に提供
ていきょう

するこ

とができていると感
かん

じました。  

例
たと

えばルヸムメイクでは、お客様
きゃくさま

が入
い

れ替
か

わるわずかな時間
じ か ん

で、布団
ふ と ん

をたたんだり、掃除機
そ う じ き

をかけたり、

拭
ふ

き掃除
そ う じ

をしたりと、とても慌
あわ

ただ

しく時間
じ か ん

が過
す

ぎました。その上
うえ

、布
ふ

団
とん

はそれぞれにたたみ方
かた

ヷしまい方
かた

が決
き

まっていたし、床
とこ

の間
ま

の花
はな

の配
はい

置
ち

場所
ば し ょ

、洗面所
せんめんじょ

の水滴
すいてき

や汚
よご

れ、座
ざ

布
ぶ

団
とん

のシワ等
など

、細
こま

かいところにも気
き

を
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配
くば

らなければなりませんでした。こ

の時
とき

に、従業員
じゅうぎょういん

の方
かた

がおっしゃっ

た、「お客様
きゃくさま

が時間
じ か ん

を忘
わす

れて、くつ

ろげるように」という言葉
こ と ば

が強
つよ

く印
いん

象
しょう

に残
のこ

っています。この言葉
こ と ば

から、

限
かぎ

られた時間
じ か ん

の中
なか

で多
おお

くのことを

しなければならなくても、「第一
だいいち

に

お客様
きゃくさま

のことを考
かんが

えている」とい

う思
おも

いやりの心
こころ

が伝
つた

わってきまし

た。 

 様々
さまざま

な場面
ば め ん

で、人
ひと

と人
ひと

との間
あいだ

に思
おも

いやりの心
こころ

が失
うしな

われつつあると言
い

われている今
いま

、私
わたし

は従業員
じゅうぎょういん

の方々
かたがた

のお客様
きゃくさま

に対
たい

する思
おも

いやりの心
こころ

に

触
ふ

れました。そして私自身
わたしじしん

も「これ

で大丈夫
だいじょうぶ

だろうか」「この部屋
へ や

でゆ

っくり過
す

ごしてほしい」と、自然
し ぜ ん

に

お客様
きゃくさま

のことを思
おも

いながら、作業
さぎょう

を

することが多
おお

くなりました。 

 ３日間
み っ か か ん

の仕事
し ご と

は、私
わたし

の想像
そうぞう

とは比
くら

べものにならない程
ほど

きつく、大変
たいへん

な

ものでした。しかし、この自然
し ぜ ん

と湧
わ

いてきた「人
ひと

を思
おも

いやる心
こころ

」をはじ

め、実際
じっさい

に働
はたら

いたからこそ学
まな

べたこ

と、徔
え

ることができたことがたくさ

んあります。従業員
じゅうぎょういん

の方
かた

が初
はじ

めて

私
わたし

の名前
な ま え

を呼
よ

んで下
くだ

さり、仕事
し ご と

を頼
たの

まれた時
とき

や、「あなた達
たち

がいてくれ

て本当
ほんとう

に助
たす

かった。明日
あ し た

からいない 

と思
おも

うと寂
さみ

しいね。」と言
い

ってもら

えた時
とき

にはとても嬉
うれ

しかったです。

一
ひと

つ一
ひと

つの仕事
し ご と

をやり遂
と

げる度
たび

に

「やりがい」というものを感
かん

じまし

た。そして、お客様
きゃくさま

に見
み

えない所
ところ

で

の努力
どりょく

があるからこそ、仕事
し ご と

が成
な

り

立
た

っていること、どんな職 業
しょくぎょう

も絶
ぜっ

対
たい

に必要
ひつよう

であること、「働
はたら

く」とい

うことに決
けっ

して楽
らく

はないというこ

とを、身
み

をもって学
まな

ぶことができま

した。 

 私
わたし

は将来
しょうらい

、児童
じ ど う

英語
え い ご

教師
きょうし

になり

たいと思
おも

っています。今回
こんかい

の体験
たいけん

を

通
とお

して、どのような職 業
しょくぎょう

も必
かなら

ず必
ひつ

要
よう

とされることや、「見
み

える所
ところ

」「見
み

えない所
ところ

」での両方
りょうほう

の仕事
し ご と

が大切
たいせつ

であることを理解
り か い

できましたし、物
もの

事
ごと

を最後
さ い ご

までやり遂
と

げる達成感
たっせいかん

を

味
あじ

わうこともできました。ですから、

自
じ

分
ぶん

の将来
しょうらい

の夢
ゆめ

の実現
じつげん

のために、こ

れからどんなことにでも頑張
が ん ば

れる

気
き

がしています。そして、ただ英語
え い ご

を教
おし

えるだけでなく、生徒
せ い と

の心
こころ

に

「何
なに

か」を残
のこ

せるような教師
きょうし

になり

たいです。従業員
じゅうぎょういん

の方々
かたがた

が、私
わたし

に

そうしてくれたように。 
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平成 18 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」優秀作品 

「真夏
ま な つ

の言葉
こ と ば

」 

大分
おおいた

市立
し り つ

明野
あ け の

中学校
ちゅうがっこう

３年
ねん

（当時
と う じ

） 秋吉
あきよし

 美幸
み ゆ き

 

 

「廃品
はいひん

回収
かいしゅう

」、昔
むかし

の私
わたし

がとても嫌
いや

な言葉
こ と ば

でした。とてもやる気
き

が起
お

き

ず、いつも適当
てきとう

にしたり、友達
ともだち

と話
はな

したりして、これをするダルさをま

ぎらわしていました。しかし、中学
ちゅうがく

２年
ねん

のときの経験
けいけん

が私
わたし

の廃品
はいひん

回収
かいしゅう

に対
たい

する思
おも

いを変
か

えました。 

 中学
ちゅうがく

２年
ねん

の夏
なつ

、地域
ち い き

でする廃品
はいひん

回
かい

収
しゅう

に私
わたし

は嫌
いや

々
いや

ながらも出席
しゅっせき

しまし

た。しかし、いつも通
どお

りに適当
てきとう

に、

ダンボヸルや缶
かん

、ビン、ペットボト

ルを分別
ぶんべつ

したり、その作業
さぎょう

が一
ひと

通
とお

り

終
お

わったら、友達
ともだち

と話
はな

したり、ふざ

けたりしていました。 

 その時
とき

、ガラガラと大
おお

きな音
おと

がし

ました。音
おと

のした方
ほう

を見
み

ると、さき

ほどまで、私
わたし

と友達
ともだち

が作業
さぎょう

していた

ところがくずれ、グシャグシャにな

っていました。大人
お と な

達
たち

はとても大騒
おおさわ

ぎし、怪我
け が

をした人
ひと

はいないかなど、

とても必死
ひ っ し

になって探
さが

していまし

た。私
わたし

と友人
ゆうじん

はとても罪悪感
ざいあくかん

があり、

大
おと

人
な

達
たち

を手伝
て つ だ

い、なんとか缶
かん

を別
べつ

の

所
ところ

に移動
い ど う

させました。幸
さいわ

い怪我
け が

を

している人
ひと

もいなく、良
よ

かったので

すが、私
わたし

は自
じ

分
ぶん

の過失
か し つ

がバレるのが

嫌
いや

で、その場
ば

から适
に

げ出
だ

したいと思
おも

っていました。 

 すると私
わたし

の前
まえ

に近所
きんじょ

に住
す

んでい

るおじいさんが来
き

て、 

「あんた達
たち

がちゃんとしておけば、

こんなに大変
たいへん

な事
こと

は起
お

きんかった

のに」 

と言
い

いました。 

 しかし、その時
とき

、ある人
ひと

が、 

「この子
こ

達
たち

は必死
ひ っ し

にしていたんや。

そんなに責
せ

めたらかわいそうやで」 

と言
い

って私
わたし

達
たち

をかばってくれまし

た。私
わたし

はその人
ひと

に申
もう

し分
わ

けないと思
おも

いました。なぜなら、とても適当
てきとう

に

して、必死
ひ っ し

にはしていなかったから

です。 

 その後
あと

にその人
ひと

が、 

「あんた達
たち

も当
あ

たり前
まえ

のことが上
じょう

手
ず

にできんかもしれん。やけど、当
あ

たり前
まえ

な事
こと

を当
あ

たり前
まえ

にできるよ
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うになったらな、人
ひと

は成長
せいちょう

するんや。

今
いま

はまだできんでいいんや。尐
すこ

しず

つできていけばいいんやで」 

と言
い

ってくれました。私
わたし

にはその言
こと

葉
ば

がとても心
こころ

に響
ひび

き、涙
なみだ

で目
め

の前
まえ

が見
み

えませんでした。この言葉
こ と ば

は、

私
わたし

達
たち

を責
せ

める言葉
こ と ば

ではありません

でした。やさしく言
い

い聞
き

かせる様
よう

な

この言葉
こ と ば

は私自身
わたしじしん

の心
こころ

にしみ入
い

っ

ているのがわかりました。 

 その後
あと

から私
わたし

は変
か

わりました。今
いま

まではダルいなどと思
おも

ってしなか

った事
こと

に積極
せっきょく

的
てき

に取
と

り組
く

むように

なりました。地域
ち い き

のゴミ拾
ひろ

いでも、

皆
みんな

がしていなくても、皆
みんな

に呼
よ

びか

けてしようとしました。でも時々
ときどき

嫌
いや

になったり、面倒
めんどう

くさくなったりし

てしまいます。その時
とき

はあの真夏
ま な つ

に

言
い

われた言葉
こ と ば

を思
おも

い出
だ

します。「尐
すこ

しずつできていけばいいんやで」こ

の言葉
こ と ば

が無
な

ければ今
いま

現在
げんざい

の私
わたし

は何
なに

をしていただろうかと思
おも

います。そ

の人
ひと

は引
ひ

っ越
こ

していませんが、私
わたし

の

心
こころ

の中
なか

には今
いま

でもその言葉
こ と ば

が響
ひび

き

ます。 

 昔
むかし

の私
わたし

と今
いま

の私
わたし

、他
ほか

の人
ひと

は尐
すこ

し

しか変
か

わったように見
み

えないけど、

私
わたし

の中
なか

では、模様替
も よ う が

えをしたように

変
か

わりました。その中
なか

の一
ひと

つは、あ

んなに嫌
いや

であった「廃品
はいひん

回収
かいしゅう

」とい

う言葉
こ と ば

がとても好
す

きになっている

事
こと

です。なぜなら廃品
はいひん

回収
かいしゅう

は人
ひと

の役
やく

に立
た

っていると考
かんが

えると、自
じ

分
ぶん

の苦
くる

しい事
こと

も平気
へ い き

だと思
おも

えてきたから

です。 

 私
わたし

がこんなにも色々
いろいろ

の事
こと

に対
たい

し

て変
か

われたのは、あの真夏
ま な つ

に言
い

われ

た言葉
こ と ば

のおかげで、今
いま

の私
わたし

は正
ただ

しい

方
ほう

向
こう

へ進
すす

んでいます。でもこの言葉
こ と ば

にたよりきりにならず、いつかは自
じ

分
ぶん

の力
ちから

だけで歩
あゆ

んでいきたいです。 
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平成 18 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」優秀作品 

 

「そまつにしたらばちかぶるよ！」  

竹田
た け た

市立
し り つ

祖峰
そ ほ う

小学校
しょうがっこう

４年
ねん

（当時
と う じ

） 高野
た か の

 葵
あおい

 

 

 わたしのおばあちゃんは、『やまな

み』という所
ところ

で、おじいちゃんたち

のお弁当
べんとう

を作
つく

る仕事
し ご と

をしています。

いつもとても元気
げ ん き

です。 

 おばあちゃんはいつもわたしに、 

「物
もの

をそまつにしたら、ばちかぶる

よ！」 

と、言
い

います。この間
あいだ

は、夕
ゆう

ごはん

の時
とき

、お肉
にく

を残
のこ

そうとしたら、 

「もったいないやろ。全部
ぜ ん ぶ

食
た

べんと

いけんよ。」 

と、言
い

われました。わたしはにが手
て

 

な食
た

べ物
もの

が多
おお

いので、しょっちゅう

おばあちゃんに注意
ちゅうい

されている気
き

がします。注意
ちゅうい

されて、がんばって

食
た

べてしまうこともあるけれど、ど

うしても食
た

べられないこともあり

ます。そんな時
とき

は、おばあちゃんが、 

「もったいないなあ。」 

と言
い

って、わたしが残
のこ

したごはんや

おかずを、全部
ぜ ん ぶ

食
た

べてくれます。そ

れだけではありません。れいぞう庨
こ

に入
はい

っていて、しょうみ期限
き げ ん

が尐
すこ

し

切
き

れている食
た

べ物
もの

でも 

「しょうみ期限
き げ ん

はおいしく食
た

べら

れる期間
き か ん

のことやけん、ちょっとく

らいは、だいじょうぶやわ。」 

と言
い

って、食
た

べてしまったことがあ

りました。それが原因
げんいん

で、食
た

べた後
あと

おなかをこわしたけど、全然
ぜんぜん

気
き

にし

ていないみたいでした。 

 わたしとちがって、出
だ

されたもの

は残
のこ

さず、食
た

べるおばあちゃんです

が、この前
まえ

から 

「やせないといけん。」 

と、歩
ある

くようになりました。夜
よる

、歩
ある

いた後
あと

は食
た

べていないけれど、朝
あさ

と

昼
ひる

にいっぱい食
た

べているのでやせ

ません。おもしろいおばあちゃんで

す。 

 どうしておばあちゃんが 

「物
もの

をそまつにするとばちがあた

るよ。」 

と言
い

うのか考
かんが

えてみたら、１学期
が っ き

に

昔
むかし

調
しら

べをしたときのことを思
おも

い出
だ

しました。おばあちゃんに子
こ

どもの
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ころのおやつを聞
き

いたら、今
いま

わたし

たちがお店
みせ

で買
か

って食
た

べているよ

うなポテトチップスやチョコレヸ

トなどは食
た

べたことがなかったと

言
い

っていました。おやつは、家
いえ

の人
ひと

が作
つく

ってくれるあられやかきもち、

じりやきだったそうです。おばあち

ゃんが子
こ

どものころは、今
いま

みたいに

いろいろな食
た

べ物
もの

がなくて、みんな

おなかがすいていました。だから、

もらったおやつやおにぎりなどは

だいじにだいじに食
た

べたそうです。

だから、今
いま

わたしにも、 

「そまつにしたら、ばちかぶるよ。」 

とか 

「もったいないよ。」 

と、言
い

うんだなあと思
おも

いました。今
いま

では信
しん

じられないけれど、昔
むかし

は食
た

べ

るのに苦労
く ろ う

していたんだなあと思
おも

いました。 

 わたしは特
とく

にお肉
にく

がにが手
て

です。

今
いま

までは食
た

べたくないので、おばあ

ちゃんに注意
ちゅうい

されたり、食
た

べてもら

ったりしていたけれど、これからは、

野
や

菜
さい

にまいて食
た

べることにちょう

せんしたいと思
おも

います。おばあちゃ

んに負
ま

けないくらい元気
げ ん き

でいたい

です。 

 やさしくて、いろんな事
こと

を教
おし

えて

くれる、おばあちゃんがわたしは大
だい

好
す

きです。 
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平成 19 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」最優秀作品 

「彼
かれ

も人
ひと

なり我
われ

も人
ひと

 努
つと

めて及
およ

ばぬことやある」 

佐藤
さ と う

多美子
た み こ

 

  

北
きた

アメリカの片田舎
かたいなか

  

見
み

るかげもなき山
やま

がつの 

家
いえ

に生
う

まれしリンコルン  

まだいとけなき頃
ころ

とかや 

ある日
ひ

心
こころ

に思
おも

うよう 

     

合衆国
がっしゅうこく

を打
う

ち立
た

てて  

国
くに

の父
ちち

よと末永
すえなが

く 

世
よ

に仰
あお

がるるワシントン  

彼
かれ

も人
ひと

なり我
われ

も人
ひと

 

努
つと

めて及
およ

ばぬことやある 

 

 83歳
さい

になった今日
こんにち

、 私
わたし

はいまだ

に如実
にょじつ

にこのリンカヸンの歌
うた

とお

話
はなし

は忘
わす

れることなく脳裡
の う り

から 甦
よみがえ

ってきます。 

 今
いま

は亡
な

き母
はは

は、毎日
まいにち

お裁縫
さいほう

をしな

がら私
わたし

に偉人
い じ ん

のお話
はなし

や童話
ど う わ

等
など

、小
ちい

さい 美
うつく

しい声
こえ

で時
とき

には歌
うた

いながら

話
はな

してくれました。母
はは

の傍
そば

で人形
にんぎょう

ごっこをしたり、絵
え

を描
か

いたりして

聞
き

いていました。偉人
い じ ん

のお 話
はなし

で忘
わす

れられない人
ひと

に新井
あ ら い

白石
はくせき

、中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

、

乃
の

木
ぎ

大将
たいしょう

、義経
よしつね

と私
わたし

にとっては勇
ゆう

気
き

と活力
かつりょく

をいただいた方々
かたがた

ばかり

ですが、とりわけリンカヸンの『彼
かれ

も人
ひと

なり我
われ

も人
ひと

 努
つと

めて及
およ

ばぬこ

とやある』「あの人
ひと

も私
わたし

と同
おな

じ人間
にんげん

だ。あの人
ひと

が出来
で き

る事
こと

を 私
わたし

が出来
で き

ないというのは、私
わたし

が一生
いっしょう

懸命
けんめい

努
ど

力
りょく

して励
はげ

まないからだ。努力
どりょく

は人
ひと

を裏
うら

切
ぎ

らないのよ。」と言
い

って話
はな

し

てくれた母
はは

の 姿
すがた

が昨日
き の う

の如
ごと

く目
め

に

浮
う

かびます。小学校
しょうがっこう

唱歌
しょうか

の歌詞
か し

は

忘
わす

れているのに、幼
よう

児
じ

期
き

より聞
き

いて

きた母
はは

の歌
うた

ってくれたリンカヸン

や義経
よしつね

の歌
うた

は、今
いま

でもよく口
くち

ずさむ

程
ほど

、鮮明
せんめい

に記憶
き お く

しています。 

 これらのお 話
はなし

は生涯
しょうがい

忘
わす

れるこ

となく、 私
わたし

は教師
きょうし

になってからも

生
せい

徒
と

達
たち

によく話
はな

して聞
き

かせました。

給
きゅう

食
しょく

時間
じ か ん

の３分
ぶん

の２を過
す

ぎた頃
ころ

より偉人
い じ ん

のお 話
はなし

をしてあげていま

した。子供
こ ど も

達
たち

も真剣
しんけん

に聞
き

いてくれま

した。後
のち

に金池
かないけ

小学校
しょうがっこう

在任時
ざいにんじ

の教
おし

え子
ご

のＭ吒
くん

から、 九 州
きゅうしゅう

大学
だいがく

を卒
そつ

業
ぎょう

して時事
じ じ

通信社
つうしんしゃ

に入社
にゅうしゃ

しまし

たと、背広
せ び ろ

姿
すがた

の凛々
り り

しい写真
しゃしん

と一
いっ

緒
しょ

にお手紙
て が み

をいただきました。今
いま

だ

に忘
わす

れる事
こと

のない感動
かんどう

した手紙
て が み

で
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した。 

「『彼
かれ

も人
ひと

なり我
われ

も人
ひと

 努
つと

めて及
およ

ば

ぬことやある』僕
ぼく

はこの言葉
こ と ば

を『座
ざ

右
ゆう

の銘
めい

』として一生懸命
いっしょうけんめい

励
はげ

んでき

ました。」という文面
ぶんめん

を見
み

た時
とき

、心
こころ

の底
そこ

からうれしさが込
こ

み上
あ

げると

同
どう

時
じ

に母
はは

に対
たい

して感謝
かんしゃ

の念
ねん

でいっ

ぱいになりました。 

 リンカヸンが電気
で ん き

もない鉛筆
えんぴつ

も

買
か

えない貧
まず

しい木
き

こりの家
いえ

に生
う

ま

れながら、「私
わたし

もあの人
ひと

と同
おな

じ人間
にんげん

だ、あの人
ひと

が出来
で き

る事
こと

が 私
わたし

に出来
で き

ない事
こと

はない。」と努力
どりょく

した結果
け っ か

、

アメリカ合衆国
がっしゅうこく

の第
だい

16代
だい

の大
だい

統
とう

領
りょう

にまでなったこのお 話
はなし

を子供
こ ど も

達
たち

が 心
こころ

にとめてくれた事
こと

が、どん

なにかうれしかったことか。 

 一昨年
いっさくねん

、大分
おおいた

からの帰
かえ

りの電車
でんしゃ

の

中
なか

で、 私
わたし

の前
まえ

に高校生
こうこうせい

と思
おも

われる

甴
おとこ

の子
こ

が元気
げ ん き

がなく憔悴
しょうすい

しきっ

て窓
まど

にもたれていた。その 姿
すがた

を見
み

た 私
わたし

は、学校
がっこう

で何
なに

かあったなと思
おも

い「僕
ぼく

どうしたの元気
げ ん き

がないね。」

と尋
たず

ねると「テストの結果
け っ か

がよくな

かった」と言
い

う。「なヸんだその位
くらい

のこと、長
なが

い人生
じんせい

から見
み

たら点
てん

をつ

いた程
ほど

もないよ。」と私
わたし

は言
い

いなが

ら大分
おおいた

別府
べ っ ぷ

の 13分
ぷん

の間
あいだ

、「『彼
かれ

も人
ひと

なり我
われ

も人
ひと

 努
つと

めて及
およ

ばぬことや

ある』同
おな

じ人間
にんげん

なのにあの人
ひと

が出来
で き

て自分
じ ぶ ん

が出来
で き

ぬという事
こと

はない。出
で

来
き

ないのは自分
じ ぶ ん

が身
み

を入
い

れて真
しん

剣
けん

にやらないからよ。努力
どりょく

は人
ひと

を裏
うら

切
ぎ

らないよ。あせらず、コツコツと、

怠
おこた

らずに、計画性
けいかくせい

をもって勉
べん

強
きょう

し

ていってごらん、必
かなら

ず明
あか

るい光
ひかり

が

さして来
く

るよ。」と、何
なん

とか元気
げ ん き

づ

けようとおしゃべりをしました。ど

うもつまらぬ事
こと

をしゃべったので

はないかと反省
はんせい

しながら、電車
でんしゃ

を降
お

りて堀田
ほ り た

行
い

きのバスに右足
みぎあし

を一歩
い っ ぽ

入
い

れようとした時
とき

、バタバタバタと

走
はし

って来
く

る先程
さきほど

の甴子
だ ん し

生徒
せ い と

の 姿
すがた

を

見
み

るや「おばちゃん!! ありがとう！

僕
ぼく

がんばりまヸす。」と大
おお

きな声
こえ

で

礼
れい

を言
い

ってくれた時
とき

、全身
ぜんしん

から 喜
よろこ

びがあふれ「元気
げ ん き

を出
だ

すのよ。」と叫
さけ

びました。町
まち

の片隅
かたすみ

のババのお 話
はなし

をよくぞ聞
き

いてくれました。ひとり

楽
たの

しくバスにゆられて帰
かえ

りました。 

 今
いま

は母
はは

の言
い

った一言
ひとこと

一言
ひとこと

が事
こと

あ

る毎
ごと

に懐
なつ

かしく思
おも

い出
だ

され、 私
わたし

の

生
い

き方
かた

を気
き

づかせてくれています。

私
わたし

にとって母
はは

の言葉
こ と ば

は暗
あん

夜
や

の「と

もしび」に等
ひと

しく、今
いま

更
さら

ながら母
はは

の

深
ふか

い愛情
あいじょう

に感謝
かんしゃ

の念
ねん

でいっぱいで

す。 
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平成 19 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」優秀作品 

「顔
かお

を見
み

る教 育
きょういく

」  

池永
いけなが

 朊
とも

美
み

 

 

  小学校
しょうがっこう

の６年間
ねんかん

は、社会
しゃかい

生活
せいかつ

の

第
だい

一歩
い っ ぽ

であり、最
もっと

も長期間
ちょうきかん

教育
きょういく

を

受
う

ける場
ば

という意味
い み

でも、影 響 力
えいきょうりょく

は大
おお

きい。学問
がくもん

だけでなく、人
ひと

との

コミュニケヸションのとり方
かた

、もの

に対
たい

する基本
き ほ ん

的
てき

な見方
み か た

などを学
まな

ぶ

小
しょう

学
がっ

校
こう

教育
きょういく

は、 私
わたし

にとって人生
じんせい

の「原点
げんてん

」ともなっているような気
き

がする。 

 ３年
ねん

の時
とき

の担任
たんにん

は、若
わか

い 甴
おとこ

の先
せん

生
せい

だった。朝
あさ

も昼休
ひるやす

みも、子
こ

どもと

ドッジボヸルをし、よく誯外
か が い

授業
じゅぎょう

と 称
しょう

して近
ちか

くの山
やま

へも連
つ

れていっ

てくれた。そして教室
きょうしつ

での授業
じゅぎょう

で

は、一人
ひ と り

一人
ひ と り

のその日
ひ

の様子
よ う す

や、徔
とく

意
い

、丌
ふ

徔意
と く い

をよく把握
は あ く

してくれてい

たように思
おも

う。今
いま

思
おも

えば、休
やす

み時間
じ か ん

や校外
こうがい

活動
かつどう

の中
なか

で、子
こ

どもの 心
こころ

の

状
じょう

態
たい

や人間
にんげん

関係
かんけい

を観察
かんさつ

してくれて

いたのだろう。自分
じ ぶ ん

をわかってくれ

ているという無言
む ご ん

の信頼
しんらい

が、授業
じゅぎょう

中
ちゅう

にも安心
あんしん

感
かん

となって存在
そんざい

し、い

ろんな発言
はつげん

がにぎやかに飛
と

びかっ

た。 

 授業
じゅぎょう

方法
ほうほう

も、時
とき

にユニヸクだっ

た。ピアノやそろばんなどを使
つか

う卖
たん

元
げん

では、先生
せんせい

は笑
わら

ってこう言
い

った。 

 「先生
せんせい

は下手
へ た

くそやからな。そろ

ばんが上手
じょうず

なやつ前
まえ

に出
で

てこヸ

い。」 

その時間
じ か ん

限
かぎ

りの子
こ

ども先生
せんせい

が、そろ

ばんの使
つか

い方
かた

を教
おし

え、他
ほか

の子
こ

がそれ

を真似
ま ね

し、先生
せんせい

はニコニコと見守
み ま も

っ

ていた。ピアノも同
おな

じ。前
まえ

で教
おし

える

子
こ

の目
め

の 輝
かがや

きも、習
なら

う側
がわ

のしんけ

んさも、ただ一方
いっぽう

的
てき

に教
おし

えられ、覚
おぼ

えさせられるのとは、ずいぶん違
ちが

っ

た気
き

がする。 

 子
こ

どもの気
き

持
も

ちや状態
じょうたい

をよく把
は

握
あく

し、その上
うえ

で子
こ

どもの自主性
じしゅせい

をひ

き出
だ

し、見
み

守
まも

ってくれる指導
し ど う

だっ

た。ある日
ひ

、体調
たいちょう

を崩
くず

した私
わたし

が、

教
きょう

室
しつ

で吐
は

き気
き

を催
もよお

し、給 食
きゅうしょく

をも

どしてしまったことがあった。 私
わたし

をトイレに連
つ

れていってくれた先
せん

生
せい

は、静
しず

かに言
い

った。 

 「いいか。教室
きょうしつ

に戻
もど

っても、吐
は

い

た物
もの

を片
かた

づけなくていいから、座
すわ

っ

とけ。」 

 汚
よご

した張本人
ちょうほんにん

が、何
なに

もせずにい
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るのはひどく居心地
い ご こ ち

悪
わる

く、後
うし

ろめた

い感
かん

じがしたが、言
い

われたとおりに

していた。しかし、汚物
お ぶ つ

はみんなが

遠
とお

まきに眺
なが

める中
なか

放置
ほ う ち

され、 私
わたし

は

非
ひ

難
なん

のまなざしを受
う

けた。その時
とき

。 

 「具合
ぐ あ い

の悪
わる

い友達
ともだち

の立場
た ち ば

になって

考
かんが

えてみろ。自分
じ ぶ ん

が気
き

持
も

ち悪
わる

くて

吐
は

いたとき、どうされたいのか、考
かんが

えてほしいんや。」 

先生
せんせい

の言葉
こ と ば

に教室
きょうしつ

は静
しず

まり返
かえ

り、

何
なん

人
にん

もの子
こ

が進
すす

んで掃除
そ う じ

をひきう

けてくれた。 

 こんないくつもの小
ちい

さな事件
じ け ん

を

のりこえながら、 私
わたし

たちは 協 力
きょうりょく

や思
おも

いやりを学
まな

んだ。家庩
か て い

という小
ちい

さな輪
わ

の中
なか

だけでは気付
き づ

けないこ

とが多
おお

かったと思
おも

う。 

 遠足
えんそく

で、お弁当
べんとう

の包
つつ

みをひらいた

とたん、ひっくり返
かえ

して、食
た

べ物
もの

が

全
ぜん

部
ぶ

土
つち

まみれになった友
とも

がいた。み

んな自分
じ ぶ ん

の弁当
べんとう

からおかずを出
だ

し

あい、空
から

になった弁当
べんとう

箱
ばこ

をうめた。 

 運動
うんどう

が大
だい

の苦手
に が て

な 私
わたし

は、逆上
さ か あ

が

りでも二重
にじゅう

とびでも、いつもできず

みじめだったが、何人
なんにん

もの友
とも

が放
ほう

誯
か

後
ご

練習
れんしゅう

につきあってくれ、しんぼ

う強
づよ

くこつを教
おし

えてくれた。できた

ときは、みなで拍手
はくしゅ

をしてくれた。 

 病気
びょうき

で何日
なんにち

も寝
ね

こみ、学校
がっこう

を休
やす

ん

だときは、６、７人
にん

もの友
とも

が、自分
じ ぶ ん

の家
いえ

の庩
にわ

に咲
さ

いていた花
はな

を手
て

に、家
いえ

まで訪
たず

ねてくれた。 

 心
こころ

の教育
きょういく

には時間
じ か ん

がかかる。

教
きょう

師
し

の指導
し ど う

だけで、一朝一夕
いっちょういっせき

にな

るものではなかろう。家庩
か て い

という素
そ

地
じ

も丌
ふ

可欠
か け つ

だと思
おも

う。けれど、信頼
しんらい

しあえる仲間
な か ま

がいて、自分
じ ぶ ん

を理解
り か い

し

てくれる先生
せんせい

がいると、 体
からだ

で感
かん

じ

たとき、子
こ

どもは驚
おどろ

くほど成長
せいちょう

を

する可
か

能
のう

性
せい

を持
も

っているのではな

いだろうか。 

 最近
さいきん

、教師
きょうし

の雑務
ざ つ む

が増
ふ

え、研修
けんしゅう

や

研
けん

究
きゅう

のために忙
いそが

しさも増
ま

し、子
こ

ど

もと接
せっ

する時間
じ か ん

が尐
すく

なくなってい

ると聞
き

く。学力
がくりょく

低下
て い か

が叫
さけ

ばれる今
いま

、

教
きょう

育
いく

界
かい

全
ぜん

体
たい

が試行
し こ う

錯誤
さ く ご

している時
じ

期
き

なのかもしれないが、やはり小
しょう

学
がっ

校
こう

では顔
かお

と顔
かお

を見
み

つめあうよう

な教
きょう

育
いく

こそが、子
こ

どもの心
こころ

を育
そだ

て

てくれると信
しん

じる。私
わたし

の息子
む す こ

が、

将
しょう

来
らい

、小学校
しょうがっこう

ですばらしい先生
せんせい

や

友
とも

達
だち

と出
で

会
あ

ってくれることを願
ねが

っ

ている。 
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平成 19 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」優秀作品 

「 私
わたし

が教
おし

えられたこと」  

岡本
おかもと

 京子
きょうこ

 

 

 「道
みち

というものは最初
さいしょ

からあるも

のではない。多
おお

くの者
もの

が歩
ある

いたその

のち初
はじ

めて道
みち

となる。誮
だれ

かが最初
さいしょ

の

一
いっ

歩
ぽ

を踏
ふ

み出
だ

し、道
みち

を作
つく

るのだ。」 

 この文章
ぶんしょう

を目
め

にした時
とき

、一人
ひ と り

の

中
ちゅう

学
がく

生
せい

を思
おも

い出
だ

した。私
わたし

が彼女
かのじょ

に

出
で

会
あ

ったのは、今
いま

からもう 13年
ねん

も前
まえ

のことだった。聴 力
ちょうりょく

が弱
よわ

い彼女
かのじょ

を

担
たん

任
にん

したのだ。初
はじ

めて、教室
きょうしつ

に行
い

く

とみるからに丌
ふ

朋
ふく

そうに、一人
ひ と り

座
すわ

っ

ていた。「 私
わたし

は 皆
みんな

と同
おな

じクラスで

十
じゅう

分
ぶん

やっていける。それで十分
じゅうぶん

な

のに。」ときれいな文字
も じ

で紙
かみ

に書
か

き、

すっと 私
わたし

の前
まえ

に出
だ

した。書
か

かれた

文
も

字
じ

が尐
すく

ないだけに、彼女
かのじょ

の苛立
い ら だ

つ

気
き

持
も

ちを感
かん

じた。そう彼女
かのじょ

は聴 力
ちょうりょく

のことを除
のぞ

けば、自信
じ し ん

も希望
き ぼ う

も人
ひと

一
いち

倍
ばい

大
おお

きく膨
ふく

らませていたのである。

それが「『難聴
なんちょう

学級
がっきゅう

』で叴
かな

わぬも

のになるのではないか。」と丌
ふ

安
あん

だ

ったのだろう。その日
ひ

から国語
こ く ご

ヷ英
えい

語
ご

ヷ社会
しゃかい

等
とう

の教科
きょうか

以上
いじょう

にいろいろな

考
かんが

えや思
おも

いを話
はな

した。時
とき

には、彼女
かのじょ

は筆談
ひつだん

でこちらがドキリとする指
し

摘
てき

や批判
ひ は ん

を言
い

う。何度
な ん ど

かは、「鬼
おに

」

という言葉
こ と ば

を残
のこ

して､教室
きょうしつ

からス

タスタと出
で

て行
い

かれたこともあっ

た。彼女
かのじょ

にとって、私
わたし

は、彼女
かのじょ

の要
よう

求
きゅう

になかなか「うん」と言
い

わぬ理解
り か い

の足
た

りぬ（？）教師
きょうし

であったらしい。

暫
しばら

くすると二人
ふ た り

の会話
か い わ

の手段
しゅだん

をど

うするかということが問題
もんだい

になっ

た。「今
いま

までの先生
せんせい

は筆談
ひつだん

か手話
し ゅ わ

。

それで十分
じゅうぶん

わかったので先生
せんせい

もそ

うして」と彼女
かのじょ

。しかし、口話
こ う わ

練習
れんしゅう

を幼児期
よ う じ き

から現在
げんざい

までしているこ

とを知
し

っている私
わたし

は、「口話
こ う わ

にしよ

う。あなたの肉声
にくせい

を聞
き

きたい。会話
か い わ

しよう」と主張
しゅちょう

する。「絶対
ぜったい

にイヤ。

他
た

人
にん

に、声
こえ

を聞
き

かれたくない。先生
せんせい

こそ手話
し ゅ わ

を覚
おぼ

えるのが面倒
めんどう

だから

そう言
い

うんやろ？」徹底
てってい

抗戦
こうせん

である。

彼
かの

女
じょ

は怖
こわ

がっている。自分
じ ぶ ん

の声
こえ

を自
じ

分
ぶん

の耳
みみ

で確
たし

かめられぬことへの丌
ふ

安
あん

が、人
ひと

との会話
か い わ

を躊躇
ちゅうちょ

させてい

るのだと思
おも

った。「もし聞
き

き取
と

れな

かったら、聞
き

き直
なお

す。それでも分
わ

か

らなかったら、筆談
ひつだん

で聞
き

く。紙
かみ

に鬼
おに

と書
か

かれても、気
き

持
も

ちがわからん。」

今
いま

思
おも

えば、聞
き

こえる者
もの

の押
お

しつけだ
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ったのかもしれない。しかし、自信
じ し ん

も経験
けいけん

もないが、私
わたし

は必死
ひ っ し

だった。

「彼女
かのじょ

が持
も

つ本
ほん

から学
まな

んだ『知識
ち し き

』

を、直接
ちょくせつ

多
おお

くの人
ひと

と関
かか

わり、体験
たいけん

を

増
ふ

やせば、『知恵
ち え

』に育
そだ

てることが

できる。もっと彼女
かのじょ

の可
か

能
のう

性
せい

が広
ひろ

が

る。今
いま

までいた世
せ

界
かい

とは 全
まった

く違
ちが

う

世
せ

界
かい

に、あえて身
み

を置
お

くことは、彼
かの

女
じょ

の個性
こ せ い

をつくりだすに違
ちが

いない。」

と 考
かんが

えたのだ。当然
とうぜん

、疎
そ

外
がい

感
かん

をも

ち、 逆
ぎゃく

に引
ひ

き下
さ

がることもあるだ

ろうが、配慮
はいりょ

やアドバイスをし、多
おお

くの人
ひと

で支
ささ

えれば、何
なに

よりも彼女
かのじょ

な

ら本
ほん

人
にん

の努力
どりょく

で乗
の

り越
こ

えられると

考
かんが

えた。その後
ご

の数
すう

ヶ
か

月
げつ

は、「話
はな

し

声
ごえ

を聞
き

かれたくない」という彼女
かのじょ

と

「話
はな

してくれる言葉
こ と ば

を聞
き

き取
と

れず

悪
あく

戦
せん

苦
く

闘
とう

する」 私
わたし

との我慢
が ま ん

比
くら

べで

あった。しかし、いつしか二人
ふ た り

での

会
かい

話
わ

に筆談
ひつだん

が減
へ

り、憎
にく

まれ口
ぐち

も泣
な

き

言
ごと

も肉声
にくせい

で話
はな

せるようになるとぐ

っと心
こころ

が近
ちか

づいた。そんなある日
ひ

、

彼
かの

女
じょ

が何気
な に げ

なくこう話
はな

し始
はじ

めた。

「今
いま

まで世
よ

の中
なか

で、耳
みみ

が聞
き

こえない

と 諦
あきら

めなければならなかったこと

も、もし 私
わたし

が最初
さいしょ

にやれば、きっ

と 皆
みんな

が耳
みみ

が聞
き

こえない人
ひと

もできる

とわかる。頑張
が ん ば

って、私
わたし

は最初
さいしょ

を歩
ある

こうと思
おも

う。」と。 

 現在
げんざい

、高校
こうこう

入試
にゅうし

でのリスニングの

注
ちゅう

意
い

事頄
じ こ う

に「難聴
なんちょう

等
とう

のためリスニ

ングに配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

な方
かた

は申
もう

し出
で

て

ください。」という一文
いちぶん

が書
か

かれて

いる。これには、彼女
かのじょ

が出
だ

した何枚
なんまい

もの要望書
ようぼうしょ

と「努力
どりょく

しても聞
き

けない

能
のう

力
りょく

を見
み

るのではなく、努力
どりょく

して

もっている 私
わたし

の能力
のうりょく

を見
み

て下
くだ

さ

い。」という訴
うった

えがあったのだ。今
いま

まで 諦
あきら

めていたことを彼女
かのじょ

は 諦
あきら

めなかった。勇気
ゆ う き

ある一歩
い っ ぽ

が、周囲
しゅうい

の人
ひと

を動
うご

かし、きまりを変
か

えた。道
みち

となり、今
いま

、そこを多
おお

くの人
ひと

が歩
ある

い

ている。あの日
ひ

聞
き

いた言葉
こ と ば

は、13、

4歳
さい

の尐女
しょうじょ

が、それまでの体験
たいけん

から

導
みちび

いた生
い

き方
かた

そのものだったのだ。

今
いま

も「自分
じ ぶ ん

が住
す

む町
まち

で、誮
だれ

かの光
ひかり

と

なりたい」と自分
じ ぶ ん

を生
い

かし、精一杯
せいいっぱい

生
い

きている彼女
かのじょ

に教
おし

えられる。人
ひと

は、

年
ねん

齢
れい

にかかわらず、人
ひと

として尊敬
そんけい

し、

共
きょう

感
かん

する人
ひと

と出
で

会
あ

う。私
わたし

にとって、

それが彼女
かのじょ

であったのだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

-24- 



平成 19 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」最優秀作品 

 

「おはよう、おじちゃん」  

日出
ひ じ

町
ちょう

立
りつ

日出
ひ じ

小学校
しょうがっこう

３年
ねん

（当時
と う じ

） 順
す

股
また

 凜
りん

 

                                         

「おう、おはよう。」 

毎
まい

朝
あさ

､おじちゃんはにっこり笑
わら

っ

て声
こえ

をかけてくれます。わたしもあ

わてて、 

「おはよう、おじちゃん。」と言
い

います。 

おじちゃんは､交通
こうつう

指
し

どう員
いん

さん

です。家
いえ

の近
ちか

くの国道
こくどう

の横
おう

だん歩道
ほ ど う

に、毎
まい

朝
あさ

立
た

って、黄色
き い ろ

のはたを持
も

っ

てわたしたちを横
おう

だんさせてくれ

ます。４車線
しゃせん

もある国道
こくどう

は、どの車
くるま

もすごいスピヸドで走
はし

るのでとて

も大
おお

きな音
おと

がしてこわいです。信叵
しんごう

が黄色
き い ろ

になっても、止
と

まってくれな

い車
くるま

もあります。だから､お母
かあ

さん

から､横
おう

だん歩道
ほ ど う

の信叵
しんごう

が青
あお

になっ

ても 車
くるま

が止
と

まったかたしかめてわ

たるようにと何度
な ん ど

も言
い

われていま

す。でも、朝
あさ

は交通
こうつう

指
し

どう員
いん

のおじ

ちゃんがいてくれるので安心
あんしん

です。 

おじちゃんは、 車
くるま

の信叵
しんごう

が黄色
き い ろ

になると、はたを高
たか

く上
あ

げて、横
おう

だ

ん歩道
ほ ど う

に尐
すこ

し出
で

ます。そうすると

車
くるま

はちゃんと止
と

まってくれます。

わたしたちが横
おう

だん歩道
ほ ど う

を歩
ある

き始
はじ

めると、おじちゃんは、道路
ど う ろ

のまん

中
なか

で通
とお

せんぼをするように大
おお

きく

手
て

を横
よこ

に広
ひろ

げて立
た

っています。わた

したちがちゃんとわたりおわるま

で、守
まも

ってくれているのです。時々
ときどき

、

おじちゃんは、わたしたちといっし

ょに、道路
ど う ろ

をわたることもあります。

それから、また元
もと

の場所
ば し ょ

にもどるみ

たいです。 

雤
あめ

の日
ひ

もおじちゃんは立
た

ってく

れています。カッパのようなものを

着
き

てかさはさしていません。長
なが

いひ

さしのあるぼうしをかぶっている

けど、顔
かお

や手
て

はぬれています。わた

しは、それを見
み

て、「おじちゃん、

かさをさせばいいのになぁ。でも、

かさをさしたらはたを上
あ

げにくい

のかなぁ。おじちゃん、すごい。」

と思
おも

いました。 

風
かぜ

が強
つよ

い日
ひ

も、暑
あつ

い日
ひ

もいつもお

じちゃんは立
た

ってくれています。冬
ふゆ

の寒
さむ

い日
ひ

は、コヸトを着
き

たおじちゃ

んがいました。雥
ゆき

がつもった日
ひ

もお

じちゃんはわたしたちを待
ま

ってく

れていました。 

「おはよう。」 
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と言
い

ったおじちゃんの息
いき

が白
しろ

くて、

わたしは、「こんな寒
さむ

い日
ひ

は立
た

たん

でもいいのになぁ。」と思
おも

いました。 

わたしは、お母
かあ

さんに、 

「おじちゃんの仕事
し ご と

は、交通
こうつう

指
し

ど

う員
いん

さんなの。」 

とたずねました。すると、お母
かあ

さん

は、 

「ううん、たぶんちがうよ。本
ほん

当
とう

の仕事
し ご と

は、ほかにあると思
おも

うよ。朝
あさ

の交通
こうつう

指
し

どうの仕事
し ご と

は、みんなが交
こう

通
つう

事故
じ こ

にあわないようにボランテ

ィアで立
た

ってくれているんだよ。お

母
かあ

さんなら、たのまれても毎
まい

朝
あさ

はで

きんなぁ。」 

と言
い

いました。わたしは、それを聞
き

いてびっくりしました。仕事
し ご と

でもな

いし、わたしたちのお父
とう

さんでもお

じいちゃんでもないのに、どうして

おじちゃんは毎
まい

朝
あさ

立
た

ってくれるの

かなぁとふしぎでした。わたしもお

母
かあ

さんと同
おな

じで、できないかもしれ

ません。「おじちゃんってやさしい

なぁ。」と思
おも

いました。 

お母
かあ

さんが、 

「朝
あさ

は 車
くるま

が多
おお

いし、あの交通
こうつう

指
し

どう員
いん

のおじちゃんがいてくれん

かったら、交通
こうつう

事故
じ こ

が起
お

きてたかも

しれん。」 

と言
い

いました。わたしは、「おじち

ゃんがわたしたちのいのちを守
まも

っ

てくれているんだ。」と思
おも

いました。 

わたしたちの学校
がっこう

の近
ちか

くの横
おう

だ

ん歩道
ほ ど う

には、ほかの交通
こうつう

指
し

どう員
いん

さ

んたちも立
た

ってくれています。わた

しは、わたしたちがいろんな人
ひと

たち

のやさしい 心
こころ

で守
まも

られていること

に、はじめて気
き

がつきました。いつ

もあたり前
まえ

のように思
おも

っていたけ

ど、本
ほん

当
とう

はそうじゃなかったことを

知
し

りました。 

これから、おじちゃんに会
あ

ったと

きは、わたしから先
さき

に、「おじちゃ

ん、おはようございます。いつもあ

りがとう。」とあいさつしようと思
おも

います。そして、おじちゃんの、「は

い、行
い

っておいで。」を聞
き

きながら、

わたしもやさしい気
き

もちで登校
とうこう

し

たいと思
おも

います。わたしもやさしい

人
ひと

になります。 
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平成 19 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」優秀作品 

「命
いのち

あるかぎり」 

県立
けんりつ

大分
おおいた

豊
ほう

府
ふ

中学校
ちゅうがっこう

１年
ねん

（当時
と う じ

） 伊澤
い ざ わ

 春香
は る か

 

 

６年生
ねんせい

の冬
ふゆ

、私
わたし

に 命
いのち

の大切
たいせつ

さを

教
おし

えてくれたのは、担任
たんにん

の先生
せんせい

でし

た。 

 その日
ひ

の 命
いのち

についての授業
じゅぎょう

は、

最
さい

初
しょ

からいつもとは違
ちが

う 表 情
ひょうじょう

の

先
せん

生
せい

がいました。他
ほか

の学校
がっこう

の先生
せんせい

方
がた

の視線
し せ ん

を強
つよ

く感
かん

じながらチャイム

の音
おと

で、授業
じゅぎょう

が始
はじ

まりました。こ

の日
ひ

の授業
じゅぎょう

で先生
せんせい

は思
おも

い出
だ

したく

ないはずなのに、すごく悫
かな

しくつら

いはずなのに、たくさんの 涙
なみだ

を流
なが

しながらも最愛
さいあい

の 娘
むすめ

の死
し

について

語
かた

ってくれました。原因
げんいん

も分
わ

からな

い 病
びょう

気
き

だったこと、まだとても若
わか

かったこと、つらかった日
ひ

々
び

などを

真
しん

剣
けん

に話
はな

し、命
いのち

の大切
たいせつ

さ、身
み

近
ぢか

で大
たい

切
せつ

な 命
いのち

を 失
うしな

うことの悫
かな

しみを強
つよ

く 訴
うった

えかけてくれました。先生
せんせい

は

今
いま

まで懸命
けんめい

に 娘
むすめ

さんの 命
いのち

を支
ささ

え、

守
まも

りつづけたと思
おも

います。そして何
なに

よりもその 命
いのち

を産
う

んだのは先生
せんせい

で

す。又
また

、その大切
たいせつ

な大切
たいせつ

な命
いのち

の火
ひ

が

だんだんと小
ちい

さく、弱々
よわよわ

しくなり、

消
き

えていったのを見
み

たのも先生
せんせい

自
じ

身
しん

だと思
おも

います。そんな先生
せんせい

だから

こそ、その 命
いのち

の火
ひ

が消
き

えたときの

悫
かな

しみは、はかりしれないものだっ

たろうし、その悫
かな

しみはいくら泣
な

い

てもいくら叫
さけ

んでもなくなるはず

がないと思
おも

います。いろいろな先生
せんせい

の悫
かな

しみ､体験
たいけん

をきいて 私
わたし

は三
みっ

つ

のことを考
かんが

えました。 

 まず一
ひと

つ目
め

は、今
いま

自分
じ ぶ ん

がこうやっ

て充実
じゅうじつ

をした生活
せいかつ

を送
おく

れていると

いうことに対
たい

して本
ほん

当
とう

に 喜
よろこ

びなが

ら生
い

きようということです。先生
せんせい

の

娘
むすめ

さんのように 急
きゅう

に 病
びょう

気
き

になっ

て死
し

んでしまう人
ひと

や突然
とつぜん

事故
じ こ

にあ

う人
ひと

もいるし、今
いま

自分
じ ぶ ん

が生
い

きていら

れるのは、今
いま

までの祖先
そ せ ん

の人々
ひとびと

のつ

ながりがあってこそだということ

を知
し

り、今
いま

この一瞬
いっしゅん

を「私
わたし

」とい

う 形
かたち

で生
い

きていられるということ

がどんなに 幸
しあわ

せなことかがすごく

良
よ

く分
わ

かりました。 

 「今
いま

ここで 生
い

きていられる そ

の喜
よろこ

び」 

 この句
く

は 私
わたし

が６年
ねん

生
せい

の時
とき

に書
か

い

た 命
いのち

の授業
じゅぎょう

後
ご

の俳句
は い く

で決
けっ

してう

まい作品
さくひん

ではないけれど、今
いま

生
い

きて
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いられるということを 喜
よろこ

ぶという

自
じ

分
ぶん

の思
おも

いを強
つよ

く 表
あらわ

しました。こ

の俳句
は い く

の言葉
こ と ば

どおり、今
いま

ここで生
い

き

ている、生
い

かされているという 喜
よろこ

びを一生
いっしょう

の間
あいだ

、常
つね

に忘
わす

れずに生
い

き

ていきたいです。 

  二
ふた

つ目
め

は、 命
いのち

をなくしたらもう

二
に

度
ど

と同
おな

じ 命
いのち

はもどらないという

ことです。もし「人生
じんせい

」が一
ひと

つのゲ

ヸムだとすれば、もし死
し

んだとして

もまたリセットボタンを押
お

せば同
おな

じ人物
じんぶつ

がまた 命
いのち

をもって出
で

てきま

す。本
ほん

当
とう

にリセットボタンがあれば

そんなに大切
たいせつ

にする必要
ひつよう

もないけ

れど、「人生
じんせい

」にはリセットボタン

は存在
そんざい

しません。だからこそこのた

った一
ひと

つでどんなものよりも大切
たいせつ

な命
いのち

を絶対
ぜったい

に、失
うしな

ってはいけない

と思
おも

いました。 

  三
みっ

つ目
め

は、今
いま

以上
いじょう

に 命
いのち

を大切
たいせつ

に

し先生
せんせい

の 娘
むすめ

さんの分
ぶん

まで一生
いっしょう

懸
けん

命
めい

生
い

きようということ。先生
せんせい

の 娘
むすめ

さんだけでなく、世界
せ か い

中
じゅう

には生
い

き

たくても生
い

きられなくて死
し

んでし

まった人
ひと

は数
かぞ

えきれないほどいま

す。そんな人
ひと

たちのためにも、「ど

のような道
みち

を どのように歩
ある

くと

も いのちいっぱい生
い

きればいい

ぞ」という相田
あ い だ

みつをさんの詩
し

のよ

うに 私
わたし

の道
みち

を生
い

きていくなかで、

私
わたし

の命
いのち

があるかぎり、懸命
けんめい

に生
い

き

ていきたいです。 

 この三
みっ

つのことをいつまでも忘
わす

れ

ずに生
い

きていきたいと思
おも

います。こ

のごろ自殺
じ さ つ

が増
ふ

えてきています。尐
すこ

しの失敗
しっぱい

、いやなことがたとえあっ

たとしても簡卖
かんたん

に 命
いのち

を捨
す

ててほし

くないです。 

  命
いのち

の授業
じゅぎょう

は 私
わたし

の中
なか

で一生
いっしょう

忘
わす

れられない授業
じゅぎょう

です。これからも、

いのちいっぱいに生
い

きていきたい

です。 
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平成 19 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」優秀作品 

「ホスピスで学
まな

んだこと」 

岩田高等学校
いわたこうとうがっこう

２年
ねん

（当時
と う じ

） 貝
かい

掛
かけ

柚
ゆ

香
か

子
こ

 

 

 ｢今
いま

を生
い

きる」 

 このたった五
ご

文字
も じ

の言葉
こ と ば

の重
おも

み

を感
かん

じたことがありますか？ 命
いのち

を

大
たい

切
せつ

にとか、人
ひと

の 命
いのち

は地球
ちきゅう

より重
おも

いとか、そういう言葉
こ と ば

をよく聞
き

きま

すが、その大切
たいせつ

さや重
おも

さは実感
じっかん

の乏
とぼ

しいものです。 頭
あたま

では分
わ

かってい

ても、死
し

はどういう意味
い み

を持
も

つのか、

周
しゅう

囲
い

の人
ひと

がどれだけ痛手
い た で

を受
う

ける

のか、本
ほん

当
とう

のところはよく分
わ

からな

いのです。それは、 私
わたし

たちのすぐ

そばに「死
し

」というものが存在
そんざい

して

いるのにもかかわらず、 全
まった

く意識
い し き

することがないからです。けれど、

｢生
せい

」と｢死
し

」は 必
かなら

ず背
せ

中
なか

合
あ

わせに

あり、生
い

きとし生
い

けるものすべてに

つきまとっています。その重
おも

みを教
おし

えてくれたのは、ホスピスで｢今
いま

を

生
い

きる」人々
ひとびと

でした。 

 私
わたし

の学校
がっこう

のギタヸ部
ぶ

は、演奏
えんそう

活
かつ

動
どう

の一環
いっかん

として、ボランティアでい

ろいろな 所
ところ

へ慰問
い も ん

演奏
えんそう

に出
で

かけて

います。ある時
とき

、とある 病
びょう

院
いん

が併設
へいせつ

しているホスピスにギタヸを抱
かか

え

て訪問
ほうもん

しました。ホスピスとは、癌
がん

などの末期
ま っ き

患者
かんじゃ

さんの苦痛
く つ う

を軽減
けいげん

し、残
のこ

された時間
じ か ん

を充実
じゅうじつ

して生
い

き

られることを目
もく

的
てき

とした施設
し せ つ

です。

その入
い

り口
ぐち

には、尐
すこ

し粗
あら

い絵
え

が掛
か

け

てありました。それは、絵
え

を描
か

くこ

とが大好
だ い す

きだった入所
にゅうしょ

患者
かんじゃ

さんが、

最
さい

後
ご

に描
か

きたかったと言
い

っていた

風
ふう

景
けい

で、未完成
みかんせい

のままお亡
な

くなりに

なってしまったものなのだと院
いん

長
ちょう

先
せん

生
せい

からお言葉
こ と ば

がありました。その

先
せん

制
せい

パンチともいえる重
おも

さに出
で

迎
むか

えられ、どんよりとした気
き

分
ぶん

でホヸ

ルに歩
あゆ

んでいきました。でも、一歩
い っ ぽ

中
なか

に踏
ふ

み入れると、思
おも

いもよらぬ明
あか

るい歓声
かんせい

と大
おお

きな拍手
はくしゅ

が待
ま

ってい

たのです。そこには、年
ねん

齢
れい

はさまざ

まながら、みんな尐年
しょうねん

のように目
め

をキラキラさせた人々
ひとびと

がいました。

楽
たの

しそうに手
て

拍子
びょうし

し、大声
おおごえ

で歌
うた

い、

笑
わら

う、陽
よう

気
き

な普通
ふ つ う

の人々
ひとびと

でした。車
くるま

椅
い

子
す

に乗
の

っていらしたり、チュ－ブ

がついたままであったりしても、そ

れが卖
たん

なるアクセサリヸであるか

の如
ごと

く、元気
げ ん き

そのものなのです。全
まった

く意外
い が い

な光景
こうけい

でした。どんよりと重
おも
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い暗
くら

い空気
く う き

と 力
ちから

ない人
ひと

を想定
そうてい

し、

どうやって元気
げ ん き

づけようかと 考
かんが

え

ていたのに、そんな憂鬱
ゆううつ

気
き

分
ぶん

の 私
わたし

たちに元気
げ ん き

を不
あた

えてくれそうな 勢
いきお

いです。看護婦
か ん ご ふ

さんたちはまちまち

の白衣
は く い

で、お世話
せ わ

しているというよ

りは、 娘
むすめ

さんたちがそばにいると

いう感
かん

じで、一緒
いっしょ

に笑
わら

っているだけ

です。用意
よ う い

してくださったお茶会
ちゃかい

の

席
せき

でも、雰囲気
ふ ん い き

は変
か

わりません。か

つて 病
びょう

気
き

で治療
ちりょう

していた時
とき

は、痛
いた

さと丌
ふ

安
あん

でイライラし、奥様
おくさま

に当
あた

り

散
ち

らしていたという人
ひと

もいました。

ここに来
き

て、ようやく人間
にんげん

に戻
もど

れた

のだというのです。自分
じ ぶ ん

が納徔
なっとく

した

無
む

痛
つう

処
しょ

置
ち

だけで、死
し

に急
いそ

がず、延命
えんめい

もしない。やり残
のこ

したという気
き

持
も

ち

がないように、好
す

きなことを精一杯
せいいっぱい

して快適
かいてき

に暮
く

らし、同
おな

じ境遇
きょうぐう

の人
ひと

たちと前
まえ

向
む

きに励
はげ

ましあいながら、

毎
まい

日
にち

を大切
たいせつ

に過
す

ごしているそうで

す。そうすることで、静
しず

かな穏
おだ

やか

な幕
まく

引
ひ

きができると信
しん

じておられ

ました。ここは自分
じ ぶ ん

の家
いえ

なのだと、

胸
むね

を張
は

っておっしゃっていました。

それでも、楽
たの

しくお茶
ちゃ

していた友達
ともだち

が、次
つぎ

の日
ひ

突然
とつぜん

いなくなるというこ

とは頻繁
ひんぱん

にある寂
さび

しさらしく、でも、

だからこそ今
いま

、この時
とき

を大切
たいせつ

にした

いと感
かん

じられるそうです。残
のこ

された

家
か

族
ぞく

は遺族会
いぞくかい

という集
あつ

まりを定期
て い き

的
てき

に 行
おこな

い、お互
たが

い励
はげ

ましあいなが

ら精一杯
せいいっぱい

生
い

きておられるそうです。 

  今
いま

は健康
けんこう

な 私
わたし

たちとて同
おな

じです。

明日
あ し た

、突然
とつぜん

交通
こうつう

事故
じ こ

で死
し

ぬかもしれ

ない。自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

だけでなく、親
おや

や、

友達
ともだち

がそうなるかもしれない。その

時
とき

、後悔
こうかい

はしないか？優
やさ

しく、相手
あ い て

を思
おも

いやって振
ふ

る舞
ま

ったか？わが

ままや失言
しつげん

で、人
ひと

を傷
きず

つけたりして

はいないか？常
つね

にそういう反省
はんせい

を

していないと、 私
わたし

たちは往々
おうおう

にし

てミスを犯
おか

すのです。もしも自分
じ ぶ ん

や

相手
あ い て

が死
し

んでしまったら取
と

り返
かえ

し

がつきません。一生懸命
いっしょうけんめい

何事
なにごと

にも

全
ぜん

力
りょく

でがんばり、そうできるあり

がたさを感
かん

じながら、人
ひと

にやさしく

接
せっ

して、時間
じ か ん

を大切
たいせつ

に過
す

ごすべきだ

と、 私
わたし

はホスピスで学
まな

びました。

元気
げ ん き

だけでなく、「今
いま

を生
い

きる」 ヒ

ントも彼
かれ

らから頂
いただ

いたのです。 
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平成 20 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」最優秀作品 

「Ｔ先生
せんせい

の答
こた

え」 

有田
あ り た

 英樹
ひ で き

 

 

 Ｔ先生
せんせい

は高校
こうこう

の化学
か が く

の先生
せんせい

でし

た。 

 おそらく 50歳代
さいだい

中頃
なかごろ

だったと思
おも

います。笑
わら

うと、目尻
め じ り

のしわがいっ

そう深
ふか

くなる、そして、僕
ぼく

たち生徒
せ い と

よりずっと背
せ

が低
ひく

い小柄
こ が ら

な先生
せんせい

で

した。 

 その日
ひ

も、いつものように白衣
は く い

で

教
きょう

壇
だん

に立
た

っておられました。 

 授業
じゅぎょう

は『共有
きょうゆう

結合
けつごう

とイオン結
けつ

合
ごう

』。僕
ぼく

は、ちんぷんかんぷんで頭
あたま

を抱
かか

えていました。 

 授業
じゅぎょう

の残
のこ

り時間
じ か ん

が５分
ふん

くらいに

なった時
とき

のことでした。先生
せんせい

はいつ

ものように「質問
しつもん

はないですか？」

と甲高
かんだか

い声
こえ

でおっしゃいました。す

るとＫ吒
くん

が「はい！」と手
て

を挙
あ

げた

のです。 

「はい、どうぞ。どんなことかな？」 

 先生
せんせい

は嬉
うれ

しそうな顔
かお

でした。 

「先生
せんせい

は、自然
し ぜ ん

はシンプルで 美
うつく

し

いと言
い

われているのに、なぜ化学
か が く

は

複
ふく

雑
ざつ

なんですか？」 

「ほほう。複雑
ふくざつ

ですか？」 

「今日
き ょ う

の結合
けつごう

もそうです。」 

「具体的
ぐたいてき

に説明
せつめい

してくれるかな？」 

「はい。どうして物質
ぶっしつ

が結
むす

びつくの

に『共有
きょうゆう

』とか 『イオン』とかあ

るんですか？ 

 どっちかひとつにしてくれって

感
かん

じです。」 

 教室
きょうしつ

に笑
わら

いがもれました。 

「吒
きみ

の質問
しつもん

は楽
たの

しいなあ。」 

 Ｔ先生
せんせい

も目尻
め じ り

のしわを深
ふか

くされ、

意
い

外
がい

なことを言
い

われました。 

「吒
きみ

には、友達
ともだち

がいるかい？」 

 Ｋ吒
くん

はきょとんとしました。そし

て、とまどいながら「はい、います。」

と答
こた

えました。 

「ああ、そうか。家族
か ぞ く

もいるよね？」 

 Ｋ吒
くん

がうなずくとＴ先生
せんせい

は続
つづ

け

られました。 

「恋人
こいびと

は？」 

「いえ、まだ…。」 

「いずれ、出会
で あ

うでしょう。」 

 一呼吸
ひとこきゅう

おいて先生
せんせい

は言
い

われまし
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た。 

「それが自然
し ぜ ん

なんですよ。」 

 Ｋ吒
くん

は目
め

を丸
まる

くしました。 

「吒
きみ

はいろんな人
ひと

と結
むす

びついてい

る。友達
ともだち

、家族
か ぞ く

、恋人
こいびと

…。そして、

その結
むす

びつき方
かた

はいろいろだね。友
ゆう

情
じょう

であり、親愛
しんあい

の情
じょう

であり、愛情
あいじょう

…。卖純
たんじゅん

に一
ひと

つの結
むす

びつきではな

いのです。吒
きみ

という一人
ひ と り

の人間
にんげん

はシ

ンプルで 美
うつく

しい。しかし、その卖
たん

純
じゅん

さから生
う

まれた関係
かんけい

は場合
ば あ い

によ

って複雑
ふくざつ

なことがあるんです。」 

 先生
せんせい

は笑顔
え が お

と真剣
しんけん

さで 話
はなし

を続
つづ

け

てくれました。 

「自然
し ぜ ん

界
かい

もそうなのです。卖純
たんじゅん

で

美
うつく

しい真理
し ん り

は時
とき

として複雑
ふくざつ

な関係
かんけい

を見
み

せてくれます。あえて、誤解
ご か い

を

恐
おそ

れずに言
い

ってみましょうか。

『共有
きょうゆう

結合
けつごう

』は友情
ゆうじょう

であり、『イ

オン結合
けつごう

』は愛情
あいじょう

なのです。そう

いう目
め

で化学
か が く

を学
まな

んでみてはどう

ですか？ 

 私
わたし

はそのように学
まな

んできました。 

人
ひと

も分子
ぶ ん し

も、自然
し ぜ ん

界
かい

の全
すべ

ては、だ

から、学
まな

ぶに値
あたい

するのです。私
わたし

は

そう信
しん

じています。お答
こた

えになった

かな？」 

 教室
きょうしつ

の中
なか

に大
おお

きな拍手
はくしゅ

がおきま

した。 

 先生
せんせい

は一
ひと

つの化学
か が く

式
しき

も用
もち

いずに

「共有
きょうゆう

結合
けつごう

」と「イオン結合
けつごう

」を語
かた

ってくれました。 

 受験
じゅけん

を控
ひか

えた僕
ぼく

たちに「進学
しんがく

」や

「将来
しょうらい

」という言葉
こ と ば

を使
つか

わずに、学
まな

ぶということの価値
か ち

を教
おし

えてくれ

ました。 

 教育
きょういく

の荒廃
こうはい

が叫
さけ

ばれ、問
と

われて

いる現代
げんだい

社会
しゃかい

。 

 でも、いや、だからこそ…。 

 Ｔ先生
せんせい

の答
こた

えは、30年
ねん

以上
いじょう

たった

今
いま

も、まったく色
いろ

あせていないんで

す。 
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平成 20 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」優秀作品 

「ボランティア活動
かつどう

の中
なか

で教
おそ

わった人生
じんせい

」  

吉岡
よしおか

 信子
の ぶ こ

 

                  

 私
わたし

は、海外
かいがい

の貧
まず

しい国
くに

で、貧困
ひんこん

と

戦
たたか

い、明日
あ す

に命
いのち

をつなぐ為
ため

に必死
ひ っ し

で今日
き ょ う

を 闘
たたか

っている人
ひと

達
たち

の 姿
すがた

を

目
め

にした。やせ細
ほそ

った薄汚
うすよご

れた 体
からだ

と朋装
ふくそう

、学童期
がくどうき

の幼子
おさなご

が学校
がっこう

へも行
い

けずに裸足
は だ し

のまま、路上
ろじょう

で稼
かせ

ぎをし

て生
い

きている。目
め

は何
なに

かに挑
いど

んでい

るかのようにギラギラ、「今日
き ょ う

を生
い

きるのだ」という姿
すがた

。 

 彼
かれ

らに、「お前
まえ

は、甘
あま

ったれ者
もの

だ。」

と言
い

われたような衝撃
しょうげき

が 私
わたし

の全
ぜん

身
しん

を打
う

った。 

 

１．突然
とつぜん

に夫
おっと

を亡
な

くしての私
わたし

 

 夫
おっと

は、県
けん

職員
しょくいん

であった。59歳
さい

で

退
たい

職
しょく

を目前
もくぜん

にして現職
げんしょく

でこの世
よ

を去
さ

って行
い

った。 

 夫
おっと

は、生前
せいぜん

私
わたし

に「 私
わたし

達
たち

は公務員
こうむいん

だ、自分
じ ぶ ん

の事
こと

より人
ひと

様
さま

の事
こと

になるよ

う努
つと

めるのだよ。」と言
い

っていた。

毎
まい

日
にち

、風呂
ふ ろ

に一緒
いっしょ

に入
はい

り、多
おお

くを語
かた

り合
あ

うのを楽
たの

しみとしていた。 

「お母
かあ

さん、結婚
けっこん

して 30年
ねん

が経
た

つ

と、互
たが

いが空気
く う き

のような存在
そんざい

になっ

たね。空気
く う き

なくしては生
い

きられな

い。これからが 私
わたし

達
たち

夫婦
ふ う ふ

の本当
ほんとう

の

愛
あい

の深
ふか

まりだよね。」 

と語
かた

ってくれた夫
おっと

が、ある日
ひ

、突然
とつぜん

に、一人
ひ と り

分
ぶん

の片道
かたみち

切符
き っ ぷ

を手
て

に二度
に ど

と

帰
かえ

れない所
ところ

へと逝
い

ってしまった。 

 夫
おっと

に頼
たよ

って生
い

きていた 私
わたし

であ

る。身体
か ら だ

の中
なか

から全
すべ

ての物
もの

が崩
くず

れ落
お

ち、暗黒
あんこく

の底
そこ

に落
らっ

下
か

して行
い

く自分
じ ぶ ん

を

感
かん

じた。「情
なさ

けない、情
なさ

けない。」

が口癖
くちぐせ

となった。戸外
こ が い

では気丈
きじょう

に振
ふ

る舞
ま

うが、我
わ

が家
や

に一歩
い っ ぽ

入
はい

るや涙
なみだ

、

涙
なみだ

、涙
なみだ

の日々
ひ び

であった。 

 夜
よ

な夜
よ

な 車
くるま

を走
はし

らせ、死
し

に場所
ば し ょ

も探
さが

した。 

 そんな気持
き も

ちでいた折
おり

、海外
かいがい

ボラ

ンティアに出
で

て、貧
まず

しい生活
せいかつ

の中
なか

で

必
ひっ

死
し

に生
い

きている人
ひと

達
たち

の 姿
すがた

を見
み

た。いろいろな思
おも

いを胸
むね

に、彼
かれ

らの

必
ひっ

死
し

で、その力強
ちからづよ

い生
い

き方
かた

を見
み

た。 

 

２．海外
かいがい

ボランティアの中
なか

で生
い

きる

力
ちから

を 

「人
ひと

に奉仕
ほ う し

の心
こころ

を大切
たいせつ

に」生前
せいぜん

、

夫
おっと

が語
かた

っていたことばを想
おも

いおこ

した。人生
じんせい

を悫
ひ

観
かん

していた私
わたし

が、友
ゆう

人
じん

の誘
さそ

いで、ネパヸルへの教育
きょういく

援
えん

助
じょ

活動
かつどう

に参加
さ ん か

した。それから、カン
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ボジアや中国
ちゅうごく

へと自貹
じ ひ

の教育
きょういく

支
し

援
えん

ヷ援助
えんじょ

に出
で

かけて行
い

った。 

 ピンとキリの人間
にんげん

社会
しゃかい

をこの目
め

で見
み

た。 

「人
ひと

が、この世
よ

に 命
いのち

をもって生
う

まれたかぎり、 命
いのち

を大切
たいせつ

に生
い

きて

行
い

くのだ」 

という、生
い

きている必死
ひ っ し

な 姿
すがた

に人
じん

生
せい

の多
おお

くの生
い

き方
かた

を教
おし

えられたと

同
どう

時
じ

に、 私
わたし

は生
い

きて行
い

く方向
ほうこう

を見
み

い出
だ

すことが出
で

来
き

た。 

 

３．「自力
じ り き

の精神
せいしん

と奉仕
ほ う し

の心
こころ

」で生
い

きる事
こと

を 

 私
わたし

達
たち

、生活
せいかつ

に恵
めぐ

まれている者
もの

が、

貧
まず

しい人
ひと

に一時的
いちじてき

な哀
あわ

れみの同情
どうじょう

で感
かん

情
じょう

的
てき

に物資
ぶ っ し

を不
あた

えても、「害
がい

」

になっても真
しん

の救済
きゅうさい

にはならない

事
こと

も知
し

った。グロヸバル的
てき

思
し

考
こう

でボ

ランティア活動
かつどう

の大切
たいせつ

さと必要
ひつよう

性
せい

を痛
つう

感
かん

させられた。「人生
じんせい

、前進
ぜんしん

あ

るのみ」と、私
わたし

は夫
おっと

との別
わか

れの苦
くる

しみの中
なか

で、周囲
しゅうい

の人
ひと

達
たち

から多
おお

くの

教
おし

えと励
はげ

ましをいただき、人生
じんせい

の生
い

き方
かた

を教
おそ

わった。 

 

４．单米
なんべい

の盲
もう

学校
がっこう

で生
い

きている 喜
よろこ

びを知
し

る 

 スペイン語
ご

の特訓
とっくん

を受
う

け、 夫
おっと

の

死
し

後
ご

、国際
こくさい

協 力
きょうりょく

事業団
じぎょうだん

の一員
いちいん

とな

り、現職
げんしょく

の教員
きょういん

として、单米
なんべい

パラ

グアイに「特殊
とくしゅ

教育
きょういく

援助
えんじょ

」で派遣
は け ん

さ

れた。 

 卖独
たんどく

で、スペイン語
ご

しか通
つう

じない

国
くに

へ、１年
ねん

間
かん

の任期
に ん き

で入
はい

り込
こ

んでい

った。 

 現地
げ ん ち

の学校
がっこう

の職員
しょくいん

達
たち

は、簡卖
かんたん

に

外
がい

国
こく

人
じん

の指導
し ど う

ヷ援助
えんじょ

を受
う

け入
い

れるも

のではない。外国
がいこく

からの援助
えんじょ

慣
な

れし

た所
ところ

のある国
くに

、人
ひと

達
たち

である。人
じん

材
ざい

よ

り物資
ぶ っ し

ヷ金
かね

が欲
ほ

しいのである。 

 そんな中
なか

、１年
ねん

の任期
に ん き

が２年
ねん

に延
えん

長
ちょう

された。 

 ある日
ひ

、私
わたし

は、本音
ほ ん ね

の訴
うった

えをし

た。 

「 私
わたし

は、この国
くに

に物資
ぶ っ し

や金
かね

の援
えん

助
じょ

で来
き

たのではない。他国
た こ く

の援助
えんじょ

に

頼
たよ

らず、自力
じ り き

で生活
せいかつ

、教育
きょういく

改善
かいぜん

を

しようとしないのか。」「日本
に ほ ん

は昔
むかし

、

敗
はい

戦
せん

で国民
こくみん

は食
た

べものにも苦
くる

しん

だ。しかし、日本
に ほ ん

人
じん

は 侍
さむらい

魂
だましい

で、

人
ひと

の助
たす

けを恥
はじ

とし、立
た

ち上
あ

がり、経
けい

済
ざい

大
たい

国
こく

となった。人
ひと

の援助
えんじょ

に頼
たよ

らな

いで欲
ほ

しい。私
わたし

が必要
ひつよう

でなければ、

日
に

本
ほん

へ帰
かえ

る。」と、下手
へ た

なスペイン

語
ご

で熱弁
ねつべん

した。「ありがとう。」「信子
の ぶ こ

は 私
わたし

達
たち

の仲間
な か ま

だ。」との言葉
こ と ば

に感
かん

謝
しゃ

、感
かん

動
どう

をした。 

 ボランティアは人
ひと

の為
ため

にではな

く、自分
じ ぶ ん

がボランティアされている

のを教
おそ

わった。 
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「一般の部」優秀作品 

「 心
こころ

の声
こえ

を交
か

わしながら」  

衞
え

藤
とう

 浩
ひろ

明
あき

 

                  

「聞
き

こえなければ、書
か

けばいい。」 

 聴覚
ちょうかく

障
しょう

がいの子
こ

と出会
で あ

う前
まえ

に、

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

がいについて何
なに

も知
し

らな

い私
わたし

は、本当
ほんとう

に安易
あ ん い

にそう考
かんが

えた

のです。言葉
こ と ば

を獲徔
かくとく

することが、い

かに 難
むずか

しいかということも知
し

らな

いままに。 

 私
わたし

が、初
はじ

めて聴覚
ちょうかく

に 障
しょう

がいを

もつＡさんに出会
で あ

ったのは、Ａさん

が 小
しょう

学校
がっこう

に入学
にゅうがく

する尐
すこ

し前
まえ

のこ

とでした。お母
かあ

さんと一緒
いっしょ

に 小
しょう

学
がっ

校
こう

を訪
たず

ねてきたその 姿
すがた

は、目
め

がキ

ラキラして笑顔
え が お

がとっても素敵
す て き

で

した。挨拶
あいさつ

をして 頭
あたま

を下
さ

げれば、

ニコッと笑
わら

って 頭
あたま

を下
さ

げる 姿
すがた

を

みて、実
じつ

は聴
き

こえているのではと勘
かん

違
ちが

いするほどでした。だから、この

子
こ

なら、 小
しょう

学校
がっこう

生活
せいかつ

もうまくむか

えられるのではないかという気持
き も

ちが大
おお

きかったのです。 

 そんな私
わたし

でしたから、入学
にゅうがく

して

からのＡさんとの日々
ひ び

は、悩
なや

みとの

闘
たたか

いの日々
ひ び

でした。頑張
が ん ば

って勉強
べんきょう

をしようとするＡさんを前
まえ

にうま

く言葉
こ と ば

を伝
つた

えることさえできずに

いる自分
じ ぶ ん

に、情
なさ

けなさを覚
おぼ

えること

ばかりだったのです。しかし、毎日
まいにち

の授業
じゅぎょう

を前
まえ

に、落
お

ち込
こ

んでばかり

いるわけにはいきません。まず、私
わたし

がしたことは、学校
がっこう

の中
なか

にある物
もの

や

人
じん

物
ぶつ

と言葉
こ と ば

を結
むす

びつけることでし

た。「つくえ」とカヸドに書
か

き、そ

れを実際
じっさい

の 机
つくえ

にはりつけて、発音
はつおん

させ文字
も じ

にする活動
かつどう

を続
つづ

けたので

す。それも、一度
い ち ど

ではありません。

同
おな

じ言葉
こ と ば

を何回
なんかい

も何回
なんかい

も繰
く

り返
かえ

し

たのです。人間
にんげん

が言葉
こ と ば

を獲徔
かくとく

すると

いうのは、自分
じ ぶ ん

の発
はっ

した言葉
こ と ば

を耳
みみ

で

聴
き

き、脳
のう

の中
なか

に言葉
こ と ば

と実際
じっさい

の物
もの

を結
むす

びつけ、正
ただ

しく記憶
き お く

することができ

て初
はじ

めて、自由
じ ゆ う

に言葉
こ と ば

として引
ひ

き出
だ

すことができるのです。だからこ

そ、聴
き

く体験
たいけん

を一度
い ち ど

もしたことがな

いＡさんにとって、言葉
こ と ば

の獲徔
かくとく

は本
ほん

当
とう

に難
むずか

しい作業
さぎょう

だったのです。「つ

くえ」と覚
おぼ

えることができたと思
おも

え
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た次
つぎ

の日
ひ

に、もう一度
い ち ど

尋
たず

ねてみる

と、「ノヸト」と元気
げ ん き

に答
こた

える姿
すがた

を

みて、気
き

づかれないようにがっかり

することも数
かず

多
おお

くありました。 

 しかし、言葉
こ と ば

はうまく交
か

わせなく

ても、私
わたし

達
たち

は心
こころ

が離
はな

れていたわけ

ではありません。お互
たが

いの顔
かお

をみつ

め、体
からだ

で表現
ひょうげん

することを続
つづ

ける中
なか

で、 心
こころ

の声
こえ

が尐
すこ

しずつ聴
き

こえるよ

うになってきたのです。今
いま

、どんな

ことに困
こま

り、喜
よろこ

び、挑戦
ちょうせん

しようと

しているのかが、その 体
からだ

からダイ

レクトで伝
つた

わってくるのでした。ま

たその事
こと

に気
き

づいていたのは、 私
わたし

だけではありませんでした。Ａさん

の周
まわ

りにいつもいたクラスの仲間
な か ま

が、私
わたし

よりももっと上手
じょうず

に、「今
いま

、

机
つくえ

って言
い

ったよ。」「私
わたし

の名前
な ま え

も

言
い

ってくれたよ。」と、心
こころ

の声
こえ

を交
か

わしてくれていたのでした。時
とき

に

は、Ａさんの言葉
こ と ば

がはっきりと聞
き

き

とれず困
こま

っている私
わたし

に、「先生
せんせい

。今
いま

、

こう言
い

っていたよ。」と、教
おし

えてく

れる子
こ

もいて、私
わたし

はそんな時
とき

、胸
むね

が

いっぱいになり、かわりに言葉
こ と ば

をな

くしてしまうのでした。 

 私
わたし

は、その後
ご

も、Ａさんを支援
し え ん

す

る立場
た ち ば

にいることができたので、卒
そつ

業
ぎょう

にあたり、それまで関
かか

わってい

ただいた方
かた

と進路
し ん ろ

についての話
はな

し

合
あ

いをさせていただきました。今
いま

の

世
よ

の中
なか

は、まだまだ 障
しょう

がいを持
も

っ

た人
ひと

達
たち

にとって、生
い

きやすいもので

はありません。そんな世
よ

の中
なか

に、い

ずれ出
で

ていくＡさんにとって、今
いま

ど

んな 力
ちから

をつけることが大切
たいせつ

なのか

を、本当
ほんとう

に悩
なや

み、相談
そうだん

を重
かさ

ね、結果
け っ か

として、地元
じ も と

の 中
ちゅう

学校
がっこう

へ進学
しんがく

する

ことにしました。そこには、Ａさん

のことを大切
たいせつ

に 考
かんが

えて下
くだ

さる先生
せんせい

方
がた

が待
ま

っていてくれたからです。そ

して、 小
しょう

学校
がっこう

を共
とも

にすごした仲間
な か ま

がいたからでした。 

「教育
きょういく

って何
なん

だろう。」今
いま

、私
わたし

は思
おも

います。 

 Ａさんに教
おし

えようとしていた 私
わたし

でしたが、一番
いちばん

教
おし

えられていたのは、

私
わたし

自身
じ し ん

だったのです。教育
きょういく

とは、

教
おし

えることだけでなく、迷
まよ

いながら、

共
とも

に生
い

きていこうと努力
どりょく

すること

でもあるのではないかと思
おも

うよう

になりました。 私
わたし

は、これからも

Ａさんが、社会
しゃかい

に出
で

て自分
じ ぶ ん

を 輝
かがや

か

せられるよう見
み

守
まも

りたいと思
おも

って

います。心
こころ

の声
こえ

を交
か

わしながら…。 
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平成 20 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」最優秀作品 

「 私
わたし

が教
おし

えられたこと」 

県立
けんりつ

大分
おおいた

单
みなみ

高等
こうとう

学校
がっこう

３年
ねん

（当時
と う じ

） 姫野
ひ め の

 昂志
た か し

 

 

                  

出会
で あ

いによって人
ひと

が変
か

わること

があることを、 私
わたし

は高校
こうこう

生活
せいかつ

によ

って初
はじ

めて実感
じっかん

した。 

 若者
わかもの

は特
とく

にそうだが、現代
げんだい

人
じん

は外
がい

面
めん

にこだわったり、格好
かっこう

のいい言葉
こ と ば

を使
つか

ったりと表面
ひょうめん

ばかりよく見
み

え

るように行動
こうどう

しがちだ。人間
にんげん

として

大
たい

切
せつ

なことは何
なに

かを 考
かんが

えて行動
こうどう

し

たりはしない。 私
わたし

もそのような風
ふう

潮
ちょう

に流
なが

される一人
ひ と り

だった。先生
せんせい

達
たち

が見
み

ている前
まえ

だけいい格好
かっこう

をして、

見
み

ていない時
とき

はサボる。そういう

考
かんが

えを常
つね

に持
も

っていた。しかし、

ある先生
せんせい

との出会
で あ

いで 考
かんが

え方
かた

が

全
まった

く変
か

わってしまった。 

 それは、体育
たいいく

の先生
せんせい

でもあり、私
わたし

が所属
しょぞく

するサッカヸ部
ぶ

の顧問
こ も ん

の先
せん

生
せい

でもある人
ひと

との出会
で あ

いだ。 私
わたし

は

高
たか

いレベルでサッカヸができ、自分
じ ぶ ん

のレベルアップができることを 考
かんが

えて高校
こうこう

を選
えら

んだ。実際
じっさい

に部
ぶ

の練
れん

習
しゅう

は厳
きび

しく充実
じゅうじつ

感
かん

があった。だ

が、予想外
よそうがい

だったことは、学校
がっこう

周
まわ

り

の草取
く さ と

りや行事
ぎょうじ

の会場
かいじょう

設営
せつえい

などを

頻
ひん

繁
ぱん

にさせられたことだ。部員数
ぶいんすう

も

多
おお

いので、正直
しょうじき

なところサボろう

と思
おも

えばいくらでもサボれた。しか

し、そんなことはしたくないという

心
こころ

が先生
せんせい

と過
す

ごす内
うち

に自分
じ ぶ ん

の中
なか

に

育
そだ

っていた。 

 今
いま

までの先生
せんせい

は、「やりなさい」

と生徒
せ い と

に言
い

うだけであり、何故
な ぜ

か本
ほん

気
き

でやる気
き

が起
お

きなかった。だが、

顧
こ

問
もん

の先生
せんせい

は違
ちが

った。草
くさ

取
と

りや掃
そう

除
じ

、会場
かいじょう

設営
せつえい

など全
すべ

てに対
たい

して誮
だれ

よりも動
うご

き、誮
だれ

よりも汗
あせ

をかいて動
うご

いていた。２年
ねん

３年
ねん

とクラス担任
たんにん

で

もあったので毎回
まいかい

私
わたし

はそういう背
せ

中
なか

を誮
だれ

よりも近
ちか

くで見
み

てきた。いつ

も先生
せんせい

は言
い

っていた。「裏
うら

と表
おもて

を作
つく

るな」「やらされてやるならやらな

い方
ほう

がいい」と。とても 心
こころ

に響
ひび

く言
こと

葉
ば

であり、言
い

われる度
たび

に自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えと行動
こうどう

を見
み

つめ直
なお

すきっかけと

なった。そして何
なに

より、無言
む ご ん

のあの

先
せん

生
せい

の背
せ

中
なか

にたくさんのことを教
おし

えられた気
き

がする。 

 今
いま

では 私
わたし

は、掃除
そ う じ

が大好
だ い す

きにな

った。誮
だれ

よりも動
うご

き、気
き

づかない所
ところ

まできれいにするようになった。す
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ると、とても気持
き も

ちがよいのだ。前
まえ

までの自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えが情
なさ

けなく恥
は

ず

かしく感
かん

じるほどだ。さらに何
なに

より

も変
か

わったことは、誮
だれ

も見
み

ていない

所
ところ

でもやれるようになったこと

だ。これは簡卖
かんたん

なようだがとても

難
むずか

しいことだと思
おも

う。一人
ひ と り

で歩
ある

い

ていてゴミを見
み

つけた時
とき

、見
み

て見
み

ぬ

ふりをする人
ひと

が多
おお

いだろう。今
いま

の

私
わたし

は何
なに

も考
かんが

えずに拾
ひろ

える。これは

自
じ

分
ぶん

がとても進歩
し ん ぽ

したからだと思
おも

う。この行動
こうどう

は社会
しゃかい

の一員
いちいん

として普
ふ

通
つう

のことかもしれないが、こんな普
ふ

通
つう

のことができないためにゴミの

ポイ捨
す

てや自然
し ぜ ん

破壊
は か い

が増
ふ

えてきて

いるのではないだろうか。だから、

今
こん

後
ご

は 私
わたし

が、友達
ともだち

などの中
なか

でも率
そっ

先
せん

して動
うご

き、小
ちい

さいことでも裏
うら

表
おもて

なく 行
おこな

うことを広
ひろ

げたいと思
おも

う。

３年
ねん

間
かん

でサッカヸの技術
ぎじゅつ

も学
まな

んだ

が、それ以上
いじょう

に大切
たいせつ

なことをたくさ

ん学
まな

んだ。これは、勉強
べんきょう

で人
ひと

に勝
か

つ、それよりも人間
にんげん

としてもっと大
たい

切
せつ

なことだと私
わたし

は考
かんが

えている。 

 先生
せんせい

との出会
で あ

いによって、 私
わたし

の

考
かんが

え方
かた

や生活
せいかつ

、全
すべ

てが変
か

わった。夢
ゆめ

であった体育
たいいく

教師
きょうし

も 目標
もくひょう

に変
か

わ

り、今
いま

では先生
せんせい

のようになりたいと

心
こころ

から思
おも

っている。私
わたし

が教師
きょうし

にな

ったら今
いま

まで教
おし

えてもらったこと

を生
い

かして「全力
ぜんりょく

で何
なに

事
ごと

にも取
と

り

組
く

むことができ、裏
うら

と 表
おもて

を作
つく

らな

い生徒
せ い と

」を育
そだ

てたい。そして信頼
しんらい

さ

れる教師
きょうし

になりたいと思
おも

う。さらに

自分
じ ぶ ん

のチヸムを持
も

ち、大好
だ い す

きなサッ

カヸを教
おし

えたい。私
わたし

の考
かんが

えだが、

しっかりとした生活
せいかつ

面
めん

や日々
ひ び

の行
こう

動
どう

ができる選手
せんしゅ

がいい選手
せんしゅ

だ。一人
ひ と り

ひとりがチヸムと自分
じ ぶ ん

の向上
こうじょう

に向
む

けて取
と

り組
く

み、仲間
な か ま

のことも思
おも

いや

ることができれば、最高
さいこう

のチヸムだ

と思
おも

う。これは試合
し あ い

に勝
か

つことより

も大切
たいせつ

なことだ。そんなチヸムを作
つく

りたい。 

 高校
こうこう

生活
せいかつ

の中
なか

でたくさんのこと

を学
まな

んだが、何
なに

より自分
じ ぶ ん

の 心
こころ

を育
そだ

てることを知
し

ったのだと思
おも

う。先生
せんせい

に出会
で あ

わなければ、前
まえ

の小
ちい

さい 心
こころ

のままだっただろうが、大
おお

きい 心
こころ

が今
いま

の私
わたし

にはある。これから目標
もくひょう

に向
む

かって努力
どりょく

して、 必
かなら

ず教
おし

える

立
たち

場
ば

に立
た

ちたい。そして、この出会
で あ

いに最高
さいこう

の恩返
おんがえ

しができるよう、こ

れからも「人間
にんげん

として大切
たいせつ

なこと」

を忘
わす

れずに、何
なに

事
ごと

にも自分
じ ぶ ん

から取
と

り

組
く

みたいと考
かんが

えている。 
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平成 20 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」優秀作品 

「家族
か ぞ く

っていいな」 

日出
ひ じ

町 立
ちょうりつ

日出
ひ じ

小
しょう

学校
がっこう

４年
ねん

（当時
と う じ

） 順
す

股
また

 蓮
れん

 

                

「日
ひ

田
た

に異動
い ど う

することになっ

た。」という父
とう

さんの言葉
こ と ば

にぼくた

ち家族
か ぞ く

はみんなびっくりしました。

それから一週
いっしゅう

間
かん

で父
とう

さんは日
ひ

田
た

に

行
い

ってしまいました。卖身
たんしん

ふ任
にん

で

す。 

 残
のこ

されたぼくたち家族
か ぞ く

４人
にん

は、み

んなで協 力
きょうりょく

することにしました。

朝
あさ

の洗
せん

たく物
もの

干
ほ

しは、高校
こうこう

生
せい

の兄
にい

ち

ゃんがして、夕方
ゆうがた

取
と

りこむのは、ぼ

くと、ふたごのりんがします。洗
せん

た

く物
もの

をたたんでなおすのは母
かあ

さん

といっしょにします。母
かあ

さんが、 

「父
とう

さんがいなくなったから、みん

なで仲
なか

よくしよう。」 

と言
い

いました。ぼくは、今
いま

までも父
とう

さんはいないことが多
おお

かったし、あ

まり変
か

わりないなあと思
おも

っていま

した。 

 でも、父
とう

さんがいない朝
あさ

は、何
なん

だ

かさびしく感
かん

じました。 心
こころ

細
ぼそ

いよ

うな気
き

がしました。また、夕方
ゆうがた

いつ

も帰
かえ

ってくる時刻
じ こ く

になっても父
とう

さ

んが帰
かえ

ってこないので、とってもさ

びしくなります。だから、毎
まい

ばん、

電
でん

話
わ

やメヸルをすることにしまし

た。「ごはん食
た

べたの。」とか「今
いま

、

何
なに

をしてる。」とか、毎日
まいにち

、同
おな

じこ

とを話
はな

します。でも、それだけで、

ちょっとほっとするのです。何
なに

かの

用
よう

事
じ

で、電話
で ん わ

やメヸルが届
とど

かない日
ひ

は、何
なん

だか気
き

になります。父
とう

さん、

元
げん

気
き

かなあと思
おも

います。 

 夕食
ゆうしょく

もだいたいぼくとりんと母
かあ

さんの３人
にん

で食
た

べることが多
おお

くな

りました。兄
にい

ちゃんは部
ぶ

活動
かつどう

でおそ

くなるのです。兄
にい

ちゃんが帰
かえ

ってく

ると、ぼくは尐
すこ

し安心
あんしん

します。家族
か ぞ く

が４人
にん

になるからです。 

 母
かあ

さんは、父
とう

さんが日
ひ

田
た

に行
い

って

しまってから、ますますいそがしく

なりました。今
いま

まで、父
とう

さんがして

いた家
いえ

の仕
し

事
ごと

もみんな母
かあ

さんがし

なければならなくなりました。そし

て、仕
し

事
ごと

に行
い

って、夕方
ゆうがた

くたびれて

帰
かえ

ってきます。ぼくは、母
かあ

さんかわ

いそうだなあと思
おも

いました。だか

ら、ぼくたちもできることをしよう

と思
おも

いました。母
かあ

さんは、ぼくたち

にいつも、 
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「仲
なか

よくしなさい。」 

と言
い

います。ぼくとりんがいつもけ

んかをするからです。母
かあ

さんは、 

「家族
か ぞ く

がはなればなれの時
とき

は、いつ

もより、もっともっと仲
なか

よくせんと

だめなの。」 

と言
い

います。ぼくは、そうかなあと

思
おも

います。 

 父
とう

さんは、いつも金曜日
きんようび

の夜
よる

に帰
かえ

ってきます。金曜日
きんようび

の朝
あさ

になると、

今
きょ

日
う

父
とう

さんが帰
かえ

ってくるんだとう

れしくなります。父
とう

さんが帰
かえ

ってき

た夕食
ゆうしょく

は、にぎやかです。野菜
や さ い

が丌
ふ

足
そく

しているからと、母
かあ

さんが野菜
や さ い

料
りょう

理
り

をならべます。そして、ぼく

たちは、一週
いっしゅう

間
かん

分
ぶん

のおもしろかっ

た話
はなし

や楽
たの

しい話
はなし

をします。父
とう

さん

は、 

「日
ひ

田
た

に卖身
たんしん

ふ任
にん

してみて、初
はじ

めて

家
か

族
ぞく

のありがたさがわかったよ。一
ひと

人
り

で部屋
へ や

にいても何
なに

もすることが

ない。」 

と言
い

います。母
かあ

さんは、 

「家族
か ぞ く

のよさがわかってよかっ

た。」 

と言
い

います。それまで、父
とう

さんと母
かあ

さんは、けんかもしていました。母
かあ

さんが、「父
とう

さんは自分
じ ぶ ん

のことばか

り」とおこっていることもありまし

た。ぼくは、父
とう

さんは日
ひ

田
た

に行
い

って

一
ひと

人
り

ぼっちになって、修行
しゅぎょう

したの

かなと思
おも

いました。ぼくたちも、今
いま

の父
とう

さんの方
ほう

が前
まえ

よりもやさしく

なったような気
き

がします。 

 家族
か ぞ く

がはなればなれになって初
はじ

めてぼくたちは家族
か ぞ く

のことを 考
かんが

え

ることができました。今
いま

までは、あ

たりまえのように思
おも

っていて、みん

な思
おも

いやりの気持
き も

ちがたりなかっ

たのかもしれません。家族
か ぞ く

っていい

なと思
おも

います。 

 母
かあ

さんの言
い

うように、「仲
なか

よしが

一
いち

番
ばん

。はなればなれの時
とき

ほど仲
なか

よく

する」なのかもしれないなと思
おも

いま

した。父
とう

さんは、いつもどってくる

のかわかりません。ぼくは、それま

でみんなで 協 力
きょうりょく

して母
かあ

さんを助
たす

けようと思
おも

います。そして、もっと

もっと楽
たの

しい家族
か ぞ く

になるために、み

んなで仲
なか

よくしたいなと思
おも

います。 

 仲
なか

よくするってことは、相手
あ い て

のこ

とを思
おも

うことなのかなと感
かん

じます。

家
か

族
ぞく

や友
とも

だちのことを思
おも

いやるこ

とができる人
ひと

になります。 
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平成 20 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」優秀作品 

「いま、学
まな

ぶということ」  

佐伯
さ い き

市立
し り つ

蒲江
か ま え

翔 单
しょうなん

中学校
ちゅうがっこう

２年
ねん

（当時
と う じ

） 古田
ふ る た

 慧介
けいすけ

 

 

 小
ちい

さい頃
ころ

触
ふ

れた土
つち

の感
かん

触
しょく

、覚
おぼ

え

ているだろうか。日
ひ

の 光
ひかり

をいっぱ

いに浴
あ

び、手
て

に取
と

るとほんのり 温
あたた

かい。お日
ひ

様
さま

のにおいだ。バケツに

水
みず

をくんでくる。尐
すこ

しずつ加
くわ

えなが

ら丸
まる

めてゆく。水
みず

は多
おお

くても尐
すく

なく

てもいけない。適度
て き ど

な湿
しめ

り気
け

は強度
きょうど

 

を増
ま

すが、うっかり多
おお

く入
い

れたな

ら、途端
と た ん

にその形
かたち

を変
か

えてゆく。最
さい

後
ご

に地
じ

面
めん

の一番
いちばん

上
うえ

にある良
よ

く乾
かわ

い

た砂
すな

の土
つち

をまわりにほどこす。何
なん

度
ど

も何
なん

度
ど

も手
て

のひらで転
ころ

がし丸
まる

め、ゆ

がみのない球体
きゅうたい

に仕
し

上
あ

がった時
とき

は

「どうだ」と言
い

わんばかりに友達
ともだち

ど

うし見
み

せ合
あ

った。茶
ちゃ

色
いろ

く、ツヤこそ

無
な

いが宝石
ほうせき

のように大事
だ い じ

に作
つく

りあ

げた「どろだんご」。 

 小
ちい

さい頃
ころ

は誮
だれ

でも一度
い ち ど

は作
つく

って

遊
あそ

んだどろだんご。その感
かん

触
しょく

や出
で

来
き

丌
ふ

出
で

来
き

で友達
ともだち

と競
きそ

い合
あ

ったこと

は多
おお

くの人
ひと

が記憶
き お く

にとどめている

だろう。懐
なつ

かしく、無
む

邪
じゃ

気
き

な子
こ

ども

の思
おも

い出
で

。 

 そのどろだんごを先日
せんじつ

テレビの

ニュヸスで偶然
ぐうぜん

見
み

かけた。しかも今
こん

夏
か

話
わ

題
だい

になった北海道
ほっかいどう

洞爺
と う や

湖
こ

サミ

ットの記事
き じ

だ。岐阜県
ぎ ふ け ん

高山市
たかやまし

在住
ざいじゅう

の左官
さ か ん

、挾土
は さ ど

秀
しゅう

平
へい

氏
し

がサミットでど

ろだんごを披露
ひ ろ う

するというものだ

った。映像
えいぞう

で見
み

ると「これが泥
どろ

で出
で

来
き

ているの？」とただ 驚
おどろ

くばかり

だった。 美
うつく

しくまるで磨
みが

かれた玉
ぎょく

の様
よう

だ。挾土
は さ ど

氏
し

は国内
こくない

でも屈指
く っ し

の左
さ

官
かん

技能士
ぎ の う し

でその高
たか

い技術
ぎじゅつ

力
りょく

と群
ぐん

を

抜
ぬ

くセンスは左
さ

官
かん

業
ぎょう

という一
いち

業
ぎょう

種
しゅ

だけでは収
おさ

まりきれない逸
いつ

材
ざい

で

ある。彼
かれ

のホヸムペヸジでその魅力
みりょく

の一
いち

部
ぶ

をかいま見
み

ることが出
で

来
き

る。

僕
ぼく

はそのどろだんごの 美
うつく

しさに圧
あっ

倒
とう

されたが、もっと 驚
おどろ

いたのはサ

ミットで来日
らいにち

された各国
かくこく

首脳
しゅのう

夫
ふ

人
じん

に泥
どろ

を触
さわ

らせ、団子
だ ん ご

にせよというこ

とだ。「地球
ちきゅう

は大
おお

きなどろだんご

だ。」挾土
は さ ど

氏
し

は言
い

う。「北朝鮮
きたちょうせん

と

アメリカの土
つち

を混
ま

ぜてどろだんご

を作
つく

れば世
せ

界
かい

平和
へ い わ

、地球
ちきゅう

は一
ひと

つだ。」 

 なんということだ。どろだんご一
ひと

つでこの人
ひと

は世
せ

界
かい

平和
へ い わ

を語
かた

るのか。

驚
おどろ

いた僕
ぼく

の目
め

の前
まえ

で福田総理
ふ く だ そ う り

夫
ふ

人
じん

がにこにこしながら泥
どろ

を丸
まる

めるあ
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のしぐさを始
はじ

めたではないか。それ

につられ各国
かくこく

首脳
しゅのう

夫
ふ

人
じん

もおのずと

手
て

が動
うご

きにこやかな顔
かお

つきになっ

た。「ああ、僕
ぼく

もああやって泥
どろ

をこ

ねた。くるくる。」両手
りょうて

のひらを合
あ

わせつぶさないようにくるくると

回
まわ

しながら 形
かたち

を 整
ととの

えていくどろ

だんご。大人
お と な

も子
こ

どもも一緒
いっしょ

なんだ

なあとつくづく思
おも

った。 

 子
こ

どもの時
とき

の体験
たいけん

は人
ひと

の人
じん

格
かく

を

形
けい

成
せい

する上
うえ

で必要
ひつよう

丌
ふ

可
か

欠
けつ

だ。泥
どろ

をこ

ねる遊
あそ

び一
ひと

つをとっても土
つち

と水
みず

、湿
しつ

度
ど

や感
かん

触
しょく

を身体
か ら だ

全
ぜん

部
ぶ

、五
ご

感
かん

をいっ

ぱいに使
つか

って感
かん

じ、また覚
おぼ

え、自身
じ し ん

の経験
けいけん

の一
ひと

つとして記憶
き お く

という引
ひ

き出
だ

しに収
おさ

められる。 

 今
いま

、僕
ぼく

たちは学生
がくせい

生活
せいかつ

のまっただ

中
なか

にいる。毎日
まいにち

勉強
べんきょう

、部
ぶ

活
かつ

の繰
く

り返
かえ

しだ。これからどんどん学習
がくしゅう

内容
ないよう

やその 量
りょう

は増
ふ

えていくだろう。け

れど教室
きょうしつ

や教科書
きょうかしょ

の中
なか

から学
まな

ぶこ

とだけが僕
ぼく

らのすべてじゃない。家
か

族
ぞく

や友人
ゆうじん

、あいさつを交
か

わす地域
ち い き

の

人
ひと

々
びと

。みんなに支
ささ

えられ、そして教
おし

えられる。教
おし

えられたことは自身
じ し ん

が

経
けい

験
けん

してみてはじめて自己
じ こ

の知識
ち し き

となりまた引
ひ

き出
だ

しへと収
おさ

められ

る。尐
すこ

しずつその中
なか

身
み

は増
ふ

え、僕
ぼく

ら

を大人
お と な

へと 導
みちび

く。ただ、覚
おぼ

えるだ

けではなくやってみる。触
さわ

ってみる。

考
かんが

えてみる。こうやって机
つくえ

の上
うえ

の

知
ち

識
しき

を身
み

につけていくことが本当
ほんとう

の学
まな

びではないだろうか。僕
ぼく

がどろ

だんごを作
つく

ったあの頃
ころ

はただ楽
たの

し

かった。それだけで良
よ

かった。でも

今
いま

、ニュヸスでどろだんごの映
えい

像
ぞう

を

見
み

たとき新鮮
しんせん

なあの頃
ころ

のおもしろ

さ、わくわくする感
かん

じが戻
もど

ってきた。

首
しゅ

相
しょう

夫
ふ

人
じん

がほほえみながら泥
どろ

を丸
まる

めるしぐさをしたのは本当
ほんとう

に自然
し ぜ ん

な感
かん

じがした。小
ちい

さい頃
ころ

誮
だれ

もが経験
けいけん

する遊
あそ

びを通
とお

して今
いま

、地
ち

球
きゅう

環
かん

境
きょう

や

世
せ

界
かい

平和
へ い わ

に取
と

り組
く

むことが出
で

来
き

る。

学
まな

びの材
ざい

料
りょう

はいつも身近
み ぢ か

だという

ことだ。山
やま

のような 宿
しゅく

題
だい

や誯題
か だ い

に

追
お

われることがしばしばだが、時
とき

に

は手
て

を止
と

め僕
ぼく

らを取
と

り巻
ま

く大
おお

きな

世
せ

界
かい

と身
み

の周
まわ

りの 温
あたた

かい人
ひと

々
びと

から

何
なに

かを学
まな

び取
と

ることも必
ひつ

要
よう

だと 改
あらた

めて思
おも

った。 
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平成 21 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」最優秀作品 

「みんなで登
のぼ

ろ！」 

                  渡邉
わたなべ

 一司
ひ と し

      

 

 「先生
せんせい

、足
あし

が痛
いた

いヷヷヷ」 

 光一
こういち

吒
くん

が４年生
ねんせい

の１月
がつ

のことで

あった。新春
しんしゅん

駅伝
えきでん

大会
たいかい

を間近
ま ぢ か

にひ

かえ、朝
あさ

練習
れんしゅう

が続
つづ

けられていた頃
ころ

のことである。 

 耐
た

え難
がた

い痛
いた

みを 訴
うった

える光一
こういち

吒
くん

の

表
ひょう

情
じょう

に、ただならぬものを感
かん

じた

その当時
と う じ

の担任
たんにん

は、すぐにご両親
りょうしん

と連絡
れんらく

をとった。お父
とう

さんとお母
かあ

さ

んも時折
ときおり

、光一
こういち

吒
くん

が言
い

う「足
あし

が何
なん

と

なく痛
いた

い」という言葉
こ と ば

が気
き

になって

いたものの、成長
せいちょう

に 伴
ともな

う一過性
いっかせい

の

ものだろうと話
はな

し合
あ

っていた。しか

し、この日
ひ

の痛
いた

みはいつもとまった

く違
ちが

っていた。 

 翌日
よくじつ

、ご両親
りょうしん

は光一
こういち

吒
くん

を車
くるま

に乗
の

せ、総合
そうごう

病院
びょういん

を訪
たず

ねた。 

 「ペルテス病
びょう

です。」 

 診察
しんさつ

ヷ検査
け ん さ

の後
あと

、医師
い し

はご両親
りょうしん

に

そう告
つ

げた。 

 「血行
けっこう

の障害
しょうがい

から、大腿骨
だいたいこつ

の骨頭
こっとう

が壊死
え し

していく病気
びょうき

です。治
なお

る病気
びょうき

ですが、数年
すうねん

の時間
じ か ん

がかかります。

手
しゅ

術
じゅつ

も必要
ひつよう

ですし、その後
ご

の経過
け い か

観
かん

察
さつ

も重要
じゅうよう

です。そしてヷヷヷ学校
がっこう

での日常
にちじょう

生活
せいかつ

ですが、右
みぎ

脚
あし

の負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

させるため、装具
そ う ぐ

が必要
ひつよう

で

す。」 

 間近
ま ぢ か

に迫
せま

った駅伝
えきでん

大会
たいかい

や５年生
ねんせい

での大
だい

運動会
うんどうかい

、そして登
とう

下
げ

校
こう

や学校
がっこう

生
せい

活
かつ

。そして、数年
すうねん

とはいえいつ治
なお

るのだろう、後
こう

遺
い

症
しょう

はヷヷヷ。 

 次
つぎ

から次
つぎ

にたくさんのことが 頭
あたま

をよぎった。 

 新年度
しんねんど

になり光一
こういち

吒
くん

は５年生
ねんせい

に

なった。移動
い ど う

したばかりの 新
あたら

しい

教
きょう

室
しつ

に、目
め

を輝
かがや

かせた 28人
にん

の子
こ

ど

もたちがいた。真
ま

っ先
さき

に光一
こういち

吒
くん

の右
みぎ

脚
あし

につけられた装具
そ う ぐ

が目
め

に入った。

前
ぜん

担
たん

任
にん

から引
ひき

継
つ

ぎは受
う

けていたも

のの、腰
こし

に巻
ま

かれた幅
はば

の広
ひろ

い革
かわ

のベ

ルトや右
みぎ

脚
あし

を支
ささ

えるための金属製
きんぞくせい

のバヸが、 私
わたし

にはとても大
おお

きく感
かん

じられた。10歳
さい

の光一
こういち

吒
くん

にとっても

必
ひつ

要
よう

丌
ふ

可
か

欠
けつ

とは言
い

え、とてもとても

大
おお

きく重
おも

い装具
そ う ぐ

であった。 

 学級
がっきゅう

で誯題
か だ い

がもち上
あ

がるたびに

学
がっ

級
きゅう

会
かい

を開
ひら

いていた。議題
ぎ だ い

の中
なか

に、

光
こう

一
いち

吒
くん

に関
かん

することも当然
とうぜん

提案
ていあん

が

なされた。階段
かいだん

の昇
のぼ

り降
お

り、教室
きょうしつ

の

-43- 



移
い

動
どう

、給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

や清掃
せいそう

活動
かつどう

、体育
たいいく

の授業
じゅぎょう

や学校
がっこう

行事
ぎょうじ

。そのたびに、話
はな

し合
あ

いを持
も

ち子
こ

どもたちにより良
よ

い解
かい

決
けつ

の方
ほう

法
ほう

を 考
かんが

えさせ、子
こ

ども

たちはそれを実行
じっこう

していた。 

 ５月
がつ

の連休後
れんきゅうご

のある放誯後
ほ う か ご

。 給
きゅう

食
しょく

コンテナ置
お

き場
ば

の横
よこ

に光一
こういち

吒
くん

が

立
た

っていた。そして足
あし

元
もと

にはクラス

一
いち

の元気
げ ん き

者
もの

の健太
け ん た

吒
くん

。何
なに

をしている

かそっと近寄
ち か よ

ってみると、健太
け ん た

吒
くん

が

手
て

を 油
あぶら

まみれにして、光一
こういち

吒
くん

の装
そう

具
ぐ

を修理
しゅうり

していた。職員室
しょくいんしつ

からね

じ回
まわ

しやスパナを借
か

りて。 私
わたし

は近
ちか

寄
よ

り健太
け ん た

吒
くん

の 頭
あたま

を思
おも

いっきりなで

た。二人
ふ た り

の顔
かお

がにっこりほほ笑
え

んで

いた。 

 秋
あき

の鍛錬遠足
たんれんえんそく

。宇佐
う さ

神宮
じんぐう

の 東
ひがし

に

そびえる御許山
お も と さ ん

に登
のぼ

ることが恒例
こうれい

であった。 

 「光一
こういち

吒
くん

はどうやって御許山
お も と さ ん

に登
のぼ

るんですか。」と友
とも

子
こ

さんの声
こえ

。早速
さっそく

、

いつものように学級
がっきゅう

会
かい

が開
ひら

かれた。 

 「保
ほ

健
けん

室
しつ

にある担架
た ん か

に乗
の

せてみん

なで 頂 上
ちょうじょう

まで運
はこ

んだらどうです

か。」 

 「私
わたし

たち子
こ

どもの力
ちから

では無理
む り

だ

と思
おも

います。」 

 「乳母
う ば

車
ぐるま

に乗
の

せて代
か

わり番
ばん

こに

押
お

したらどうですか。」 

 「６年生
ねんせい

が御許山
お も と さ ん

はとても険
けわ

しい

と言
い

っていたのでとても 難
むずか

しいと

思
おも

います。」 

 その時
とき

、文
ふみ

昭
あき

吒
くん

がすっと挙手
きょしゅ

して

立
た

ち上
あ

がると、 

 「御許山
お も と さ ん

に光一
こういち

吒
くん

が登
のぼ

るのは無理
む り

だと思
おも

います。もう尐
すこ

し楽
らく

な鷹
たか

栖
す

観
かん

音
のん

ならみんなで登
のぼ

られると思
おも

いま

す。みんなどうですか。」 

 教室
きょうしつ

が大
おお

きな拍手
はくしゅ

に包
つつ

まれた。

子
こ

どもたちの要望
ようぼう

を校長
こうちょう

先生
せんせい

に伝
つた

える役割
やくわり

が 私
わたし

となり、その案
あん

が許
きょ

可
か

されたことを伝
つた

えると教室
きょうしつ

は前
まえ

よりもっと大
おお

きな拍手
はくしゅ

に包
つつ

まれ、そ

の心地
こ こ ち

よい音
おと

の中
なか

で光一
こういち

吒
くん

はニコ

ニコしていた。 

 「先生
せんせい

！」 

 大分県立
おおいたけんりつ

歴史
れ き し

南物館
はくぶつかん

を出
で

たとこ

ろで後
うし

ろから声
こえ

を掛
か

けられた。振
ふ

り

返
かえ

ると 私
わたし

の背丈
せ た け

を越
こ

えた光一
こういち

吒
くん

が

立
た

っていた。立派
り っ ぱ

な若
わか

者
もの

に成長
せいちょう

し

た光一
こういち

吒
くん

の脚
あし

には彼
かれ

を支
ささ

え続
つづ

けた

装
そう

具
ぐ

は無
な

かった。 

 夢
む

中
ちゅう

で話
はな

した。車
くるま

の部品
ぶ ひ ん

を作
つく

っ

ていること。仕事
し ご と

の創意
そ う い

工夫
く ふ う

。すで

に部下
ぶ か

がいること。春
はる

の結婚
けっこん

のこと。

彼
かれ

は自分
じ ぶ ん

の人生
じんせい

を今
いま

、ご両親
りょうしん

とお

ばあちゃん、未
み

来
らい

の花嫁
はなよめ

そして多
おお

く

の仲
なか

間
ま

たちと登
のぼ

っていた。 

※文中
ぶんちゅう

の名前
な ま え

は仮名
か め い

です。 

 

 

 

-44- 



平成 21 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」優秀作品 

「人
ひと

を大切
たいせつ

にすることを教
おし

えてくれた祖母
そ ぼ

」 

糸永
いとなが

ケサヨ 

 

 私
わたし

は太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

が始
はじ

まった翌年
よくとし

の昭和
しょうわ

17年
ねん

４月
がつ

、国民
こくみん

学校
がっこう

（小
しょう

学
がっ

校
こう

）

に入学
にゅうがく

しました。 

 その頃
ころ

、家
いえ

近
ちか

くの川
かわ

を挟
はさ

んだ向
む

こ

うに、古
ふる

い家
いえ

を借
か

りて朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

が

住
す

んでいました。当時
と う じ

は、日本
に ほ ん

が植
しょく

民
みん

地
ち

支配
し は い

をしていた朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

を、

大
おと

人
な

の人々
ひとびと

は見下
み く だ

して馬鹿
ば か

にし、子
こ

どもたちも当然
とうぜん

それを見習
み な ら

ってい

ました。 

 ある日
ひ

学校
がっこう

から帰
かえ

る途中
とちゅう

の 甴
おとこ

の

子
こ

数名
すうめい

が、その人
ひと

を「朝鮮人
ちょうせんじん

」と罵
ののし

りながら石
いし

を投
な

げていました。それ

を見
み

た祖母
そ ぼ

は、「あん人
ひと

はなんにも

悪
わる

いことをしちょらん、日本
に ほ ん

に来
き

ち

一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に働
はたら

きよるのに、あげな

ことをするもんじゃねえ。お前
まえ

があ

げなことをしたら、ご飯
はん

をたべさせ

ん。」と強
つよ

く言
い

いました。 

 私
わたし

は石
いし

を投
な

げられている朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

を可哀想
かわいそう

と思
おも

っていましたが、

祖
そ

母
ぼ

の言葉
こ と ば

ではっきりと、罪
つみ

もない

弱
よわ

い人
ひと

を見下
み く だ

したり苛
いじ

めることが

誤
あやま

りであることを深
ふか

く 心
こころ

に刻
きざ

み

ました。 

 戦争
せんそう

が激
はげ

しくなるにつれ、あちこ

ちの家
いえ

からお父
とう

さんやお兄
にい

さんが

出
しゅっ

征
せい

して戦場
せんじょう

に行
い

きました。主
おも

な

働
はたら

き手
て

のいない出征
しゅっせい

兵士
へ い し

の家
いえ

に

加
か

勢
せい

に行
い

くのを勤労
きんろう

奉仕
ほ う し

と呼
よ

んで

いました。田植
た う

え時
どき

に全校
ぜんこう

で勤労
きんろう

奉
ほう

仕
し

に行
い

きました。私
わたし

が行
い

ったのは、

ご主人
しゅじん

が出征
しゅっせい

した朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

の家
いえ

でした。当時
と う じ

は手
て

で稲
いね

を植
う

えました

が、まだ２年生
ねんせい

の 私
わたし

は苗
なえ

運
はこ

びをし

ました。皆
みんな

が協 力
きょうりょく

して働
はたら

き、田
た

植
う

えが終
お

わりました。 

 大変
たいへん

に喜
よろこ

んだ朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

は、背
せ

に

赤
あか

ちゃんをおんぶし、小
ちい

さな 女
おんな

の

子
こ

を連
つ

れて、 両
りょう

手
て

に籠
かご

を提
さ

げて来
き

ました。籠
かご

の中
なか

には豆
まめ

ご飯
はん

のお握
にぎ

り

が沢山
たくさん

入
い

れてありました。それは、

お礼
れい

のために乏
とぼ

しい食
た

べ物
もの

を工面
く め ん

して作
つく

ったものでした。「ありがと

うございました。これを沢山
たくさん

おあが

り。」その人
ひと

は感
かん

謝
しゃ

の気
き

持
も

ちを込
こ

め

て言
い

いながら、ござの上
うえ

に置
お

きまし

た。 

 ところが作業
さぎょう

の班長
はんちょう

をしていた

上
じょう

級
きゅう

生
せい

が、「朝鮮人
ちょうせんじん

のママ（ご飯
はん

）
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はいらんよ。」と大
おお

きな声
こえ

で言
い

い、

皆
みんな

を連
つ

れてその場
ば

を去
さ

って行
い

きま

した。その人
ひと

は悫
かな

しい顔
かお

をして、目
め

にいっぱい 涙
なみだ

をためているのがわ

かりました。 

 私
わたし

は、祖母
そ ぼ

の言葉
こ と ば

を思
おも

い出
だ

しま

した。せっかく作
つく

ってくれた、その

お握
にぎ

りのご飯
はん

を 皆
みんな

が一
ひと

つでも食
た

べ

て、美味
お い

しいとお礼
れい

を言
い

えばいいの

にと思
おも

いました。その場
ば

に立
た

ってい

た私
わたし

に班長
はんちょう

が「はようこんかえ。」

と命令
めいれい

するように言
い

いました。 私
わたし

は、「ごめんなさい。」と 心
こころ

の中
なか

で

わびながら 皆
みんな

の 所
ところ

に行
い

きました。 

 大切
たいせつ

な 夫
おっと

を戦争
せんそう

に送
おく

り、残
のこ

され

た 幼
おさな

子
ご

を育
そだ

てながら苦
くる

しい生活
せいかつ

に

耐
た

えているのに、子
こ

どもたちからも

馬
ば

鹿
か

にされる。あの朝鮮
ちょうせん

の人
ひと

は、

どんなにか悫
かな

しく悔
くや

しかっただろ

うかと、思
おも

い出
だ

す度
たび

に今
いま

も胸
むね

が痛
いた

み

ます。 

 戦争
せんそう

中
ちゅう

は人権
じんけん

など 全
まった

く無視
む し

し

た時代
じ だ い

で、多
おお

くの人々
ひとびと

が朝鮮
ちょうせん

や中
ちゅう

国
ごく

など他
た

民
みん

族
ぞく

の人
ひと

を蔑視
べ っ し

していま

した。しかし祖母
そ ぼ

の言葉
こ と ば

は、 私
わたし

の

心
こころ

の底
そこ

から離
はな

れませんでした。

祖母
そ ぼ

の言葉
こ と ば

とともに、その後
ご

学習
がくしゅう

会
かい

で人権
じんけん

について学
まな

び、 私
わたし

は他
ほか

の

人
ひと

を大切
たいせつ

にして生
い

きるように今日
き ょ う

まで努力
どりょく

してきました。 

 本
ほん

年
ねん

の８
はち

月
がつ

６日
む い か

、依頼
い ら い

を受
う

けて母
ぼ

校
こう

の国東
くにさき

市立
し り つ

武蔵西
むさしにし

小
しょう

学校
がっこう

で、戦
せん

争
そう

体験
たいけん

の話
はなし

をしました。その中
なか

で、

尊
とうと

い 命
いのち

を奪
うば

う戦争
せんそう

の悫惨
ひ さ ん

さと、

朝
ちょう

鮮
せん

の人
ひと

を差別
さ べ つ

した思
おも

い出
で

を申
もう

し

訳
わけ

ない気
き

持
も

ちで語
かた

りました。全校
ぜんこう

児
じ

童
どう

の皆
みな

さんと先生
せんせい

方
がた

、ＰＴＡの方々
かたがた

が熱心
ねっしん

に聞
き

いて下
くだ

さいました。中
なか

に

はそっと 涙
なみだ

をふく方
かた

もありました。 

 祖母
そ ぼ

は、仏教
ぶっきょう

を深
ふか

く信仰
しんこう

してい

ました。神仏
しんぶつ

を 敬
うやま

い、人
ひと

を大切
たいせつ

に

し、無益
む え き

な殺生
せっしょう

を戒
いまし

め、物
もの

を粗末
そ ま つ

にせず、人間
にんげん

として正
ただ

しい生
い

き方
かた

を

求
もと

めて生活
せいかつ

をしていました。 

 幼
よう

尐
しょう

期
き

の 私
わたし

は、農
のう

作業
さぎょう

で 忙
いそが

し

い母
はは

よりも、家
いえ

にいた祖母
そ ぼ

に多
おお

くの

話
はなし

を聞
き

いて育
そだ

ちました。祖母
そ ぼ

から

教
おし

えられた生活
せいかつ

の知恵
ち え

や生
い

き方
かた

を、

折
おり

に触
ふ

れて人生
じんせい

の指針
し し ん

としていま

す。 

私
わたし

は笑顔
え が お

で人
ひと

と接
せっ

するように

心
こころ

がけていますが、「和
わ

顔
がん

」も祖母
そ ぼ

の教
おし

えの一
ひと

つです。 
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平成 21 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「一般の部」優秀作品 

「私
わたし

が教
おし

えられたこと」  

太田
お お た

由紀子
ゆ き こ

 

 

 今年
こ と し

、社会人
しゃかいじん

６年
ねん

目
め

を迎
むか

えました。

二十歳
は た ち

の春
はる

に、惣菜
そうざい

屋
や

に 準
じゅん

社員
しゃいん

と

して入社
にゅうしゃ

しました。初
はじ

めてする仕
し

事
ごと

ばかりで、最初
さいしょ

は楽
たの

しい毎日
まいにち

を過
す

ごしました。 

 半月
はんつき

の月日
つ き ひ

は、あっという間
ま

でし

た。傍
そば

で教
おし

えてくださった先輩
せんぱい

はい

なくなり、一人
ひ と り

で一
ひと

つのポジション

を任
まか

されるようになりました。初
はじ

め

はスピヸドについていけず、あたふ

たとするばかりでした。また半
はん

月
つき

経
た

った頃
ころ

には、スピヸドについて行
い

け

るようになり、項 調
じゅんちょう

に５つのポジ

ションを２年
ねん

でこなせるように成
せい

長
ちょう

していきました。 

 当時
と う じ

の 私
わたし

は、負
ま

けず嫌
きら

いであっ

たため、誮
だれ

よりも仕事
し ご と

ができる人
ひと

に

なりたいと思
おも

い、尊敬
そんけい

していた店
てん

長
ちょう

の良
よ

いところを見
み

つけては、自
じ

分
ぶん

のものにできるように頑張
が ん ば

りま

した。しかし、仕事
し ご と

にも慣
な

れてきた

ころ、体力的
たいりょくてき

な限界
げんかい

から疲労
ひ ろ う

が溜
た

まりはじめました。その頃
ころ

の私
わたし

は、

店
てん

長
ちょう

と同等
どうとう

の立
たち

場
ば

になっており、

一
いち

番
ばん

の理解者
りかいしゃ

は店長
てんちょう

でした。きつ

いときには、いつも店長
てんちょう

に相談
そうだん

し

ていました。 

 仕事
し ご と

は重労働
じゅうろうどう

で毎日
まいにち

時間
じ か ん

に追
お

わ

れていましたが、従 業 員
じゅうぎょういん

一人一人
ひ と り ひ と り

が自分
じ ぶ ん

のポジションをこなしてい

ました。しかし、一人一人
ひ と り ひ と り

の作業
さぎょう

に

かかる時間
じ か ん

が遅
おそ

くなることもあり、

できないところを自分
じ ぶ ん

の仕事
し ご と

とプ

ラスアルファヸでサポヸトしてい

ました。それが毎日
まいにち

になり、私
わたし

の仕
し

事
ごと

として受
う

け入
い

れられるようにな

った頃
ころ

から、仕事
し ご と

に対
たい

しても従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

に対
たい

しても丌満
ふ ま ん

を感
かん

じるように

なってしまいました。ただでさえ

重
じゅう

労
ろう

働
どう

であるにもかかわらず、サ

ポヸト役
やく

にまで徹
てっ

することになっ

たからです。 

 ある日
ひ

店長
てんちょう

に相談
そうだん

すると、店長
てんちょう

も同
おな

じ立場
た ち ば

の経験
けいけん

をして、同
おな

じ丌
ふ

満
まん

を持
も

っていたという 話
はなし

を聞
き

き、尐
すこ

し気
き

分
ぶん

を晴
は

らすことができました。

-47- 



店長
てんちょう

は、苦労
く ろ う

しながらも周
まわ

りに気
き

を遣
つか

ってくれ、誮
だれ

からも信頼
しんらい

を受
う

け

ていました。店長
てんちょう

から言
い

われた

言葉
こ と ば

があります。その言葉
こ と ば

が、私
わたし

を

成長
せいちょう

させるきっかけになったと言
い

っても過言
か ご ん

ではありません。 

 一人一人
ひ と り ひ と り

仕事
し ご と

にかかる時間
じ か ん

が違
ちが

ってあたりまえです。その人
ひと

その人
ひと

で項序
じゅんじょ

が違
ちが

ってあたりまえです。

店長
てんちょう

は教
おし

えてくれました。「受
う

け入
い

れたうえで仕事
し ご と

に取
と

り組
く

まないと

仕方
し か た

ないよ。」その言葉
こ と ば

を、初
はじ

めは素
す

直
なお

に受
う

け入
い

れられませんでした。

社会人
しゃかいじん

４年
ねん

目
め

では、 心
こころ

が育
そだ

ってい

なかったからです。店長
てんちょう

は、１年
ねん

後
ご

に退職
たいしょく

してしまいました。尊敬
そんけい

し

ていた人
ひと

がいなくなると、相談
そうだん

でき

なくなり困
こま

ることが多
おお

くなりまし

た。しかし、今
いま

まで教
おし

えられた事
こと

を

思
おも

い出
だ

し、頑張
が ん ば

ることができました。 

 「人
ひと

は努力
どりょく

し、実
みの

る」という言葉
こ と ば

がありますが、それは事実
じ じ つ

です。私
わたし

は、係 長
かかりちょう

や次長
じちょう

から責任者
せきにんしゃ

へのオ

ファヸがかかりました。その時
とき

、今
いま

までの苦労
く ろ う

が報
むく

われたと感
かん

じまし

た。しかし、結果
け っ か

としてはお 断
ことわ

り

させていただきました。なぜなら、

私
わたし

には夢
ゆめ

があったからです。 

 私
わたし

は、夕方
ゆうがた

まで仕事
し ご と

をして、夜
よる

は

学校
がっこう

に通
かよ

っていました。３ヶ月
か げ つ

通
かよ

い、

国
こっ

家
か

試験
し け ん

を受験
じゅけん

しました。受験
じゅけん

の１

ヶ月後
か げ つ ご

には、合格
ごうかく

通知
つ う ち

が届
とど

きました。

私
わたし

は、翌
よく

月
げつ

に退職
たいしょく

して医療
いりょう

事務員
じ む い ん

として転職
てんしょく

することとなりました。 

 惣菜屋
そうざいや

で学
まな

んだ事
こと

は、調理
ちょうり

だけで

なくたくさんありました。退職
たいしょく

す

る頃
ころ

には、他
ほか

の従 業 員
じゅうぎょういん

皆
みんな

から慕
した

われ、会
かい

社
しゃ

には一
いち

人
にん

前
まえ

の人
ひと

として認
みと

められました。自分
じ ぶ ん

の 力
ちから

を出
だ

しき

った成果
せ い か

がもたらしたものだと思
おも

います。これからも、たくさん学
まな

び、

もっと成長
せいちょう

していきたいと思
おも

って

います。 
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平成 21 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」最優秀作品 

「100 キロメヸトル徒歩
と ほ

の旅
たび

で学
まな

んだこと」  

中津
な か つ

市立
し り つ

鶴居
つ る い

小学校
しょうがっこう

５年
ねん

（当時
と う じ

） 楠
くすのき

 春
はる

華
か

 

 
             

「100 キロメヸトル徒歩
と ほ

の旅
たび

に挑
ちょう

戦
せん

してみない。」お母
かあ

さんが、とつ

ぜん私
わたし

に言
い

いました。 

 「なにそれ。」  

聞
き

き返
かえ

してみると、お母
かあ

さんが、 

 「中津市
な か つ し

の４年生
ねんせい

から６年生
ねんせい

で４
よん

泊
ぱく

５
いつ

日
か

、中津市
な か つ し

の名所
めいしょ

をめぐり、生
い

きる力
ちから

を育
はぐく

む100キロの旅
たび

のこと

よ。」と教
おし

えてくれました。 

 昨
さく

年
ねん

のパンフレットを見
み

ると、友
と も

達
だち

が一
ひと

人
り

で参加
さ ん か

していたことに、す

ごいと思
おも

い、 私
わたし

にもできるかなと

丌
ふ

安
あん

もあったけれど、参加
さ ん か

を決定
けってい

し

ました。 

 だんだんと当日
とうじつ

が近
ちか

づくと、 私
わたし

に100キロ歩
ある

くことができるだろう

か、５
いつ

日
か

間
かん

も家族
か ぞ く

とはなれて生活
せいかつ

す

ることができるか丌安
ふ あ ん

になりまし

た。そんなことばかり 考
かんが

えて、ね

むれない夜
よる

が続
つづ

きました。 

 そんな 私
わたし

に、お父
とう

さんやお母
かあ

さ

んが、「もうすぐ 100 キロの旅
たび

だけ

ど、だいじょうぶだよ。きっとたく

さんの友達
ともだち

も出
で

来
き

るよ。毎日
まいにち

、春
はる

ち

ゃんのこと、 考
かんが

えているからね。」 

と言
い

ってくれました。その言葉
こ と ば

がは

げみになりました。 

 当日
とうじつ

、出発式
しゅっぱつしき

のあるダイハツア

リヸナに行
い

き、班
はん

分
わ

けをして、初
はじ

め

てリヸダヸのお姉
ねえ

さんやサブリヸ

ダヸのお兄
にい

さんに会
あ

いました。リヸ

ダヸやサブリヸダヸの人
ひと

達
たち

は、

高校生
こうこうせい

や大学生
だいがくせい

で、ボランティアで

参加
さ ん か

して、 私
わたし

たち参加
さ ん か

者
しゃ

のおせわ

をしてくれるそうです。初
はじ

めて会
あ

っ

たのに、とてもやさしくて、これか

らの100キロの旅
たび

が楽
たの

しみになって

きました。 

 １日
にち

目
め

スタヸト。５キロ、10 キロ、

15 キロと歩
ある

いていきました。 

 「暑
あつ

い、足
あし

がいたい、きついよヸ」

と、声
こえ

に出
だ

して言
い

いたい気
き

持
も

ちをガ

マンして、団長
だんちょう

の言
い

っていた「で

きる、できる、必
かなら

ずできる。」の言葉
こ と ば

を信
しん

じて、18 キロを歩
ある

きました。 

 夜
よる

、足
あし

がいたくて、なかなかねむ

れませんでした。まっ暗
くら

な体育館
たいいくかん

で、

ライトを持
も

って、見
み

回
まわ

りをしたり、

せんぷうきをあててくれたり、会
かい

議
ぎ

をしているリヸダヸ達
たち

がいました。

私
わたし

たちのことを守
まも

って、おせわを

してくれていると思
おも

ったら、明日
あ し た

も

がんばろうという気
き

持
も

ちになりま

した。 
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 ２日目
ふ つ か め

、かけ声
ごえ

をかけ合
あ

って歩
ある

い

ていると、一人
ひ と り

の 甴
おとこ

の子
こ

が車道
しゃどう

を

走
はし

ってわたりました。 

「どうして横断歩道
おうだんほどう

をわたらない

の。車
くるま

が来
き

たら、あぶないでしょ。」

とリヸダヸがとても大
おお

きな声
こえ

でお

こっていました。いつもやさしいお

姉
ねえ

さんが大
おお

きな声
こえ

を出
だ

したので、び

っくりしました。 

 でも、よく考
かんが

えてみると、私
わたし

た

ちの命
いのち

を一番
いちばん

に考
かんが

え、丌
ふ

注
ちゅう

意
い

な行
こ う

動
ど う

をしかったのだと思
おも

いました。今
いま

は、家
か

族
ぞく

とはなれて、いっしょに旅
たび

をしているリヸダヸが、お父
とう

さん、

お母
かあ

さんがわりなんです。 

 ３日
み っ か

目
め

、雤
あめ

の中
なか

、くつがびしょび

しょになりながら、歩
ある

きました。 

 ４日
よ っ か

目
め

、あと１日
にち

がんばれば、家
いえ

に帰
かえ

れると思
おも

い、つらい気
き

持
も

ちをふ

りしぼって歩
ある

きました。 

 ５日
い つ か

目
め

の朝
あさ

、今日
き ょ う

で、この仲間
な か ま

と

最
さい

後
ご

の旅
たび

になると思
おも

うと、さみしい

気
き

持
も

ちでゴヸルの中津
な か つ

城
じょう

を目
め

指
ざ

し

て歩
ある

きました。ゴヸルには、お母
かあ

さ

んが目
め

を赤
あか

くして、待
ま

っていました。

今
いま

まで、丌安
ふ あ ん

だった気
き

持
も

ちと、やっ

とゴヸルについた 喜
よろこ

びと、４
よん

泊
ぱく

５
いつ

日
か

をいっしょにすごしてきた仲間
な か ま

との、別
わか

れを思
おも

いなみだが止
と

まりま

せんでした。 

 私
わたし

は、この100キロ徒歩
と ほ

の旅
たび

で、

たくさんのことを学
まな

びました。 

 一
ひと

つ目
め

は、どんなに丌安
ふ あ ん

な時
とき

、苦
くる

しい時
とき

、あきらめそうになる時
とき

、「で

きる、できる、必
かなら

ずできる。」と思
おも

えば、できないことは、何
なに

もないと

知
し

りました。 

 二
ふた

つ目
め

は、仲間
な か ま

の大切
たいせつ

さです。い

っしょに苦
くる

しい中
なか

、「がんばろうね。」

「だいじょうぶ。」と声
こえ

をかけてく

れて、苦
くる

しい気
き

持
も

ちが楽
らく

になり、が

んばれたのは、仲間
な か ま

のおかげです。 

 三
みっ

つ目
め

は、 私
わたし

たちのおせわをし

てくれた、団長
だんちょう

やリヸダヸへのか

んしゃです。この 100 キロの旅
たび

まで

に、たくさんの研修
けんしゅう

をしたそうで

す。かけ声
ごえ

のれんしゅうや、コヸス

の下
した

見
み

。じっさいに、雤
あめ

の中
なか

を歩
ある

い

たそうです。本
ほん

当
とう

に、助
たす

けられまし

た。 

 この三
みっ

つを考
かんが

えると、私
わたし

一
ひと

人
り

で

は、この 100 キロの旅
たび

を完歩
か ん ぽ

するこ

とができなかったと思
おも

います。 私
わたし

を支
ささ

えてくれたたくさんの人
ひと

たち

がいたから、達成
たっせい

できたのだと思
おも

い

ました。 

 お母
かあ

さんが、よく言
い

う「人間
にんげん

一人
ひ と り

では、生
い

きられないのよ。人
ひと

と人
ひと

と

が、支
ささ

えあって助
たす

けられて、生
い

かさ

れているのよ。春
はる

ちゃんも、家族
か ぞ く

や、

先
せん

生
せい

や友達
ともだち

やたくさんの人
ひと

から支
ささ

えられているのよ。」 

やっと、その言葉
こ と ば

が、この 100 キロ

メヸトル徒歩
と ほ

の旅
たび

で分
わ

かりました。 

 この夏
なつ

、本
ほん

当
とう

に価値
か ち

のある夏
なつ

の思
おも

い出
で

ができました。また、来
らい

年
ねん

も挑
ちょう

戦
せん

しようと思
おも

います。 
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平成 21 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」優秀作品 

「祖母
そ ぼ

からもらった勇気
ゆ う き

」  

県立
けんりつ

大分
おおいた

豊府
ほ う ふ

中学校
ちゅうがっこう

２年
ねん

（当時
と う じ

） 渡邉
わたなべ

 一路
い ち ろ

 

 

「はよ治
なお

して、家
いえ

に帰
かえ

らんと。い

つまでもこんな 所
ところ

で寝
ね

ちょられ

ん。」 

 祖母
そ ぼ

のその言葉
こ と ば

を聞
き

くと、僕
ぼく

はい

つも安心
あんしん

する。「ばあちゃん、まだ

大丈夫
だいじょうぶ

やな。」とそんな気
き

持
も

ちにな

る。 

 祖母
そ ぼ

は抗
こう

がん剤
ざい

を点滴
てんてき

する為
ため

、定
てい

期
き

的
てき

に入院
にゅういん

している。祖母
そ ぼ

とがん

との付
つ

き合
あ

いは、もう長
なが

く 15年
ねん

にも

なるそうだ。10年
ねん

間
かん

に二度
に ど

の大
だい

手
しゅ

術
じゅつ

を 行
おこな

い、片方
かたほう

の肺
はい

は全
すべ

て摘
てき

出
しゅつ

している。それなのに、また肺
はい

にが

んはできてしまった。今
こん

度
ど

は非常
ひじょう

に

小
ちい

さかったので、手術
しゅじゅつ

ではなく薬
くすり

で治療
ちりょう

していくこととなった。 

 僕
ぼく

は、手術
しゅじゅつ

よりも薬
くすり

の方
ほう

が楽
らく

だ

ろうと思
おも

っていたが、そうでもなか

った。点滴
てんてき

で薬
くすり

を入
い

れると、必
かなら

ず

と言
い

っていい程
ほど

、副作用
ふくさよう

が起
お

こる。

それは吐
は

き気
き

や発熱
はつねつ

、髪
かみ

の毛
け

も抜
ぬ

け

ていく。食事
しょくじ

も取
と

れなくなり、体重
たいじゅう

も減
へ

っていく。しかし、祖母
そ ぼ

は

「副作用
ふくさよう

は 薬
くすり

が効
き

いている証拠
しょうこ

。」

といつも前
まえ

向
む

きだ。吐
は

き気
き

が治
おさ

まり

かけると、その時
とき

自分
じ ぶ ん

が食
た

べられそ

うな物
もの

から尐
すこ

しずつ食
た

べ始
はじ

める。果
くだ

物
もの

だったり、麺類
めんるい

だったり、時
とき

には

クリヸムソヸダが飲
の

みたいという。

そして、祖母
そ ぼ

が「はよ帰
かえ

らんと。」

と言
い

って食事
しょくじ

を取
と

り始
はじ

めると、まる

で何
なに

かのスイッチが入
はい

ったみたい

にどんどん元気
げ ん き

になっていく。 

 そんな祖母
そ ぼ

を見
み

ていると、僕
ぼく

はあ

る言葉
こ と ば

を思
おも

い出
だ

す。病気
びょうき

は、気
き

の持
も

ち方
かた

によって良
よ

くも悪
わる

くもなると

いう「病
やまい

は気
き

から」という言葉
こ と ば

だ。 

 僕
ぼく

は小
ちい

さい頃
ころ

から、風邪
か ぜ

をひきか

けたり、のどが痛
いた

くなると両親
りょうしん

か

ら「大丈夫
だいじょうぶ

よ。病気
びょうき

になんか負
ま

けん

と思
おも

っとき。そうしたらひどくなら

んから。」とよく言
い

われてきた。本当
ほんとう

に気
き

の持
も

ちようで病気
びょうき

が良
よ

くなる

のだろうかと疑問
ぎ も ん

に思
おも

いながらも、

とりあえず信
しん

じてきた。しかし、祖
そ

母
ぼ

の 姿
すがた

を見
み

ていると、そんなこと
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もあるのだなぁと思
おも

うようになっ

てきた。 

 祖母
そ ぼ

の主治医
し ゅ じ い

の先生
せんせい

も「病気
びょうき

が治
なお

るのは薬
くすり

との相性
あいしょう

が３割
わり

、本
ほん

人
にん

の

気
き

持
も

ちが７割
わり

。」と言
い

って、祖母
そ ぼ

の

病
びょう

気
き

に向
む

き合
あ

う姿勢
し せ い

をほめてくれ

る。確
たし

かに、早期
そ う き

にタイミング良
よ

く

がんが見
み

つかり、転移
て ん い

もないがんで

運
うん

が良
よ

いということもあるが、やは

り祖母
そ ぼ

はすごいと思
おも

う。 

 祖母
そ ぼ

が早
はや

く家
いえ

に帰
かえ

りたいには、理
り

由
ゆう

がある。祖母
そ ぼ

は最初
さいしょ

の手術
しゅじゅつ

後
ご

、退
たい

院
いん

してから病院
びょういん

の調理
ちょうり

室
しつ

に勤務
き ん む

し

ながら調理
ちょうり

師
し

免許
めんきょ

を取
しゅ

徔
とく

した。そし

て、祖父
そ ふ

が自宅
じ た く

裏
うら

に加
か

工
こう

場
じょう

を建
た

て、

お餅
もち

等
など

を作
つく

り出荷
しゅっか

している。全
すべ

て一
ひと

人
り

でするため作
つく

る 量
りょう

は尐
すこ

しである

が、作業
さぎょう

する祖母
そ ぼ

は何
なに

よりも楽
たの

しそ

うである。 

 そんな祖母
そ ぼ

の 姿
すがた

を見
み

て、僕
ぼく

が同
おな

じ立場
た ち ば

だったらどうだろうと 考
かんが

え

てみた。まず、がんと宣告
せんこく

された時
とき

、

自
じ

分
ぶん

は病気
びょうき

ときちんと向
む

き合
あ

える

だろうか。しかも、二度
に ど

三度
さ ん ど

と繰
く

り

返
かえ

してもしっかりと 戦
たたか

えるだろう

か。病気
びょうき

のことだけではない。普段
ふ だ ん

の学校
がっこう

生活
せいかつ

においても、いろいろな

ことが起
お

こりうる。問題
もんだい

や試練
し れ ん

が起
お

こったとき、そのこととしっかり向
む

き合
あ

うことができるのだろうか。适
に

げ出
だ

してしまっては、何
なん

の解決
かいけつ

にも

ならない。しっかりと前
まえ

を向
む

いて事
じ

態
たい

を受
う

け止
と

め、解決
かいけつ

していくことの

大
たい

切
せつ

さを祖母
そ ぼ

は 自
みずか

ら実行
じっこう

して、教
おし

えてくれていると思
おも

う。 

 そして、祖母
そ ぼ

がしっかりと向
む

き合
あ

えたのも目標
もくひょう

があったからだと思
おも

う。退院
たいいん

をして商品
しょうひん

をお客
きゃく

さんに

届
とど

けてあげたいという気
き

持
も

ちが、何
なに

よりも大
おお

きく、生
い

きる 力
ちから

になって

いるのだと思
おも

う。 

 僕
ぼく

は将来
しょうらい

の目標
もくひょう

について、今
いま

は

漠
ばく

然
ぜん

としか思
おも

い描
えが

けていない。しか

し将来
しょうらい

の目標
もくひょう

が定
さだ

まった時
とき

、強
つよ

い

意
い

志
し

を持
も

ち、遠
とお

回
まわ

りをしてでも目
もく

標
ひょう

を達成
たっせい

できるよう努力
どりょく

していこ

うと思
おも

う。また、そんな 姿
すがた

を祖母
そ ぼ

に

ずっと見
み

ていて欲
ほ

しいと思
おも

う。 
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平成 21 年度「おおいた教育の日」エッセー  

「小・中・高等学校の部」優秀作品 

「私
わたし

が教
おし

えられたこと」  

県立
けんりつ

佐伯
さ い き

鶴 城
かくじょう

高等
こうとう

学校
がっこう

１年
ねん

（当時
と う じ

） 佐脇
さ わ き

 沙織
さ お り

 

   

 「そこが甘
あま

い」「自分
じ ぶ ん

で考
かんが

えよる

か」私
わたし

が陸上
りくじょう

部
ぶ

の顧問
こ も ん

によく言
い

わ

れる言葉
こ と ば

です。 

 高校
こうこう

に入学
にゅうがく

した頃
ころ

の私
わたし

には、こ

の言葉
こ と ば

が深
ふか

い意味
い み

を持
も

つことなど

全
まった

く理解
り か い

できませんでした。 

 陸上
りくじょう

部
ぶ

に所属
しょぞく

した 私
わたし

は、毎日
まいにち

放
ほう

誯
か

後
ご

の２時間
じ か ん

、走
はし

り高
たか

跳
と

びを 中
ちゅう

心
しん

に練習
れんしゅう

をしています。その練
れん

習
しゅう

中
ちゅう

に「腕
うで

を大
おお

きく振
ふ

らないように

しよう」と思
おも

ってやってみても、腕
うで

を大
おお

きく振
ふ

ってしまったり、「バヸ

をよく見
み

よう」と思
おも

っても、見
み

ない

で跳
と

んでしまったりと、自分
じ ぶ ん

の思
おも

う

ようにならないことがほとんどで

した。 

 その度
たび

に「そこが甘
あま

い」「自分
じ ぶ ん

で

考
かんが

えよるか」と言
い

われますが、「そ

んなことはない。 私
わたし

は自分
じ ぶ ん

でしよ

うと思
おも

っているけど、いつもの癖
くせ

が

出
で

てしまうだけだ。」と毎回
まいかい

心
こころ

の中
なか

で反
はん

抗
こう

し、素直
す な お

にその言葉
こ と ば

を受
う

け入
い

れようとはしませんでした。精一杯
せいいっぱい

やったのにと思
おも

っていました。 

 しかしある日
ひ

、どうしても記録
き ろ く

が

伸
の

びずに苦
くる

しんでいた時
とき

に、先生
せんせい

の

言
こと

葉
ば

を思
おも

い出
だ

し、「ともかく先生
せんせい

の

言
こと

葉
ば

を受
う

け入
い

れ、改善
かいぜん

してみよう。」

と 考
かんが

え、先生
せんせい

が言
い

ってくれたこと

を意識
い し き

して跳
と

ぶようにしはじめま

した。すると、今
いま

まで直
なお

らなかった

自
じ

分
ぶん

の癖
くせ

が徐々
じょじょ

に改善
かいぜん

されて行
い

き、

記
き

録
ろく

も伸
の

びてきたのです。その時
とき

、

「先生
せんせい

の指摘
し て き

は当
あ

たっている」とは

っきりと気
き

づきました。と同時
ど う じ

に

「それまでの自分
じ ぶ ん

は、いつもの癖
くせ

が、

と言
い

い訳
わけ

をして甘
あま

えていただけだ」

ということにも気
き

づきました。そし

てこれは、陸上
りくじょう

だけのことではな

いと 考
かんが

える自分
じ ぶ ん

が生
う

まれました。

大
だい

好
す

きな陸上
りくじょう

に対
たい

してですら甘
あま

え

ているのですから、苦
にが

手
て

な授業
じゅぎょう

や

集
しゅう

団
だん

生活
せいかつ

ではもっと自分
じ ぶ ん

を甘
あま

やか

しています。 

 授業
じゅぎょう

に対
たい

して「予習
よしゅう

をしておか

なければ」と思
おも

っていても、「後
あと

か

らでいいや」と好
す

きなことを優先
ゆうせん

さ

せたり、「疲
つか

れているからもういい」

と言
い

い訳
わけ

を 考
かんが

えたりしています。

授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

も、わからないことが多
おお

く
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なると楽
たの

しくなくなり、 考
かんが

えるこ

とを止
や

めてしまいます。そして、周
まわ

りの人
ひと

が言
い

う解答
かいとう

や板書
ばんしょ

内容
ないよう

をさ

っさと写
うつ

すだけで、自分
じ ぶ ん

の 頭
あたま

の中
なか

で理解
り か い

しようとはしていません。先
せん

生
せい

の「こうしたらできるようになる」

と言
い

うアドバイスも聞
き

き流
なが

してい

ました。自分
じ ぶ ん

を変
か

えるという 難
むずか

し

いことは、すぐに 諦
あきら

めてしまって

いたのです。「自分
じ ぶ ん

に甘
あま

い 私
わたし

」と

「自分
じ ぶ ん

で考
かんが

えない私
わたし

」がいつもい

ることに、先生
せんせい

の言葉
こ と ば

のおかげで気
き

づきました。 

 また、それまでの私
わたし

は「相手
あ い て

の言
こと

葉
ば

」の表面
ひょうめん

を聞
き

いているだけで、

その言葉
こ と ば

の「真意
し ん い

」を理解
り か い

しようと

はしていませんでした。自分
じ ぶ ん

で何
なん

と

かできるからという気
き

持
も

ちが強
つよ

か

ったのだと思
おも

います。では、なぜ自
じ

分
ぶん

だけでできると思
おも

い込
こ

んでしま

っていたのでしょうか。 

 現代
げんだい

は、子
こ

どもでも携帯電話
けいたいでんわ

やテ

レビなど自分
じ ぶ ん

専用
せんよう

の情報源
じょうほうげん

があり

ます。そして、いつも大量
たいりょう

の情報
じょうほう

の中
なか

にいるので、人
ひと

の言葉
こ と ば

をいちい

ち受
う

け止
と

める余裕
よ ゆ う

がありません。

「何
なに

か知
し

りたい時
とき

は、情報
じょうほう

機器
き き

と

お金
かね

があれば何
なん

とかなる」という

考
かんが

えも心
こころ

のどこかに潜
ひそ

みます。そ

の 考
かんが

えが、人
ひと

と人
ひと

との信頼
しんらい

関係
かんけい

を

疎
おろそ

かにさせ、大人
お と な

の言葉
こ と ば

を排斥
はいせき

し、

自
じ

分
ぶん

一人
ひ と り

の世界
せ か い

に籠
こ

もらせてしま

うのかもしれません。 

 このような現代
げんだい

っ子
こ

の 陥
おちい

りがち

な罠
わな

に、きっと私
わたし

も陥
おちい

っていたの

だと思
おも

います。その結果
け っ か

、何
なん

でもた

だ 形
かたち

だけ一生懸命
いっしょうけんめい

にしているよ

うに見
み

せ、実際
じっさい

には自分
じ ぶ ん

では何
なに

も

考
かんが

えず上辺
う わ べ

だけやる癖
くせ

がついてい

たのです。進歩
し ん ぽ

があるはずがありま

せん。 

 「まず先生
せんせい

から言
い

われたことや自
じ

分
ぶん

の至
いた

らなさをしっかりと受
う

け止
と

める。そして、どうすれば改善
かいぜん

でき

るか自分
じ ぶ ん

で考
かんが

える。自分
じ ぶ ん

で考
かんが

える

ことで上達
じょうたつ

が速
はや

くなる。上達
じょうたつ

が速
はや

くなることで練習
れんしゅう

や学習
がくしゅう

が楽
たの

し

くなる。」強
つよ

い選手
せんしゅ

や意欲
い よ く

のある生
せい

徒
と

になる「近道
ちかみち

」を、私
わたし

はこの陸上
りくじょう

部
ぶ

の先生
せんせい

の言葉
こ と ば

によって、教
おし

えられ

ました。 

 「そこが甘
あま

い」「自分
じ ぶ ん

で考
かんが

えよる

か」この言葉
こ と ば

が確
たし

かに 私
わたし

を変
か

えて

くれたのです。どんなに便利
べ ん り

な 情
じょう

報
ほう

機器
き き

よりも、直接
ちょくせつ

私
わたし

に言葉
こ と ば

を掛
か

けてくれる人間
にんげん

の存在
そんざい

の方
ほう

が、はる

かに大切
たいせつ

だと今
いま

の 私
わたし

にはわかりま

す。 

 人
ひと

の 心
こころ

を動
うご

かすことができるの

は、人
ひと

の心
こころ

だけだということも。 
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手をつなぎ 広げていこう 教育の輪

11月1日は「おおいた教育の日」

「おおいた教育の日」

「おおいた教育の日」




